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茨城県自然博物館第�次総合調査報告書

概�説

　今回の調査は阿武隈山地・県北部海岸を中心とする

県北東部地域について進められた．これらを次の�地

域に区分して�年間調査を行った．

���．�花園山周辺地域

　この地域は山地が多く，福島県境に近い花園山（�����），

栄蔵室（�����），和尚山（�����），亀谷地（�����）

などがある．

���．�里美周辺地域

　福島県との県境に位置する三鈷室山（�����），里川

流域などである．

���．�君田地域

　高萩市の北西部にあたり，標高約�����あり，多賀

山地の主要部を占めている地域である．花貫渓谷で知

られる土岳（�����），十王町の竪破山（�����），下君

田，上君田，横川，若栗，大能，上手綱，中戸川など

を含み，湿地や渓谷が存在する地域である．

���．�神峰山，高鈴山，真弓山周辺地域

　多賀山地の南端に相当する地域で，東は太平洋に面

している．神峰山（�����），高鈴山（�����），真弓山

（�����）��などがあり，神社を中心に自然林が残存して

いる地域である．

���．�海岸・平地地域

　海岸地域は，茨城県北部の平潟海岸から日立市久慈

川河口までの地域とした．この地域は暖流，寒流の影

響があり，植物分布的には興味がもたれる地域であ

る．

　平地地域は，平坦部，丘陵部や山麓を一部含む地域

とした．この地域は，人間活動の影響を強く受けてお

り，スダジイやシラカシの林がわずかに残っている．

　調査は，季節ごとに現場に赴き，いくつかのコース

を歩きながら植物を記録した．さらに，資料として植

物を採取し，押し葉標本を作成した．また，それらの

植物や生態は生育状態を知るために写真撮影を併せて

行った．代表的な森林や草原については適宜，方形区

を作り植物群落を記録した．

　各地域ごとの概況は次の通りである．

 1  ． 花園山周辺地域

　茨城県北東部，花園山地域の標高�����以上の山地

部はブナ，ミズナラを主とする夏緑広葉樹が生育して

いる。

　花園神社とその周辺にはスギの植林があり，境内に

は三本杉と呼ばれるスギと，コウヤマキの巨樹があ

り，茨城県指定の天然記念物になっている．また，七

つ滝周辺のアズマシャクナゲも県指定の天然記念物に

指定されている．神社から七つ滝方面の沢沿いにはオ

オバアサガラ，タマアジサイ，ウリノキ，アワブキ，

イヌガヤ，チドリノキ，ホオノキ，ヤマボウシ，ミツ

デカエデ，ウワミズザクラ，ハナイカダ，イワガラミ，

ヤマブドウなどが見られる．ヤマブドウは茨城県では

産地が少なく，個体数も少ない．

　七つ滝付近は急峻な所が多く，基岩が露出してい

る．滝の周りにはトウゴクミツバツツジ，アブラツツ

ジ，バイカツツジ，アセビ，コシアブラ，タカノツメ

などが目立ち，これらの植物と共に樹高約���程のア

ズマシャクナゲの群落があり，林床にはイワウチワが

群生している．七つ滝の上部，奥の院にはアカマツに

混じってヒメコマツ（ゴヨウマツ）が見られる．

　花園橋から小川に向かって，花園川をさかのぼると

花園渓谷に出る．渓谷周辺の山地にはスギ・ヒノキの

植林が多いが，渓谷に沿って，オニイタヤ，ミツデカ

エデ，ハウチワカエデ，コハウチワカエデなどのカエ

デ類，イヌブナ，ブナ，アワブキ，ミズナラ，サワグ

ルミ，オオバアサガラの夏緑広葉樹にモミの混生して

いる森林がみられる．低木としてはコアジサイ，オオ

ツクバネウツギ，ゴヨウツツジ，タマアジサイ，トウ

ゴクミツバツツジ，ノリウツギが，草本層にはウスバ

サイシン，ツクバネソウ，ヒゲネワチガイソウ，オオ

バショウマ，オヤリハグマ，オオカニコウモリ，クサ

アジサイ，コチャルメルソウ，カノツメソウ，カタク

リ，ヤマブキソウ，ミヤマエンレイソウ，キクザキイ

チゲ，コウライテンナンショウ，イッポンワラビ，オ

ウレンシダなどが見られ，流れに沿って，ムカゴネコ

ノメソウ，ツルネコノメソウ，ハナネコノメ，ヨゴレ

ネコノメ，ミチノクネコノメソウなどのネコノメソウ

類の草本が見られ，その他，茨城県では産地の少ない

キバナウツギやシラネワラビも見られる．また，沢沿
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いにはバイケイソウも見られる．

　猿ケ城の斜面には自然林も残存し，そこにはヤマハ

ンノキ，アワブキ，チドリノキ，サワシバ，イヌシデ，

オニイタヤ，イヌブナなどの夏緑広葉樹が生育してい

る．上部にはイヌブナ，ブナ，ミズナラ，オオモミジ，

コミネカエデ，ハウチワカエデ，ナツツバキ，ゴヨウ

ツツジ，トウゴクミツバツツジ，アズマシャクナゲが

見られる．尾根に近い，やや乾いたところには，イワ

ウチワの群落が見られる．湿地にはヒメイチゲなども

見られる．

　亀谷地の湿地にはノリウツギ，ヤマネコヤナギ，ヤ

マハンノキなどが低木状に生育し，そこにはオオミズ

ゴケが繁茂している．その中にヒメクグ，ゴウソ，コ

マツカサススキ，アブラガヤ，チゴザサ，タマガヤツ

リ，ヌマゼリ，ヒメシロネ，クサレダマ，ヌマトラノ

オ，コケオトギリ，ウメバチソウ，アカバナ，アケボ

ノソウ，サワヒヨドリ，コオニユリ，ハンゴンソウ，

サワギキョウ，ミゾソバ，ヤチカワズスゲ，タニヘゴ，

ヒメシダ，ニッコウシダなどが繁茂している．最近は

乾燥化が進んでいるように見える．周辺のスギ・ヒノ

キの植林が伐採されたからであろうか．以前，ヒノキ

植林の中にイチヨウランが確認されたが，今回は見当

たらなかった．コセリバオウレン，イワキハグマなど

も見られた．亀谷地から小川に向かう道路沿いには川

に沿って，ヒトツバカエデ，トチノキ，ミズナラ，イ

ヌブナ，ブナなどの冷温帯林に生育する夏緑広葉樹が

多く，林床にミヤマイボタ，ベニバナニシキウツギ，

バイケイソウ，オタカラコウ，ミヤマシラスゲ，アブ

ラガヤ，コチャルメルソウ，ミチノクネコノメソウ，

カメバヒキオコシ，アケボノスミレ，サクラスミレ，

シキンカラマツ，オニノヤガラ，ユキザサ，ヤマブド

ウなどが見られる．

　小川・定波方面の湿地にはザゼンソウ，バイケイソ

ウ，サワギキョウ，オタカラコウなどが生育している．

定波には���本以上のシラカンバが生育している．こ

のように目立つシラカンバの群落は茨城では他に見る

ことはできない．春にはカタクリ，ミヤマエンレイソ

ウ，キクザキイチゲ，ニリンソウ，ヒメイチゲ，ヒト

リシズカ，トウゴクサバノオなどが，夏にはレンゲ

ショウマが，秋にはオオカニコウモリ，オヤリハグマ

などが花を咲かせる．定波のブナ・ミズナラ林は学術

参考保護林に指定されている．高木層にはブナ，ミズ

ナラ，イヌブナ，オニイタヤ，ハウチワカエデ，クマ

シデ，キハダなどが見られ，林床にはスズタケ，ヤマ

ウツボ，ナンブワチガイソウ，ミヤマタムラソウなど

がある．

　栄蔵室に入る道は七つ滝に行く途中からのコースと

亀谷地からのコースがあるが，伐採が進んでおり，以

前ブナの原生林であった地域は減少している．しか

し，所々に夏緑広葉樹林があり，湿地が点在している．

湿地にはオオミズゴケが生育し，レンゲツツジ，ノリ

ウツギなどの低木が見られる．栄蔵室ではマイヅルソ

ウ，ヒメイチゲ，ツクバグミ，キバナウツギ，ケヤマ

ウコギ，ミヤマツチトリモチなどが見られる．茨城県

ではミヤマツチトリモチはこの周辺だけに自生してい

る．

　花園山周辺地域で見られる，特徴ある主な植物とし

て，アスヒカズラ，キヨスミコケシノブ，ミヤマシダ，

ニッコウシダ，シラネワラビ，ザゼンソウ，ナガバノ

キソチドリ，ギボウシラン，コケイラン，ハクウンラ

ン，シラカンバ，エゾエノキ，オヒョウ，ナンブワチ

ガイソウ，ミヤマツチトリモチ，ヒメイチゲ，サクラ

ソウ，キバナウツギ，オオカニコウモリ，クルマバハ

グマ，イワキハグマ，オヤリハグマなどがあげられる．

 2  ． 里美地域

　里美地域はスギの植林が多く見られる．山地部の尾

根筋にはアカマツが生育しているが多くはない．夏緑

広葉樹林の見られる地域は三鈷室山であるが面積は少

ない．三鈷室山は阿武隈山地の南部にあたり，茨城県

里美村と福島県塙町及び矢祭町との境に位置する海抜

�������の山である．大部分がスギの植林となってい

る．茨城県側では落葉樹林は小面積しか残っていな

い．この地域で注目すべき植物としては，アスヒカズ

ラ，ニッコウシダ，シノブカグマ，タチネズミガヤ，

コフタバラン，ギボウシラン，サギスゲ，ヒメマイヅ

ルソウ，マイヅルソウ，セイタカスズムシソウ，ヒロ

ハノドジョウツナギ，ジンバイソウ，ミズチドリ，ナ

ンブワチガイソウ，コキンバイ，ケヤマウコギ，シキ

ンカラマツ，ヒメイチゲ，アサノハカエデ，ヒナウチ

ワカエデ，ツクバグミ，イワセントウソウ，ミヤマタ

ムラソウ，シオガマギク，オオカニコウモリ，タチコ

ゴメグサ，イワキハグマ，キオンなどである．

 3  ． 君田地域

　土岳は標高約�����の山で山頂部は広い平坦地に

なっている．山麓を花貫川が流れていて，流れに沿っ

て，落葉樹が見られる．この地域も早くから林業が発

達していて，大部分がスギの植林となっている．落葉

樹では高木層にコナラが多く，他にオニイタヤ，アカ

植 物
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シデ，クマシデなどがあり，時にイイギリの大木も混

じる．亜高木層にはナツツバキ，シラキ，アワブキ，

ミツデカエデなどが見られる．林床にはフシグロセン

ノウ，フタバアオイ，クサアジサイ，エイザンスミレ，

ヒメニラ，オヤリハグマ，ハルトラノオ，トウゴクサ

バノオなどが見られる．

　竪破山は里美村と高萩市の境界にあり，標高�����

の山である．大部分がスギの植林で，山頂にはブナが

現れるが面積は極めて少ない．山麓部にはヤブツバキ

やヒサカキが見られる．スギ林内にはダンコウバイ，

バイカツツジ，アワブキ，ノリウツギ，ウリノキ，ウ

リハダカエデ，ハナイカダ，ハリギリなどが点在する．

山頂のブナ林にはスギが混生しているが，ブナ，イヌ

ブナ，ミズナラ，ヤマボウシなどが見られる．林床に

はオヤリハグマ，ウラジロノキ，ミヤマシキミ，バイ

カツツジ，シキミ，ツルリンドウなどが見られる．

所々に湿地があり，そこにはオタカラコウ，サワギ

キョウ，アケボノソウ，ヒメシロネ，イトイヌノヒゲ，

シデアブラガヤ，コマツカサススキ，ウメバチソウ，

モウセンゴケ，レンゲツツジなどが見られる．

　この地域で注目すべき植物にはカタヒバ，ハイホラ

ゴケ，イノデ，カヤラン，ヤマシャクヤク，ミチノク

ネコノメソウ，ムカゴネコノメソウ，コミヤマスミレ，

ミヤマナミキなどである．

　高萩市上君田には滝の倉湿原がある．緩斜面の下に

存在する湿原であるが，最近ではヒノキの植林が生長

して湿原の遷移が進んでいる．湿原の周囲にはヤマハ

ンノキ，リョウブ，アカマツ，ミズキなどの樹木が侵

入し湿原の乾燥化も見られる．現在生育している植物

は，サギスゲ，サギソウ，ミツガシワ，トキソウ，モ

ウセンゴケ，エゾシロネ，ヒメシロネ，サワシロギク，

サワヒヨドリ，コバギボウシ，コオニユリ，キセルア

ザミ，レンゲツツジなどがある．

　本地域で注目すべき植物はオオクボシダ，シラネワ

ラビ，サギスゲ，エゾツリスゲ，ミヤマジュズスゲ，

ホソバノアマナ，サギソウ，ナンブワチガイソウ，ミ

ツガシワ，マイヅルソウなどである．

 4  ． 神峰山，高鈴，真弓山周辺地域

　神峰山は標高�����でスギの植林が多い．尾根には

オオバヤシャブシ，オオシマザクラが植えられ，林床

にはアセビ，ヒサカキが多い．高鈴山は標高約�����

で山頂には電波中継塔などがあり，いくつかの登山道

も整備されている．高鈴山の尾根も神峰山と同様オオ

バヤシャブシ，オオシマザクラ，ハリエンジュが植栽

され，アセビが多い．

　真弓山は阿武隈山地の最南端に位置し，標高�����

で山頂には真弓神社がある．周辺はスギの植林である

が西側斜面にはスダジイ，シラカシ，ウラジロガシ，

アカガシ，タブノキ，シロダモ，そしてカゴノキが生

育している．スギ植林内にはイタビカズラ，フユイチ

ゴ，オオイタチシダ，ヒメカナワラビなどが生育して

いる．神社近くにはウラジロ，コシダも見られる．参

道沿いのスギ植林内にもリンボクやサカキが，斜面の

下の沢にはオオバノハチジョウシダ，オオキジノオ，

キジノオシダが見られる．林床には石灰岩の露出した

所が見られるが好石灰岩性と言われるイワツクバネウ

ツギの低木もある．

　真弓山で注目すべき植物としては，ウラジロ，コシ

ダ，オオバノハチジョウシダ，ホラシノブ，ホシダ，

ハカタシダ，オニカナワラビ，ヒメカナワラビ，キジ

ノオシダ，オオキジノオ，オニヒカゲワラビなどのシ

ダ植物．さらにヤブミョウガ，タブノキ，カゴノキ，

ツクバネガシ，サカキ，リンボク，コガンピ，ムベ，

サネカズラ，イタビカズラ，フユイチゴ，ミヤマフユ

イチゴ，オオバチドメ，イワツクバネウツギ，キジョ

ラン，ツルギキョウなどである．

 5  ． 海岸・平地地域

　浄蓮寺は北茨城市小豆畑に鎮座する寺で，花園山周

辺からは北茨城市街に近い地域であるが，寺の脇に花

園川が流れ，滝や急流のある渓谷をなしている．この

地域は花園山周辺とは植生を異にし，シラカシを優占

種とする常緑広葉樹林をなし，暖温帯林の様相を呈し

ている．シラカシ林の構成を見ると，高木層にシラカ

シ，スギが，亜高木層にイロハモミジ，草本層にベニ

シダ，ヤブコウジが多く，他にカンスゲ，ヤブツバキ，

ヤブムラサキ，フユイチゴ，ハナイカダ，オオバノイ

ノモトソウ，アオキなどが見られる．この林は毎年下

刈りが行われているので低木層が発達しない．ここに

は北限に近いオオバノハチジョウシダ，ハカタシダが

見られる．

　この付近で注目すべき植物にはオオカナワラビ，ハ

カタシダ，オオバノハチジョウシダ，オオキジノオ，

ヒロハイヌワラビ，ササクサ，クモラン，フユイチゴ，

シュウブンソウなどである．

　西明寺は石尊山の山麓にありスギの植林が大部分で

あるが，沢沿いの一部に常緑広葉樹林が残存してい

た．スダジイを主とする森林で，高木層はスダジイ，

シラカシ，ウラジロガシ，アカガシ，タブノキがあり，
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亜高木層にはシロダモ，ヒサカキ，ヤブツバキ，サカ

キ，アカメガシワなどがあり，低木層にはコバノガマ

ズミ，ヤツデ，アオキ，アセビ，リンボク，ヤブムラ

サキ，アリドオシ，マンリョウなどが見られる．

　西明寺には暖地性植物で，この地域を北限地または

北限地に近い生育地とするヘラシダ，オオカナワラ

ビ，ホソバカナワラビ，アキザキヤツシロラン，リン

ボク，オオバチドメ，アリドオシ，ジュズネノキ，キ

ジョランなどが生育し，北限に近いものとしてはフモ

トシダ，オオキジノオ，キジノオシダ，ヒロハイヌワ

ラビ，ノコギリシダ，イワヘゴ，ハカタシダ，クリハ

ラン，ササクサなどが見られる．

　北茨城市街地に近い里山的山地にはシラカシ，スダ

ジイなどの常緑広葉樹が生育している．常緑広葉樹の

林床には暖地性のシダ類などが多く生育し，日本列島

の植物地理学上特記すべき地域と言えよう．

　茨城県北部海岸から久慈浜海岸付近までは台地状の

丘陵が急な崖となって海岸部にまで迫っている所が多

い．また一部に砂浜があるが面積は少ない．丘陵台地

の崖に含まれる茨城県天心記念五浦美術館周辺にはク

ロマツ林伐採後の造成地に，オオイタドリが群生して

いる．オオイタドリは茨城ではこの付近と岩間町にし

か見られず，最近特に目立つような群落となってい

る．造成地だけに，他から客土した土から埋蔵種子が

発芽生長し，それが増え出したのかも知れない．自生

と言えるかどうか疑問が残る．海岸台地も造成など，

改変が進んでいる．

　北部の海岸で自然状態で現存している地域は高萩市

高戸海岸が挙げられよう．高戸海岸崖地の上部にはク

ロマツ，アカマツ，コナラの群落に混じって，タブノ

キの群落が見られる．また周辺に点在する神社の境内

にはタブノキ，スダジイ，シロダモ，ヤブツバキなど

が高木となり低木にヤツデ，ヒイラギなどがある．暖

地性の常緑広葉樹が森林を構成できる地域と見ること

ができよう．崖地の植生の中にもタブノキ，スダジ

イ，ヤブツバキ，モチノキ，シロダモ，ヒサカキ，ツ

ルグミ，イヌツゲなどが見られる．また，わずかでは

あるが，低木化したミズナラがコナラと共に生育して

いる．高戸海岸地域で注目すべき植物は次の通りであ

る．

　コシダ，フモトシダ，タチシノブ，ホシダ，ハシゴ

シダなどの暖地性シダ類，県内では北部山地に生育す

るミズナラ，本州北部に生育する海浜植物でマルバト

ウキ，ハマギク，コハマギクなど，暖地性海浜植物の

マルバグミ，ツワブキ，モエギスゲ，ノグサなどが挙

げられる．

　伊師浜周辺この地域は，北部は花貫川河口から小貝

ケ浜までの約�����で，ここは砂浜の海岸が現れる．

砂浜の周辺には防風林としてクロマツが植えられてい

る．国指定天然記念物の『いぶき山いぶき樹叢』もこ

の砂浜にある．最近イブキは上部が枯死し衰退してい

るが，ここにはイブキ，クロマツ，モチノキ，ヤブツ

バキ，タブノキ，オオバイボタ，マルバグミ，シロダ

モなどの生育が見られる．

　海岸の砂浜にはカワラヨモギにハマウツボが寄生し

ている状態が見られたり，ハイネズ，トベラ，マルバ

グミ，スカシユリ，ヒメイズイ，ハマカキラン，シロ

ヨモギなどが生育している．

　第��回茨城自然環境フォトコンテスト写真集によ

ると日立市小木津海岸でフジナデシコを撮影した写真

が掲載されていたが，今回の調査で確認することがで

きた．

　以上，今回の調査地を�地域に分けて調査を行った

が，詳細については各章を参照されたい．

調査研究

安嶋　隆（茨城県立日立第二高等学校教諭）

岩浪順子（大洗町立南中学校）

内山治男（大成女子高等学校教諭）

成島　明（茨城県立土浦第三高等学校教諭）

滑川敏行（北茨城市立関本第一小学校校長）

丸山友一（水戸市立上大野小学校教頭）

茂垣はるえ（茨城県立茨城東高等学校教諭）

安　昌美（元茨城県高等学校教育研究会生物部長）

渡辺義弘（北茨城市立中郷町石岡４０４）

和田尚幸（茨城県立那珂湊第二高等学校教諭）

鈴木昌友（茨城大学名誉教授　理学博士）

執　筆

鈴木昌友
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茨城県北東部地域の維管束植物

花園山周辺地域の維管束植物

はじめに

　花園山系は多賀山地の北部に位置し，栄蔵室（����

�），花園山（�����），和尚山（�����），亀谷地（����

�）などを含めた地域を指している．この地域は以前

は冷温帯性のブナやミズナラを代表とする落葉広葉樹

林が広がっていたが，伐採に伴いスギ・ヒノキの植林

や二次林の落葉広葉樹林へと変わった．ブナやミズナ

ラの林は小川の定波地区および四時川沿いや，猿ケ城

渓谷などに部分的に残されているにすぎない．

　この地域は平地の多い茨城県内にあって，標高���

～�����以上の山地が広がることから，多くの研究者

の興味を引き，これまで数多くのフロラ調査の報告が

ある．

　斎藤（����）は，花園山を温帯性のフロラを呈して

いるとし，注目すべき種類としてアズマシャクナゲ，

オノオレカンバ，キハダ，シロバナエンレイソウ，バ

イケイソウ，オオカニコウモリ，オヤリハグマ，ヒメ

コマツ（ゴヨウマツ），ハゴロモニワトコ，ミヤマツ

チトリモチ，フクジュソウ，バイカモなどをあげてい

る．

　「フロラ茨城」には，����年代から����年代にかけ

てミヤマツチトリモチ（鈴木・内ヶ崎・佐藤，����），

シラカンバ（小室・鈴木，����），キバナウツギ，ベニ

バナツクバネウツギ，ツクバグミ（鈴木，����），イワ

ネコノメソウ（鈴木，����），ミヤマネコノメソウ（鈴

木，����），バイケイソウ（塩田，����）イワキハグ

マ，マイヅルソウ（鈴木，����），スグリ（鈴木����），

アスヒカズラ（鈴木・木戸田，����），サギスゲ（鈴

木，����），コケシノブ科（安嶋，����），ナンブワチ

ガイソウ（和田，����），イチヨウラン（長谷川，����），

コケイラン（木村，����）などの種類が花園山周辺地

域に産することが報告されている．

　「茨城の植物」（鈴木，����）では，具体的な産地を

あげて，それまでのフロラ調査による成果を紹介して

いる．この中で花園山に関係する種類はヒメコマツ

（ゴヨウマツ），アスナロ，バイケイソウ，シロバナエ

ンレイソウ，オオマムシグサ，ザゼンソウ，シラカン

バ，オノオレカンバ，ミヤマツチトリモチ，ワチガイ

ソウ，マルバイノコズチ，オオバクロモジ，フクジュ

ソウ，レンゲショウマ，ヤマシャクヤク，ワサビ，ヤ

グルマソウ（「花園山にも生育する可能性あり」の記述

あり），イワネコノメソウ，ミチノクネコノメソウ，ヤ

シャビシャク，スグリ，トチノキ，ツクバグミ，イワ

ウチワ，アズマシャクナゲ，テンニンソウ，ヤマウツ

ボ，キヨスミウツボ，キバナウツギ，クルマバハグマ，

オヤリハグマ，イワキハグマ，セイタカトウヒレン，

オオカニコウモリ，ヤマタイミンガサ，オオモミジガ

サなどをあげている．

　花園山周辺地域の植物目録では維管束植物について

鈴木（����）は約���種類，安藤（����）は約���種

類，シダ植物では安見（����）が��種類を報告してい

る．いずれも��数年前のもので，現在の状況とはか

なり異なっている．

　和田（����）は県北の主な植物分布について報告し，

花園山に生育する種類としてアスヒカズラ，ミヤマワ

ラビ，サギスゲ，コウライテンナンショウ，オオマム

シグサ，マイヅルソウ，バイケイソウ，オヒョウ，ナ

ンブワチガイソウ，ヒメイチゲ，コフウロ，アサノハ

カエデ，コミネカエデ，ヒナウチワカエデ，ケヤマウ

コギ，イワセントウソウ，キバナウツギ，オオカニコ

ウモリ，ヤマタイミンガサ，クルマバハグマ，イワキ

ハグマの��種類をあげている．

　安（����，����，����）は阿武隈南部のフロラの研

究報告において，単子葉類としてサギスゲ，マイヅル

ソウ，ヒメニラ，コケイラン，ミズチドリ，ウチワド

コロ，ユキザサ，ヒロハノドジョウツナギ，タチネズ

ミガヤ，ヒトツボクロ，アズマガヤ，タツノヒゲ，オ

オヤマサギソウ，カリヤスモドキ，ムカゴツヅリ，イ

チヨウラン，シダ植物としてアスヒカズラ，シケチシ

ダ，ミヤマワラビ，オオクボシダ，離弁花類としてナ

ンブワチガイソウ，ヒゲネワチガイソウ，イワネコノ

メソウ，ミチノクネコノメソウ，コミヤマカタバミ，

アサノハカエデ，コミネカエデ，イワセントウソウな

どをあげている．

　「茨城県植物誌」（鈴木ほか，����）では，花園山産

として約���種類が記録されている．

　和田（����）は花園山のフロラに追加する種類とし

てアスヒカズラ，ヒトツバテンナンショウ，ギボウシ

ラン，ハクウンラン，リュウキンカ，ヤグルマソウ，

コミヤマカタバミ，ヤマモミジ，クロカンバ，ホソバ

アカバナ，ヤマホタルブクロ，ヨツバヒヨドリなどを

報告している．

　和田・江原（����）は花園山の注目すべき植物とし

て，キヨスミコケシノブ，カラクサイヌワラビ，ミヤ

マシダ，シラネワラビ，ニッコウシダ，オオクボシダ，

ヒメコマツ（ゴヨウマツ），サギスゲ，ホソバノアマナ，

ヒメマイヅルソウ，ヒダカエンレイソウ，ウチワドコ
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ロ，コフタバラン，コケイラン，エゾエノキ，ミヤマ

ツチトリモチ，ベニバナヤマシャクヤク，バイカモ，

シキンカラマツ，ヤマブキソウ，ギンバイソウ，ヤ

シャビシャク，スグリ，ナンキンナナカマド，オオイ

タヤメイゲツ，カワギシスミレ，アズマシャクナゲ，

コメツツジ，サクラソウ，エゾイボタ，エゾタツナミ

ソウ，ハシリドコロ，ミヤマママコナ，ヤマウツボ，

キヨスミウツボ，ミヤマムグラ，タキネツクバネウツ

ギ，キバナウツギ，ミヤマニガウリ，イワキハグマ，

ウスギタンポポなどを取り上げている．

　滑川（����）は北茨城市華川町水沼付近に生育する

ヒダカエンレイソウの花の変異や生態について報告し

ている．さらに渡辺・滑川はミヤマツチトリモチを確

認し，生育状況を調べている．

　　　　

調査方法

�����調査地の選定

　主な調査地域は水沼ダムから県境付近の定波までと

し，花園神社，七つ滝，栄蔵室，猿ケ城渓谷，和尚山，

定波，小川，納戸，亀谷地などの地域を中心に行った．

�����調査期間

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は予備調査と文献調査を行った．予備

調査は�月～��月に延べ��回行った．

� ��月���日�北茨城市関本町小川猿ケ城渓谷

� ��月��日�北茨城市華川町花園花園神社～七つ滝

� ����日�北茨城市華川町花園花園渓谷

� ����日�北茨城市関本町小川

� ��月���日�北茨城市関本町小川和尚山

� ����日�北茨城市関本町小川和尚山

� ����日�北茨城市関本町小川亀谷地

� ��月��日�北茨城市関本町小川和尚山

� ��月��日�北茨城市関本町小川和尚山

� ����日�北茨城市関本町小川栄蔵室と花園山

� ����日�北茨城市関本町小川和尚山

� ����日�北茨城市関本町小川納戸

� ����日�北茨城市華川町小川猿ケ城渓谷

����月��日�北茨城市関本町小川栄蔵室

� � ��日�北茨城市関本町小川栄蔵室

����月���日�北茨城市関本町小川栄蔵室

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～��月に延べ��回行った．

� ��月��日�北茨城市関本町才丸

� ��月���日�北茨城市関本町小川

� ��月��日�北茨城市華川町花園

� ����日�北茨城市関本町小川

� ����日�北茨城市関本町小川

� ��月��日�北茨城市関本町小川

� ����日�北茨城市関本町小川花園渓谷

� ����日�北茨城市関本町小川

� ����日�北茨城市関本町小川猿ケ城渓谷

� ��月��日�北茨城市関本町小川和尚山

� � ��日�北茨城市関本町小川

� ����日�北茨城市関本町小川

� ����日�北茨城市関本町才丸

� ��月���日�北茨城市関本町小川

� ����日�北茨城市関本町小川

� ����日�北茨城市関本町小川

� ����日�北茨城市関本町小川

� ����日�北茨城市関本町小川

� ����日�北茨城市関本町小川栄蔵室付近

� ��月���日�北茨城市関本町小川亀谷地湿地

����月��日�北茨城市関本町小川

� ����日�北茨城市関本町小川

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～�月までに延べ�回行った．

� ��月��日�北茨城市関本町小川猿ケ城渓谷

� ��月��日�北茨城市関本町小川亀谷地

� ����日�北茨城市関本町小川

� ��月��日�北茨城市関本町才丸

� ��月���日�北茨城市関本町才丸

� ����日�北茨城市関本町小川納戸

�����調査項目

　維管束植物（シダ植物，種子植物）を対象として，

植物相と植生の調査を行った．調査項目は次のとおり

である．

（�）調査地に生育する全植物の確認と記録．

（�）調査地の植生の概要．

（�）生育する植物の採集と標本の作成（原則として

花・実がついている個体を採集，�種の植物につき�～

�点作成）．

　採集・確認目録は付表�に示した．なお，付表�に

示した種数は次のとおりである．

・確認種　　���種

（�）写真の撮影
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図� ．�調査地（国土地理院発行　�：���，���　地形図「白河」「水戸」を使用）．
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結　果

�����植生の概況

　花園山系は植物分布上，県内では注目されている地

域のひとつで，これまで多くのフロラ調査の報告があ

る．通常「花園」と呼ばれている地域は，花園神社，

七つ滝，花園山，栄蔵室，亀谷地湿地，小川，定波な

どを含めた広い区域を指す場合が多い．調査地域の代

表的な植生はコナラ林，ミズナラ林，ブナ林，イヌブ

ナ林，スギ・ヒノキ植林，谷沿いの湿地，休耕田など

に分けることが出来る．

（�）花園山及び栄蔵室付近のミズナラ林

　花園山頂上のミズナラ林は比較的単純な植生で，高

木層はミズナラ，ハクウンボク，リョウブ，アオハダ，

ナツツバキなどが混じる．亜高木層はネジキやアセ

ビ，林床はミヤコザサやスズタケが優占している．

　栄蔵室山頂付近（標高�����）は，かつてブナやミ

ズナラの原生林であったが，現在はヒノキ植林が大部

分である．付近に湿地が点在していたが，現在は高さ

�～���のケヤマハンノキが優占し，レンゲツツジ，

イボタノキ，メギ，ミヤマウグイスカグラなどの低木

が進入している．残された湿地にはヌマガヤ，サワギ

キョウ，オタカラコウ，バイケイソウなどが生育して

いる．

（�）定波地区の学術参考保護林

　定波地区には学術参考保護林として保存されている

落葉広葉樹林がある．ここでは高木層にミズナラ（優

占），アカシデ，コナラ，ブナ，イヌブナなど．亜高

木層はアカシデ，アズキナシ，イタヤカエデ，オオモ

ミジ，ヤマボウシ，ハクウンボク，アオダモ，オオカ

メノキなど．低木層はヤマツツジが優占し，コアジサ

イ，ウワミズザクラ，オオモミジ，ヒナウチワカエデ，

アオハダ，バイカツツジ，ガマズミ，ミヤマガマズミ，

ヤマウグイスカグラなど．草本層はミヤコザサが優占

し，ゼンマイ，ヘビノネゴザ，ホオノキ，ツルアジサ

イ，ツタウルシ，ウリハダカエデ，アケボノスミレ，

コシアブラ，トチバニンジン，バイカツツジ，ヤマツ

ツジ，エゴノキ，ハエドクソウ，オクモミジハグマ，

オヤリハグマ，カシワバハグマ，チゴユリ，ミヤマナ

ルコユリ，ヤマジノホトトギス，コチヂミザサ，タガ

ネソウなどが見られる．

　また，学術参考保護林西側の標高約�����に見られ

るシラカンバ林は，伐採後の二次林である．高木層の

ミズナラは直径�����，高さ��～����，シラカンバは

直径�����以上に生長し，カスミザクラ，イヌシデ，

クリ，コナラなどが混じる．亜高木層はクマシデ，ホ

オノキ，ツルアジサイ，ウラジロノキ，ウラゲエンコ

ウカエデ，オオモミジ，アオハダ，ヤマボウシ，コシ

アブラ，リョウブ，ハクウンボクなど．低木層はケス

ズで覆われているが，わずかにクリ，マツブサ，クロ

モジ，ツルアジサイ，ノリウツギ，ウワミズザクラ，

アオハダ，ツリバナ，ヤマツツジ，ムラサキシキブ，

ガマズミなどが生育する．またブナの幼木も認められ

た．草本層はチゴユリが優占し，ブナ，イワガラミ，

ツルアジサイ，ウワミズザクラ，ヤマウルシ，ツタ，

アケボノスミレ，イチヤクソウ，ネジキ，ツルリンド

ウ，ムラサキシキブ，ガマズミ，アキノキリンソウ，

オクモミジハグマ，オヤリハグマ，コバギボウシ，ヤ

マジノホトトギス，タガネソウ，ササバギンランなど

が見られる．

　定波から福島県境の稜線沿いにかけてもブナやイヌ

ブナ，コナラ，ミズナラの混じる夏緑樹林が続いてい

る．高木層はミズナラが優占し，ブナ，イヌブナ，コ

ナラ，ホオノキ，カスミザクラなどがあり，ブナやイ

ヌブナにはヤシャビシャク，シノブ，ヒメノキシノブ，

ホテイシダ，ビロードシダなどが着生している．亜高

木層はハクウンボク，アカシデ，イヌブナ，カスミザ

クラ，コシアブラ，リョウブなど．低木層は，ほとん

どがスズダケで覆われているが，ブナやイヌブナの幼

木が認められる．その他はアカシデ，ヤマウルシ，ウ

リカエデ，オオモミジ，コハウチワカエデ，ヒナウチ

ワカエデ，アワブキ，アオハダ，コシアブラ，リョウ

ブ，アセビ，ナツハゼ，ヤマツツジ，エゴノキ，ハク

ウンボク，ミヤマガマズミなどがわずかに生育してい

る．草本層はブナ，フシグロセンノウ，アズキナシ，

ウラジロノキ，ウワミズザクラ，ノササゲ，フジ，ツ

タウルシ，ヤマウルシ，ウリハダカエデ，ヒナスミレ，

トチバニンジン，イチヤクソウ，ヤマツツジ，ハクウ

ンボク，ツルリンドウ，ガマズミ，アキノキリンソウ，

オクモミジハグマ，オヤリハグマ，カシワバハグマ，

マイヅルソウ，ミヤマナルコユリ，ヤマジノホトトギ

ス，タガネソウなどが見られる．

（�）猿ケ城渓谷のイヌブナ林

　猿ケ城渓谷は花園山の北側に位置し，急斜面の続く

谷沿いの地形である．下流部はスギの植林であるが，

標高約�����になるとイヌブナ林へと変化する．イヌ

ブナ林は高木層はブナがイヌブナ（優占）に混じり，

ナツツバキ，ミズメ，ウラジロノキ，コシアブラなど
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が，亜高木層はモミ，イヌブナ，ナツツバキ，ヤマウ

ルシ，コミネカエデ，ヒトツバカエデ，ゴヨウツツジ，

ネジキなど．低木層はモミ，オオバマンサク，ヒトツ

バカエデ，リョウブ，アズマシャクナゲ，アセビ，ア

ブラツツジ，トウゴクミツバツツジ，ゴヨウツツジな

ど．草本層はスズダケが優占し，わずかにシシガシ

ラ，ヒトツバカエデ，モミ，ホオノキ，ヒナスゲ，ヤ

マウルシなどが見られる．また，渓谷沿いの急峻な斜

面沿いにはアズマシャクナゲやゴヨウツツジの大木も

点在している．

　初春の渓谷沿いでは，イワネコノメソウ，ミチノク

ネコノメソウ，ヨゴレネコノメ，ハナネコノメ，ツル

ネコノメソウなどのネコノメソウ属植物やコミヤマカ

タバミ，ニリンソウ，キクザキイチゲ，セントウソウ，

ツクバネソウ，コチャルメルソウなどが見られる．

（�）小川地区納戸のブナ・イヌブナ林

　四時川に合流する支流の一部に位置する小川地区の

納戸には，斜面沿いに原生林と思われる落葉広葉樹林

が残っている．ブナ，イヌブナ，ミズナラなどのほか，

高木層の種類が多く優占種が明確でないことが特徴で

ある．

　高木層に出現する種類はブナ，イヌブナ，ミズナラ

をはじめとして，アサダ，イヌシデ，クマシデ，サワ

シバ，ミズメ，クリ，ケヤキ，ホオノキ，ナツツバキ，

アズキナシ，ウラジロノキ，カスミザクラ，ヤマボウ

シ，ハリギリなどが挙げられる．

　亜高木層も豊富な種類が見られ，以下のような種類

が見られる．サワシバ，イヌブナ，ホオノキ，ナツツ

バキ，オオバマンサク，ウラジロノキ，オオモミジ，

カジカエデ，コハウチワカエデ，ハウチワカエデ，ヒ

トツバカエデ，ヒナウチワカエデ，アワブキ，コシア

ブラ，ゴヨウツツジ，ネジキ，ハクウンボク，ケアオ

ダモなど．

　低木層はアセビやバイカツツジが一部優占する場所

もあるが，大部分は優占種が明確でない．構成種類に

は，モミ，サワシバ，イヌブナ，ナツツバキ，オオバ

マンサク，ケカマツカ，ヤマウルシ，ハウチワカエデ，

ヒナウチワカエデ，アオハダ，クロカンバ，コシアブ

ラ，リョウブ，ゴヨウツツジ，バイカツツジ，ハクウ

ンボク，ケアオダモ，ムラサキシキブ，オオカメノキ，

ガマズミ，コバノガマズミ，ミヤマガマズミなどがあ

る．

　草本層の種類は豊富で，春先はカタクリやキクザキ

イチゲが群生する。構成種類はシシガシラ，ミヤマベ

ニシダ，イヌブナ，ミズナラ，マツブサ，オオバショ

ウマ，アケビ，ミツバアケビ，オオバマンサク，コア

ジサイ，ツルアジサイ，コゴメウツギ，サンショウ，

ツタウルシ，ウリハダカエデ，ツリバナ，コシアブラ，

リョウブ，アセビ，ウスノキ，ゴヨウツツジ，バイカ

ツツジ，ハクウンボク，オオカメノキ，ガマズミ，ニ

ワトコ，ベニバナツクバネウツギ，ミヤマガマズミ，

ヤマウグイスカグラ，オオカニコウモリ，オクモミジ

ハグマ，オヤリハグマ，カシワバハグマ，センダイト

ウヒレン，サルトリイバラ，チゴユリ，ヤマジノホト

トギス，ユキザサ，スズダケなどがあり，樹木類の幼

木も多い．

（�）水沼ダム付近のコナラ林

　コナラ林は水沼ダム付近の標高約�����から小川の

標高約�����まで広範囲に認められる．

　水沼山頂（標高�����）のコナラ林においては高木

層にコナラ（優占），ハクウンボク，アカマツ，クヌギ，

クマシデ，ミズキ，モミ，アカシデなど．亜高木層は

モミ，クマシデ，アカマツ，オオモミジ，ヤマウルシ，

アオハダ．低木層はコゴメウツギ，アオハダ，マルバ

アオダモ，モミ，リョウブ，ウリハダカエデ，ヤブム

ラサキ．草本層はオヤリハグマ（優占），モミジイチ

ゴ，ウリハダカエデ，ムラサキシキブ，オクモミジハ

グマ，オヤマボクチ，チゴユリ，ミヤマナルコユリ，

ヤマジノホトトギス，モミジイチゴなどが見られる．

付近の林床はミヤコザサで覆われている所もある．

　

（�）小川地区のトチノキ林

　小川地区の沢沿いの一部にトチノキ林が見られる．

高木層は直径�����以上あるトチノキが優占し，ケヤ

キ，モミも見られる．亜高木層はサワシバ，オオズミ，

オオモミジ，オニイタヤ，ヒナウチワカエデ，ミツデ

カエデ，トチノキなど．低木層はオオモミジ，オニイ

タヤ，ツリバナ，エゴノキ，ガマズミ，ヤブデマリな

ど．草本層はイワシロイノデ，ヤマグワ，ウワバミソ

ウ，ミズヒキ，オオバショウマ，サラシナショウマ，

ツクバトリカブト，アケビ，ウスバサイシン，クサア

ジサイ，コチャルメルソウ，ウワミズザクラ，ダイコ

ンソウ，オニイタヤ，トチノキ，コマユミ，ウマノミ

ツバ，カノツメソウ，セントウソウ，イボタノキ，キ

バナアキギリ，ラショウモンカズラ，オクモミジハグ

マ，タマブキ，ノブキ，ウバユリ，カタクリ，シロバ

ナエンレイソウ，チゴユリ，バイケイソウ，ホウチャ

クソウ，ユキザサ，ウチワドコロ，タツノヒゲ，カン
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スゲ，シロイトスゲ，トンボソウなどが見られる．

　また春先には春植物の代表であるカタクリが群生す

る．

（�）四時川沿いのケヤキ林

　四時川に合流する支流の一部にケヤキの植林があ

る．高木層はケヤキが目立ち，亜高木層はサワシバ，

オオモミジ，オニイタヤなど．低木層は貧弱でメグス

リノキ，チドリノキ，フジがわずかに見られる．草本

層はコチヂミザサが優占しているが，春にはカタクリ

の群落となる．

　草本層の構成種類はヒロハハナヤスリ，ナツノハナ

ワラビ，ミゾシダ，ムカゴイラクサ，イタドリ，ミズ

ヒキ，ヒゲネワチガイソウ，フシグロセンノウ，キク

ザキイチゲ，サラシナショウマ，ルイヨウボタン，ア

ケビ，フタリシズカ，クサアジサイ，ダイコンソウ，

ノササゲ，フジ，ヤブハギ，コクサギ，オオモミジ，

オニイタヤ，チドリノキ，エイザンスミレ，タチツボ

スミレ，カノツメソウ，テイカカズラ，キバナアキギ

リ，ラショウモンカズラ，ヤマウツボ，ニワトコ，ア

ズマヤマアザミ，ヤマシロギク，センダイトウヒレン，

ノブキ，フキ，モミジガサ，ヤマニガナ，ウバユリ，

カタクリ，チゴユリ，ホウチャクソウ，ヤマジノホト

トギス，コチヂミザサ，マムシグサ，シロイトスゲな

どである．

　また，支流の川沿いにはサワグルミ林がある．高木

層はサワグルミ（直径約�����）にミズナラ，オニイ

タヤが混じり，亜高木層にはヒナウチワカエデ（優

占），チドリノキ，サワシバ，エゴノキ，アワブキなど．

低木層はスズダケが優占し，コクサギ，タマアジサイ，

チドリノキなど．草本層はカンスゲが優占し，イヌシ

ダ，ウワバミソウ，ムカゴイラクサ，タニソバ，ミヤ

マハコベ，アケビ，コチャルメルソウ，タマアジサイ，

ツルアジサイ，ツルネコノメソウ，ダイコンソウ，カ

ノツメソウ，シラネセンキュウ，ミツバ，キバナアキ

ギリ，ラショウモンカズラ，ノブキ，ホウチャクソウ，

コカンスゲ，オオイトスゲ（シロイトスゲ），ミヤマ

カンスゲ，トンボソウなどが見られる．

　

（�）亀谷地の湿地

　亀谷地の湿地には湿地性の種類が多数生育してい

る．優占種はヌマガヤで，ヒメシダ，ミゾソバ，ヤノ

ネグサ，ウメバチソウ，アカバナ，ムカゴニンジン，

アケボノソウ，ヒメシロネ，サワギキョウ，サワシロ

ギク，サワヒヨドリ，キセルアザミ，ニッポンイヌノ

ヒゲ，チゴザサ，ヤマアワ，アブラガヤ，エゾアブラ

ガヤ，コマツカサススキ，シカクイ，ヤチカワズスゲ

などが見られる．しかし，周囲からオノエヤナギやイ

ヌコリヤナギ，アカマツなどが侵入しつつあり，乾燥

化が進行している．

　また，湿地北側では人工的に植えられたミズバショ

ウが増えている．

（�）スギ・ヒノキ植林

　調査地域内の谷沿いにはスギの植林が点在してい

る．植林後かなりの年数が経過したと思われる才丸の

スギ林では以下のような構成種類となっている．

　高木層のスギは直径�����以上に達し，亜高木層が

認められない．低木層はコクサギが優占し，クリ，ヤ

マグワ，タマアジサイ，コクサギ，ヤマウルシ，ウリ

ノキ，ハナイカダ，タラノキ，クサギ，ムラサキシキ

ブなど．草本層はホソバナライシダ（優占），イワシロ

イノデ，ジュウモンジシダ，ベニシダ，ミヤマイタチ

シダ，ハリガネワラビ，ミゾシダ，イッポンワラビ，

キヨタキシダ，シケチシダ，ヘビノネゴザ，ホソバシ

ケシダ，ヤマイヌワラビ，ウワバミソウ，タニソバ，

ミゾソバ，イノコズチ，ルイヨウボタン，フタリシズ

カ，クサアジサイ，ヌスビトハギ，コクサギ，ノブド

ウ，アマチャヅル，ヘクソカズラ（ヤイトバナ），ク

サギ，コバギボウシ，ホウチャクソウ，ヤマノイモ，

コチヂミザサなどが生育している．

　ヒノキ林は調査地域内に広く見られる．亀谷地（標

高�����）のヒノキ林では，以下のような構成種類と

なっている．

　高木層のヒノキは直径約�����までに生長してい

る．亜高木層は認められない．低木層は貧弱でウラジ

ロノキ，ヤマウルシ，コハウチワカエデ，アオハダ，

コシアブラ，リョウブ，アセビ，ナツハゼ，バイカツ

ツジ，ヤマツツジ，エゴノキ，オオカメノキなど．草

本層はトウゲシバ，シシガシラ，ヒノキ，アカシデ，

コシアブラ，イチヤクソウ，アセビ，ウスノキ，バイ

カツツジ，ヤマツツジ，オオカメノキ，チゴユリ，ミ

ヤコザサなどが見られるが，種類数は貧弱で植被率も

低い．

（��）休耕田

　小川地区には休耕田が増えておりヨシ，ゴマナ，ヒ

メシロネ，サワヒヨドリ，クサレダマ，アカバナ，ヒ

メナミキ，ヒメシダ，ヒメジソ，ヒメクグ，マツカサ

ススキ，コウヤワラビ，ヤノネグサ，アブラガヤ，ミ
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ツカドシカクイ，イボクサ，スギナ，コブナグサ，ド

クゼリ，コケオトギリ，ヌメリグサ，ゴウソ，ススキ，

チガヤ，ヌマトラノオ，ハッカ，ツルマメ，トダシバ，

キンエノコロ，チダケサシ，ユウガギク，ムラサキツ

メクサ，オタカラコウなどの草本類に混じり，木本類

のネコヤナギ，オノエヤナギ，イヌコリヤナギなどが

侵入している．

�����注目すべき植物

　今回の調査で生育地の明らかになった種類，分布上

注目すべき植物及び絶滅危惧植物を取り上げた．

・生育地の明らかになった種類

（�）ミヤマイラクサ　イラクサ科

　本州（主に日本海側）～九州に分布．山地に生育す

る多年草．茎は直立し高さ��～������．茎は葉とと

もにさわると痛い毛がある，花期は�～�月．県内で

は男体山，真弓山，竜神峡，日立市に記録がある．今

回の調査では関本町小川（標高約�����），水沼ダム付

近，四時川沿いなどに生育しているのを確認した．

（�）ルイヨウショウマ　キンポウゲ科

　北海道～九州に分布．山地の林中に生育する多年

草．茎は高さ��～�����で分枝しない．花期は�～

�月．茎の頂に短い総状花序を出す．花序は長さ�～

����．花色は白色．果柄は水平に開出し，腋果は黒

色．今回の調査では関本町小川（標高約�����）の栄

蔵室付近の林道脇の落葉広葉樹林下で確認した．

（�）チョウジザクラ　バラ科

　本州～九州の主に太平洋側に分布．落葉小高木で，

幹は基部から分枝して樹形はかさ状になることが多

い．花期は�～�月．花は前年の枝の葉腋に�～�個

下向きにつける．花柄に開出毛を密生する．県内では

奥久慈に生育する．今回の調査では関本町小川（標高

約����）の定波において実をつけた高さ約��の小低

木状になっている個体を確認した．

（�）アマニュウ　セリ科

　北海道，本州，四国に分布．山地の林下や草原に生

育する多年草．茎は中空で分枝し高さ�～���にな

る．花期は�月頃．花の色は白色．県内では男体山に

記録がある．今回の調査では関本町小川（標高約����

�）付近の落葉広葉樹林下の沢沿いにおいて約��株生

育しているのを確認した．

（�）ヒメザゼンソウ　サトイモ科

　北海道～本州に分布．湿った林縁や林下に生育する

多年草．葉は早春に出て�～�月頃に枯れてしまう．

花期は�～�月．小さな仏炎苞は紫褐色で葉に隠れて

目立たない．果実は翌年熟すが土の中にもぐっている

ことが多い．県内では大子町，水戸市，ひたちなか市，

東海村などに記録がある．今回の調査では関本町小川

（標高約�����）のスギ林下に数カ所の生育を確認し

た．茨城県版レッドリストでは危急種．

（�）ナガエミクリ　ミクリ科

　本州～九州に分布．溜池や水路などに生育する抽水

～浮葉植物．花期は�～�月．花茎は分枝せず雌性頭

花を下部に�～�個つけ，最下部の�～�個は長さ�

～�����の柄があり主軸と合着しないのが特徴．絶

滅危惧種の危急種として注目されるようになり，県内

各地での生育確認地が増えている．今回の調査では関

本町小川（標高約�����）の湿地に群生しているのを

確認した．

（�）シズイ　カヤツリグサ科

　北海道～九州に分布．湿地や浅水中に生育する多年

草．茎は�稜形で高さ��～�����．基部には数個の

根出葉がつく．サンカクイに似るがサンカクイは根出

葉は発達しない．県内では高萩市，内原町に記録があ

る．今回の調査において関本町小川（標高約�����）の

休耕田において�株確認した．茨城県版レッドリスト

では危急種．

�����茨城県版レッドリスト該当種

　茨城県では����年，���種を茨城県版レッドリスト

として発表した．今回の調査で確認した主な茨城県版

レッドリスト該当種は以下のとおりである．

（�）アスヒカズラ　ヒカゲノカズラ科　絶滅危惧種

　北海道，本州，四国に分布．山地のやや湿り気のあ

る林床に生育する常緑性シダ植物．茎は直立し高さ

�����程度．側枝はヒノキの枝のように扁平になり一

見するとヒノキの稚苗と間違える．県内では花園山，

三鈷室山に記録がある．今回の調査では関本町小川

（標高約�����）のヒノキ林下での生育を確認した．個

体数は少なく調査期間中に間伐の作業車の下敷きにな

り，枯死寸前であった．
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（�）キヨスミコケシノブ　コケシノブ科　希少種

　本州（関東地方以西）～九州に分布．樹幹や岩上に

着生する常緑性シダ植物．根茎は細い針金状で長く這

い，淡褐色の毛がわずかに生える．コケシノブやホソ

バコケシノブに似ているが，葉の裏面の軸上に宿存性

の毛が密生する．また裂片は幅広くこみあってつく．

県内では花園山のみに記録があり本種の北限地であ

る．今回の調査では華川町花園（標高約�����）七つ滝

付近の岩上において確認した．

（�）ホテイシダ　ウラボシ科　希少種

　北海道～九州に分布．樹幹や岩上に着生する夏緑性

シダ植物．葉柄は長さ�～����．葉身は披針形，基部

はくさび形．県内では花園山，三鈷室山，八溝山，大

子町袋田などに記録がある．今回の調査では関本町小

川（標高約�����）の落葉広葉樹の樹幹に着生する個

体を確認した．

（�）ヒメコマツ（ゴヨウマツ）　マツ科　危急種

　北海道～九州に分布する．常緑高木で，幹は高さ約

�����，直径約���になることもある．樹皮は暗灰色

で不ぞろいの薄い鱗片なってはがれる．葉は�枚なの

でゴヨウマツとも呼ばれている．県内では花園山，高

萩市，竜神峡などに記録がある．今回の調査では華川

町花園（標高約�����）七つ滝の尾根筋において確認

した．

（�）ホソバノアマナ　ユリ科　希少種

　北海道～九州に分布．山地の草原に生える多年草．

根出葉は普通�枚で長さ��～�����，幅�～����．

花期は�～�月．高さ��～�����の花茎に数個の花

がつく．花は白色で長さ約����．県内では花園山，里

美村，八溝山に記録がある．今回の調査では関本町小

川（標高約�����）のやや湿り気のある窪地において

確認した．

（�）マイヅルソウ　ユリ科　危急種

　北海道～九州に分布．山地や亜高山の樹林下に生育

する多年草．茎は高さ��～�����．葉は卵心形で長

さ�～����，基部は深い心形で，先は尖る．花期は�

～�月．花茎の先に��前後の白色の花をつける．県

内では花園山，高萩市，三鈷室山，八溝山，筑波山で

確認されている．今回の調査では関本町小川（標高

���～�����）の落葉樹林下に数カ所確認した．

（�）ギボウシラン　ラン科　危急種

　北海道～九州に分布．林下のやや湿った所に生える

多年草．偽球茎は卵形．花茎は高さ��～�����．葉

は広卵形でユリ科のギボウシ属の葉に似ている．花期

は�～�月．花茎は長さ��～�����，紅紫色を帯びた

花を��個程度つける．県内では花園山，三鈷室山に

記録がある．今回の調査では関本町小川の定波におい

て数個体確認した．生育環境は湿り気のある落葉樹林

下であった．

（�）コケイラン　ラン科　危急種

　北海道～九州に分布．林内のやや湿った所に生育す

る多年草．偽球茎は卵形．葉は普通�枚つき被針形で

長さ��～�����．花期は�～�月．花茎は高さ��～

�����，総状に多数の花をつける．県内では花園山，八

溝山に記録がある．今回の調査では関本町小川の落葉

樹林下で確認した．

（�）トキソウ　ラン科　危急種

　北海道～九州に分布．日当たりのよい湿地に生育す

る多年草．茎は高さ��～�����，葉は茎中央部に�枚

つける．花期は�～�月．花は茎の先端に�個，横向

きについて半開し紅紫色．県内では花園山をはじめ各

地の湿地に生育の記録がある．しかし現在では生育の

確認できない所が多い．今回の調査では関本町小川の

湿地において生育を確認した．

（��）オノオレカンバ　カバノキ科　希少種

　本州（中部以北）の主に太平洋側に分布．土壌の浅

い尾根に生育する落葉高木．樹皮は黒褐色～暗灰色で

厚く亀甲状に割れ，ざらざらしているがはがれない．

花期は�月．雌花序の花穂は新葉の展開とともに下垂

して開花する．県内では高萩市，大子町，鶏足山など

に記録がある．今回の調査では関本町小川（標高約

�����）の猿ケ城渓谷の岩場において�個体確認した．

（��）ミヤマツチトリモチ　ツチトリモチ科　危急種

　本州（秋田県・岩手県以南）～九州に分布．渓流の

近くのやや湿り気のある斜面などに生育する葉緑体の

ない寄生植物．主にカエデ類やシデ類などの根に寄生

する．高さは�～�����．花期は�～�月．雌雄異株

であるが雄株は発見されていない．県内では花園山に

のみ記録がある．今回の調査では関本町小川（標高

���～�����）の夏緑樹林下で�カ所の生育地を確認

した．
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（��）ヤマシャクヤク　キンポウゲ科　危急種

　本州（関東・中部地方以西），四国，九州に分布．落

葉広葉樹の林床や林縁に生育する多年草．茎は高さ

��～�����．葉は�回�出複葉，小葉は楕円形～倒卵

形で両面無毛．花期は�～�月．茎の先端に径�～��

��の白い花を�個つける．県内では花園山，高萩市，

鶏足山などに記録がある．今回の調査では関本町小川

で数カ所確認した．また，葉の裏面に毛のあるケヤマ

シャクヤクも�カ所確認した．

（��）ギンバイソウ　ユキノシタ科　危急種

　本州（関東地方以西），四国，九州に分布．沢沿い

の樹林下の斜面などに生育する多年草．茎は直立し分

枝せず，高さ��～�����．葉は長さ��～�����，幅

�～�����で先端は�裂し鋸歯がある．花期は�～�

月．県内では花園山，八溝山，御前山に記録がある．

今回の調査では関本町小川（標高約�����）で数個体

確認した．八溝山を北限にしている．

（��）ヤシャビシャク　ユキノシタ科　絶滅危惧種

　本州～九州に分布．大木の樹幹に着生する落葉性の

小低木．幹はよく分枝し，高さ��～�����．花期は�

月．花は各端枝の先端の葉の間に�，�個つける．液

果は球形または卵球形で前面に針状の毛が生え，緑色

に熟す．県内では花園山と八溝山の記録がある．今回

の調査では関本町小川（標高���～�����）でブナや

イヌブナの樹幹に生育しているのを確認した．

（��）ヤグルマソウ　ユキノシタ科　危急種

　北海道，本州に分布．山地の沢沿いにある樹林下に

生育する多年草．　花茎は高さ���程度．　葉は掌状複

葉で�枚の小葉からなる．小葉は通常先が浅く�～�

裂する．花期は�～�月．花茎に円錐状に白色の小花

を多数つける．県内では花園山，八溝山に記録があ

る．今回の調査では関本町小川（標高約�����）のス

ギ林下で確認した．調査期間内では開花した個体は見

られなかった．

（��）コミヤマカタバミ　カタバミ科　危急種

　北海道～九州に分布．主に亜高山の針葉樹林の林床

に生育する多年草．葉は数個束生し，長い葉柄の先に

倒心形の�小葉をつける．花期は�月．花茎は�～

�����で，先端に白色の花をつける．県内では花園山

に記録がある．今回の調査では関本町小川（標高���

～�����）において�カ所の生育地を確認した．

（��）シャクジョウソウ　イチヤクソウ科　希少種

　北海道～九州に分布．山地の木陰に生育する淡黄色

の腐生植物．茎は高さ��～�����，軟毛があるが稀に

無毛．花期は�～�月．茎の先に総状に�～�個下向

きにつける．さく果は直立し，広楕円形．県内では主

に山地に生育するが平地にも記録がある．今回の調査

では関本町小川（標高約�����）で数カ所の生育地を

確認した．

（��）アズマシャクナゲ　ツツジ科　絶滅危惧種

図��．�コミヤマカタバミ．

図� ．�アズマシャクナゲ．

図� ．�ミヤマツチトリモチ．
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　本州（東北・関東・中部地方）の温帯上部に分布．

崖や落葉広葉樹林下に生育し，高さ�～���の常緑低

木．花期は�～�月．枝先に短い総状花序を伸ばし，

�～��個の花をつける．花の色は紅紫色で上側内面

に濃色の斑点がある．県内では花園山や八溝山に記録

がある．今回の調査では華川町花園，関本町小川で確

認した．

（��）サクラソウ　サクラソウ科　絶滅危惧種

　北海道～九州に分布．山麓や川岸の湿気のある草地

に生える多年草．葉は約����の柄があり，株の根元

から�～�枚出る．花期は�～�月．花茎は高さ��

～�����となり，先端に�～��個の花をつける．県

内では県北山地に記録があるが生育地は年々減少して

いる．今回の調査では関本町小川において�カ所確認

したが，個体数は少なく年々減少しているようであ

る．

（��）イワキハグマ　キク科　危急種

　本州（福島県，茨城県）に分布．山地の林下に生え

る多年草．茎は直立し，高さ��～�����．葉は茎の中

ほどにつき�～�枚，輪生状につき，基部は有翼の柄

となり短い葉柄になる．クルマバハグマとオヤリハグ

マの自然雑種と考えられている．花期は�～��月．

頭花には小花が�～�個ある．県内では花園山，三鈷

室山，八溝山の記録がある．今回の調査では関本町小

川（標高約�����）において�個体のみ確認した．生育

地周辺にオヤリハグマは生育していたがクルマバハグ

マは確認できなかった．　　　　　　　　　　　　　

　その他の茨城県版レッドリスト該当種は以下のとお

りである．

シダ植物

　マンネンスギ（ヒカゲノカズラ科），シラネワラビ

（オシダ科），ニッコウシダ（ヒメシダ科），カラク

サイヌワラビ（メシダ科），オオクボシダ（ヒメウ

ラボシ科）

離弁花類

　シラカンバ（カバノキ科），ナンブワチガイソウ

（ナデシコ科），フクジュソウ（キンポウゲ科），レ

ンゲショウマ（キンポウゲ科），シキンカラマツ（キ

ンポウゲ科），ヤマブキソウ（ケシ科）

合弁花類

　ミズマツバ（ミソハギ科），イワウチワ（イワウ

メ科），キバナウツギ（スイカズラ科），オヤリハグ

マ（キク科），センダイトウヒレン（キク科）

単子葉植物

　アマナ（ユリ科），ヒメマイヅルソウ（ユリ科），

ノギラン（ユリ科），ザゼンソウ（サトイモ科），ヒ

メスゲ（カヤツリグサ科），ミズトンボ（ラン科），

コフタバラン（ラン科），アオフタバラン（ラン科），

ジンバイソウ（ラン科），ミズチドリ（ラン科），オ

オヤマサギソウ（ラン科），ヒトツボクロ（ラン科），

ハクウンラン（ラン科）

�����分布上注目すべき種類

（�）ミヤマシダ　メシダ科

　北海道，本州，四国に分布．山地林下に生育する夏

緑性のシダ植物．葉はキヨタキシダによく似ているが

根茎は長く横走する．高さ��～�����．葉柄には黒

褐色の堅い鱗片がある．葉面は草質，広い三角形．県

内では花園山と三鈷室山に記録がある．今回の調査で

は栄蔵室付近の華川町花園と関本町小川（標高約

����）の数カ所で確認した．キヨタキシダも同所的に

生育していた．

（�）アサノハカエデ　カエデ科

　本州（福島県以南）・四国に分布．山地の林縁や沢

沿いに生育する雌雄異株の落葉高木．葉は�～�中

裂，長さ幅とも�～�����．葉柄は�～�����．花期

は�月．雄花序は束状で�～��個の花つけ，雌花序

は散房状で��個内外の花をつける．県内では花園山，

三鈷室山，八溝山に生育する．今回の調査では関本町

小川（標高約�����）の福島県境に近い沢筋に生育し

ているのを確認した．

（�）オオイタヤメイゲツ　カエデ科

本州（岩手県～山形県以南）・四国に分布．山地の林

縁や沢沿いに生育する雌雄同株の落葉高木．葉は円心

形で掌状に�～��中裂し縁に重鋸歯があり，長さ�

～����，幅�～�����，葉柄は長さ�～����．花期は

図� ．�イワキハグマ（左），オヤリハグマ（右）．
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�月．花序は複散房状．県内では花園山，八溝山に記

録がある．今回の調査では関本町小川（標高約�����）

の福島県境に近い沢筋に生育しているのを確認した．

（�）イワネコノメソウ　ユキノシタ科　

　本州（東北地方南部，関東・東海地方），四国，九

州に分布．山地の沢沿いの湿地に生育する多年草．根

出葉は花時には枯れて残らない．花茎は高さ�～

����．茎の葉は�～�対が対生し柄がある．花期は�

～�月．雄ずいは�個で萼裂片は花時に平開する．県

内では花園山，八溝山，花瓶山，筑波山に記録がある．

今回の調査では関本町小川（標高���～�����）で数

カ所確認した．

（�）クロカンバ　クロウメモドキ科

　本州～九州に分布．落葉樹林内や岩石地に生育する

落葉小高木．花期は�～�月．雌雄異株．花は小型で

黄緑色．若い枝の下方の葉腋に数花ずつ束生する．県

内では花園山に記録がある．江原　洋氏の案内で関本

町小川（標高約�����）において�株確認することが

出来た．江原氏によれば以前は数本生育していたとの

ことであった．確認した個体は高さ約���で，�月に

蕾をつけていた．

（�）ハシリドコロ　ナス科

　本州～九州に分布．山地の谷沿いの湿り気のある所

に生える多年草．茎は高さ��～�����でよく分枝す

る．葉は長楕円形で長さ��～�����，幅�～����．

花期は�～�月．花は長さ�～����の柄があって葉

腋にぶら下がって開く．県内では花園山と筑波山に記

録がある．今回の調査では関本町小川（標高約�����）

のやや湿り気のあるスギ林下において数個体確認した．

（�）コメツツジ　ツツジ科

　北海道～九州に分布．山地の岩場に生育し高さ約�

���になる半落葉低木．半落葉であるが葉は冬にはほ

とんど落ちる．花期は�～�月．枝先の�個の花芽か

ら新葉とともに�～�個の白色の花をつける．花は小

さくあまり目立たない．県内では花園山に記録があ

る．今回の調査では関本町小川の猿ケ城渓谷において

群生しているのを確認した．

（�）エゾタツナミソウ　シソ科

　本州（近畿地方以北），北海道に分布．山の木陰のや

や湿り気のある所に生える多年草．茎は四角形で高さ

��～�����．葉は�～����の葉柄があり卵状�角形

で長さ�～����，幅�～����．花期は�～�月．茎

の先に�～����の花序をつける．ヤマタツナミソウ

に似ているが，葉は薄くてほとんど毛がない．県内で

は花園山と八溝山に記録がある．今回の調査では関本

町小川（標高約�����）のイヌブナ林下の沢沿いにおい

て確認した．

（�）ヒダカエンレイソウ　ユリ科

　エンレイソウは北海道から九州まで分布し，花弁が

なく，がく片の色は赤紫色であるが，時に緑を帯びる

こともある．シロバナエンレイソウ（ミヤマエンレイ

ソウ）も同様に北海道から九州に分布し，白色の花弁

があることが特徴である．この�種の自然雑種と考え

られているのがヒダカエンレイソウで，赤紫色の花弁

をつける．分布域は北海道，青森県，岩手県，宮城県，

茨城県である．県内では北茨城市華川町水沼付近にエ

ンレイソウ，シロバナエンレイソウとともにヒダカエ

ンレイソウが生育している．滑川（����）はこの地域

のエンレイソウ属についての詳細な観察記録により，

個体数や花弁の数の変異を報告している．水沼ダムを

中心として数カ所に生育地があげられているが，今回

の調査ではこれまでの報告にある華川町花園（水沼ダ

ム付近）の他，華川町小豆畑や磯原町内野でも生育し

ていることを確認した．

（��）ヒトツバテンナンショウ　サトイモ科

　本州（東北南部，関東中部地方）に分布．山中の木

陰に生える多年草．葉は�枚で�～�枚の小葉をつけ

る．小葉は長楕円形で長さ��～�����．仏炎苞は緑

図� ．�ヒダカエンレイソウ．
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色であるが内面の中央近くに八の字の濃紫色の縞をつ

ける．県内では花園山のみに記録がある．今回の調査

では関本町小川（標高���～�����）において数カ所

確認した．

・主な未確認種

　県内に稀に生育する種類で，花園山周辺地域から報

告のある次の種類については生育の確認が出来なかっ

た．

シダ植物　

　オクタマゼンマイ（ゼンマイ科），カラクサシダ

（ミズワラビ科）

離弁花類　

　バイカモ（キンポウゲ科），ベニバナヤマシャクヤ

ク（キンポウゲ科），リュウキンカ（キンポウゲ科），

ケナシベニバナヤマシャクヤク（キンポウゲ科），

ニッコウネコノメソウ（ユキノシタ科），ナンキンナ

ナカマド（バラ科），フジキ（マメ科）

合弁花類

　ミヤマニガウリ（ウリ科），ヤマムグラ（アカネ

科），カリガネソウ（クマツヅラ科），カワミドリ（シ

ソ科），テンニンソウ（シソ科），ミヤマママコナ（ゴ

マノハグサ科），キヨスミウツボ（ハマウツボ科），

タキネツクバネウツギ（スイカズラ科），フクシマ

シャジン（キキョウ科），ウスギタンポポ（キク科），

クルマバハグマ（キク科），ヨツバヒヨドリ（キク

科），キクアザミ（キク科），ハバヤマボクチ（キク

科），ミヤコアザミ（キク科）

単子葉植物

　カリヤスモドキ（イネ科），サギスゲ（カヤツリ

グサ科），コイトスゲ（カヤツリグサ科），アツモリ

ソウ（ラン科），イチヨウラン（ラン科），ヨウラク

ラン（ラン科），オオミズトンボ（ラン科）
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はじめに

　この地域は茨城県の最北部に位置し，阿武隈山地の

南部，いわゆる多賀山地の一部である．この地域の山

頂部は丸みを帯びたなだらかな高原状の地形となって

おり，平地部との境の山裾でやや傾斜が急になってい

る．調査地域の主な山には，三鈷室山（�������），妙

見山（�������），竪破山（�������）がある．

　山地部の最も広い地域を占めているのはスギの植林

である．谷沿いや斜面中部までの，やや湿った土壌の

厚い部分のほとんどはスギが植林されている．それに

対し，乾燥した斜面の上部から尾根にかけては，アカ

マツ植林やヒノキ植林が見られる．また，三鈷室山や

里美村岡見には，スギ植林の間にブナ，ミズナラ，カ

エデ類など，冷温帯地域を中心に生育する夏緑樹林が

見られ，その窪地には小さな湿地も見られる．また，

里川の流れる平地部との境の山裾には，コナラやクヌ

ギを中心とした落葉広葉樹林も点在している．

調査方法

�����調査地の選定

　調査地域は，北は福島県との境界線，西は久慈郡里

美村の平地部中央を南に流れる里川，東は高萩市・多

賀郡十王町との境界線，南は日立市との境界線とし

た．すなわち多賀山地の山頂から西側斜面と里川流域

の平地部の部分である．

�����調査期間

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は予備調査と文献調査を行った．予備

調査は�月～��月に延べ�回行った．

���月�����日�里美村里川岡見地域

���月�����日�里美村小妻笠石林道地域

� �����日�里美村里川三鈷室山地域

���月���日�里美村里川岡見地域

� �����日�里美村折橋天竜院地域

���月���日�里美村里川三鈷室山地域

� �����日�里美村里川七反地域

����月���日�里美村小妻地域

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～��月に延べ�回行った．

���月���日�里美村三鈷室山・岡見地域

���月���日�里美村三鈷室山・岡見地域

���月�����日�里美村里川三鈷室山地域

����月�����日�里美村小妻地域

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～��月までに延べ��回行った．

���月���日�里美村里川

� �����日�里美村三鈷室山・岡見地域

���月�����日�里美村折橋天竜院

���月���日�里美村小妻・折橋地域

� ����日�里美村三鈷室山・岡見地域

� ����日�里美村小妻・小中地域

� �����日�里美村折橋地域

���月�����日�里美村小妻・小中・折橋地域

����月�����日�里美村里川三鈷室山

� �����日�里美村里川三鈷室山・岡見地域

����調査項目

　維管束植物（シダ植物，種子植物）を対象として，

植物相と植生の概要の調査を行った．調査項目は次の

とおりである．

（�）本調査地域に生育する全植物の確認と記録．

（�）本調査地の植生の概要．

（�）生育する植物の採集と標本の作成（原則として

花・実がついている個体を採集，�種の植物につき�

～�点作成）．

　採集・確認目録は付表�に示した．なお，付表�に

示した種数は君田地域も含めて次のとおりである．

　　・確認種　　���種

（�）写真の撮影（主な植物とその生育状況がわかる写

真）

結　果

�����植生の概要

（�）スギ植林

　調査地域の山地部で，スギ林は最も広い面積を占め

ている．里美で見られるスギ林は全て植林である．ス

ギは土壌が厚く，湿り気の多い所でよく育つので，谷

沿いや斜面の下部から中部に広く植林されている．

　若いスギ植林は林内が極めて暗く，林床にはほとん

ど植物が生えていない．スギが生長し，間伐や枝打ち

が行われると，林内は以前より明るくなり，林床に生

育する生物の種類や量が多くなる．大きく生長した沢

沿いのスギ植林では，林床に多くの植物が生育してい
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る．

　小妻・小中などのスギ林の構成はおおよそ次のよう

である．

　高木層はスギのみ．亜高木層はごくわずかで，ムラ

サキシキブ，エゴノキ，アワブキなど．低木層は植被

率��～��％で，タマアジサイ，アズマネザサ，エゴノ

キ，ニワトコ，サンショウ，ヤマブキ，クリ，ホオノ

キ，ヤマウコギ，サワフタギ，ヤマウルシ，コゴメウ

ツギ，オニイタヤなど．草本層の発達はよく，ヘビノ

ネゴザ，コチヂミザサ，ジュウモンジシダ，ホソバナ

ライシダ，オシダ，ヤマイヌワラビ，イノコズチ，ミ

ドリヒメワラビ，フクオウソウ，ミヤマタニソバ，ツ

ルニガクサ，クサギ，ヤマウグイスカグラ，ヤブソテ

ツ，ハリガネワラビ，イタドリ，アズマネザサ，ミゾ

シダ，トリアシショウマ，キバナアキギリ，サラシナ

ショウマ，ホソバシケシダ，リョウメンシダ，ヤマウ

ルシ，サンショウ，コアカソ，チダケサシ，サルトリ

イバラ，フタリシズカ，オニイタヤ，ベニシダ，ノサ

サゲ，アマチャヅル，ボタンヅル，ミツバアケビ，ヤ

マノイモ，オニドコロなど種類数も多い．

（�）アカマツ植林

　調査地域でアカマツ林はあまり多くない．アカマツ

は，乾燥した痩せ地でも生育する力が強いので，尾根

筋や斜面上部の，乾燥した部分に植林された．現在

は，アカマツの用途がごく少なく，マツノザイセン

チュウの被害などもあって，かなりの部分がヒノキの

植林に変えられた．

　小中などの胸高直径が約��～�����のアカマツ林

の構成はおおよそ次のようである．

　高木層はアカマツ．亜高木層はなく，低木層は林内

が明るいので構成種類はやや多く，ヤマウルシ，ムラ

サキシキブ，ヤマツツジ，コアジサイ，アオハダ，ガ

マズミ，マユミ，エゴノキ，コシアブラ，ウラゲエン

コウカエデ，モミジイチゴ，イボタノキ，アズマネザ

サ，クリ，オトコヨウゾメ，コゴメウツギ，リョウブ，

ウリカエデなど．草本層は，コチヂミザサ，オクモミ

ジハグマ，オヤリハグマ，ヘビノネゴザ，ホソバシケ

シダ，マツブサ，タチドコロ，チゴユリ，ホソバナラ

イシダ，サンカクヅル，ゼンマイ，タガネソウ，コナ

ラ，ウスノキ，アオハダ，ガマズミ，ゼンマイ，アズ

マネザサ，ヤマザクラ，サルトリイバラ，ツノハシバ

ミ，モミジイチゴ，クマイチゴ，アセビ，ミヤコザサ

などが見られる．

（�）ヒノキ植林

　調査地域のヒノキ林は全て植林されたもので，スギ

林よりはずっと少なく，乾燥した斜面や尾根近くなど

に見られる．林内は乾燥していて暗く，林床に生育す

る植物は少ない．

　里川，小妻などのヒノキ林の構成はおおよそ次のよ

うである．

　高木層はヒノキのみ．低木層はごくわずかで，ヒサ

カキ，モミ，ヒイラギ，カヤ，コシアブラ，タカノツ

メ，シラカシ，アオハダなど．草本層も少なく，ヒノ

キ，オトコヨウゾメ，ヒイラギ，ヤブコウジ，ミヤマ

シキミ，ホソバナライシダ，ミヤコザサ，アカシデ，

キヅタ，ツルリンドウ，ヒノキなどが見られる．

（�）サワラ植林

　調査地域でサワラ植林は少ない．林を遠くから見る

と，ヒノキより緑が淡く，湿り気の多い肥沃な所を好

むので，谷沿いに植林される．

　里美村岡見のサワラ林の構成はおおよそ次のようで

ある．

　高木層はサワラのみ．低木層は少なく，コゴメウツ

ギ，ウリハダカエデ，ガマズミ，コアジサイ，スズダ

ケ，ツリバナ，リョウブ，ムラサキシキブ，モミジイ

チゴ，コシアブラ，ウワミズザクラ，ツノハシバミ，

ミヤマイボタ，オトコヨウゾメ，ヤマウグイスカグラ，

ホオノキなどが見られる．

　草本層はハリガネワラビ，ヘビノネゴザ，ホウチャ

クソウ，ミヤマタムラソウ，ヤマウルシ，トウゴクシ

ソバタツナミ，キンミズヒキ，コナラ，コセリバオウ

レン，クサアジサイ，ウスバサイシン，ニワトコ，ガ

マズミ，アケビ，ヤマブドウ，ノハラアザミ，ヒカゲ

ノカズラ，タチツボスミレ，コバノカモメヅル，チゴ

ユリ，キバナアキギリ，ツルウメモドキ，ツクバネソ

ウ，ミヤマワラビ，コゴメウツギ，トンボソウ，イワ

ガラミ，ヒメマイヅルソウなどが見られる．

（�）ブナ・ミズナラ林

　調査地域の山地部は夏緑樹林帯に属している．かつ

て広い地域を占めていたブナやミズナラを主とした夏

緑樹林は，ほとんど大部分がスギなどの植林に変えら

れ，ごくわずかになっている．

　三鈷室山のブナ・ミズナラ・カエデ類などからなる

夏緑樹林の構成はおおよそ次のようである．

　高木層はブナ，ミズナラなど．亜高木層は植被率��

植 物
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～��％で，オオモミジ，オオバマンサク，アオハダ，

オオカメノキ，サワフタギ，サワシバ，ツリバナ，オ

ニイタヤ，ヒナウチワカエデ，ホオノキなどが見られ

る．

　低木層は少なく，ガマズミ，ハリギリ，コハウチワ

カエデ，メギ，アオハダ，ニシキウツギ，オオモミジ，

ミツバウツギ，ヤブデマリ，ツリバナ，カジカエデ，

ミヤマイボタ，ケカマツカ，フジなど．草本層は植被

率��～��％で，ヘビノネゴザ，フクオウソウ，ミヤマ

シラスゲ，サワフタギ，サワシバ，シシガシラ，ミヤ

マガマズミ，センダイトウヒレン，ハエドクソウ，ミ

ツバアケビ，ゼンマイ，ミゾソバ，コセリバオウレン，

コブシ，コバギボウシ，チゴユリ，コシアブラ，ヤマ

ドリゼンマイ，ミツバツチグリ，ヒメキンミズヒキ，

ハウチワカエデ，オオモミジ，ジャコウソウ，クワガ

タソウ，ツタウルシ，メギ，ツリバナ，オタカラコウ，

ムカゴイラクサ，エゾシロネ，ミズヒキ，キッコウハ

グマ，ヤマタイミンガサ，ツクバトリカブト，ヤマウ

コギ，アキノキリンソウ，ヤマツツジ，ノリウツギ，

アオミズ，イヌシデなどが見られる．

（�）コナラ林・クヌギ林

　調査地域で，コナラ林やクヌギ林は少なく，耕作地

との境の山裾にわずかに見られる．

　里川や折橋などのコナラ林の構成は，おおよそ次の

ようである．

　高木層は，コナラ，クリ，カスミザクラ，ヤマハン

ノキなど．亜高木層は，ヤマウルシ，マルバアオダモ，

ツノハシバミ，コナラ，リョウブ，アオハダ，アブラ

チャン，オオバマンサク，ガマズミ，ナツハゼなど．

低木層は，コアジサイ，ニシキウツギ，アブラチャン，

ヤマウルシ，マルバアオダモ，ウスノキ，ミズキ，コ

ゴメウツギ，サンショウ，クマイチゴ，ムラサキシキ

ブ，カスミザクラ，ツクシハギなど．草本層は，ヘビ

ノネゴザ，タガネソウ，コチヂミザサ，チゴユリ，ク

サコアカソ，リンドウ，シラヤマギク，オオバギボウ

シ（トウギボウシ），モミジイチゴ，コアジサイ，ア

キノキリンソウ，ヒヨドリバナ，アキノタムラソウ，

ミツバアケビ，スイカズラ，ヘクソカズラ（ヤイトバ

ナ），ハエドクソウ，タチツボスミレ，ヤマユリ，ヤ

クシソウ，ノハラアザミ，ノガリヤス，ミズキ，サン

ショウ，フクオウソウ，クマヤナギ，ミツバツチグリ，

オニドコロ，ヤマジノホトトギス，ヤマウグイスカグ

ラ，ニワトコ，センボンヤリ，アケボノスミレ，サル

トリイバラ，コブシ，トリアシショウマ，ミミガタテ

ンナンショウ，フジ，ツタウルシ，ツルリンドウなど

が見られる．

　大中のクヌギ林の構成はおおよそ次のようである．

　高木層は，クヌギ，コナラ，カスミザクラなど．亜

高木層は少なく，エゴノキ，アカシデ，ネジキ，アオ

ハダ，ヤマウルシ，タカノツメ，コナラ，カスミザク

ラ，ヤマボウシなど．低木層は，ヤマツツジ，アセビ，

コシアブラ，ネジキ，ウリカエデ，アズマネザサ，タ

カノツメ，ガマズミ，リョウブ，コアジサイ，サワフ

タギ，ヤマウルシ，クリ，ヤブツバキ，ミヤマシキミ，

ヤマボウシ，フジなど．草本層は，ヤマツツジ，ネム

ノキ，カキノキ，ママコナ，センブリ，アキノキリン

ソウ，ヒカゲスゲ，サワフタギ，ヌスビトハギ，サル

トリイバラ，ミヤコザサ，リョウブ，ネジキ，コナラ，

ツルリンドウ，アカマツ，チゴユリ，ヤマウルシ，コ

バギボウシ，イロハモミジ，アカシデ，センダイトウ

ヒレン，タガネソウ，タチシオデ，オケラ，コアジサ

イ，タチドコロ，クリ，コシアブラ，ツルウメモドキ，

ウワミズザクラ，シラヤマギク，オトコヨウゾメ，イ

ヌヨモギ，ナツハゼ，ヤマユリ，ヤブツバキ，ウリカ

エデなどが見られる．

（�）カラマツ植林

　里美村岡見には，わずかにカラマツの植林が見られ

る．

　各層の構成種類はおおよそ次のようである．

　高木層はカラマツ．亜高木層は認められない．低木

層は貧弱でサワフタギ，ヤマウルシ，エゴノキ，ガマ

ズミなど．草本層は，ワラビ，フキ，アキノキリンソ

ウ，ミツバアケビ，ゴンゲンスゲ，ヤブマメ，ツタウ

ルシ，コバギボウシ，ヘビノネゴザ，マツブサ，リン

ドウ，コナラ，ヤマジノホトトギス，サワフタギ，レ

ンゲツツジ，ヤマウグイスカグラ，ツルウメモドキ，

コマユミ，スイカズラ，アオハダ，エゴノキ，ヤマウ

ルシ，アカシデ，ノリウツギ，ガマズミ，コシアブラ，

オオカメノキ，カスミザクラ，ミズナラ，ヤマツツジ，

イヌシデなどが見られる．

（�）湿地

　調査地域では，里美村岡見・三鈷室山・里美村小妻

などの山間部に湿地が見られる．これらの湿地は茨城

県でも数少ない山地のもので，希少種の生育が確認さ

れている貴重な所である．

　湿地には次のような植物が見られる．

　エゾアブラガヤ，ヤマアワ，サワギキョウ，ゴマナ，
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コマツカサススキ，シデアブラガヤ，チゴザサ，ミズ

オトギリ，ヒメシダ，オオニガナ，サワヒヨドリ，オ

タカラコウ，ヒメジソ，レンゲツツジ，チダケサシ，

シカクイ，ヤノネグサ，エゾシロネ，ウメバチソウ，

アゼスゲ，コウヤワラビ，ミゾソバ，ヤチカワズスゲ，

サワシロギクなどが見られる．

�����注目すべき植物

（�）アスヒカズラ　ヒカゲノガラ科

　調査地域では，滑川敏行が三鈷室山で確認してい

る．個体数は極めて少ない．茨城県の絶滅危惧種であ

る．

（�）ミヤマシダ　オシダ科

　調査地域では，三鈷室山に生育している．

（�）シラネワラビ　オシダ科

　夏緑性．葉柄は長さ��～�����．葉身はやや�角

状長楕円状卵形．日本では北海道から九州まで分布す

るが，暖地では高山地に限られ，温帯林の指標植物で

ある．茨城県内では北部山地に稀で，花園山・高萩市

君田に記録がある．調査地域では，三鈷室山に生育し

ている．

（�）シノブカグマ　オシダ科

　常緑性．葉身は卵状長楕円形．長さ��～�����，幅

��～�����．北海道・本州・四国の山地と屋久島の高

地で，ブナ帯から針葉樹林帯の林下に分布する．茨城

県内では山地部の林下に稀で，高萩市君田・三鈷室山・

鶏足山・雨巻山・吾国山の記録がある．調査地域では，

三鈷室山に生育している．

（�）ホガエリガヤ　イネ科

　茎は高さ��～�����．花序は長さ�～�����．�～

��個の小穂は下垂してつく．北海道～九州の深山の

林地に生え，樺太・千島・中国（東北）に分布する．

茨城県内では山地部に稀で，花園山・三鈷室山・里美

村・男体山・常北町の記録がある．調査地域では，三

鈷室山の夏緑樹林の林床に生育している．

（�）サギスゲ　カヤツリグサ科

　茎は株を作らず，細くて柔らかく，高さ��～�����．

茨城県内では稀で，山間の湿地に生育し，花園山・高

萩市君田・三鈷室山に記録がある．調査地域では，三

鈷室山と里美村岡見の湿地に生育している．茨城県の

危急種である．

（�）ホソバノアマナ　ユリ科

　三鈷室山の夏緑樹林の林床にわずかに生育してい

る．茨城県の希少種である．

（�）ヒメマイヅルソウ　ユリ科

　山地や亜高山帯の針葉樹林下に生える多年草．マイ

ヅルソウより葉が細長く，茎の上部，葉の裏面に柱状

の突起毛があり，葉縁に微細な鋸歯がある．茨城県内

では北部山地にごく稀で，花園山・三鈷室山・八溝山

の記録がある．調査地域では，夏緑樹林や大きくなっ

たスギ植林の林床に生育している．マイヅルソウと一

緒に生育している所がわずかに見られる．マイヅルソ

ウよりずっと少ない．

（�）マイヅルソウ　ユリ科

　調査地域では，夏緑樹林や大きくなったスギ植林の

林床に生育している．ヒメマイヅルソウと一緒に生育

している所もわずかに見られる．ヒメマイヅルソウよ

り分布も個体数も多い．茨城県の危急種である．

（��）バイケイソウ　ユリ科

　山地の林下または湿った草原に生える大型の多年

草．国内では北海道・本州に分布し，茨城県内では北

部山地にのみ生育が知られ，花園山・高萩市君田・三

鈷室山・八溝山に記録がある．調査地域では三鈷室山

や里美村岡見の夏緑樹林内の渓側の湿った所に生育

し，個体数は多い．

（��）ギボウシラン　ラン科

　調査地では，三鈷室山の記録があるので注意して調
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査したが，調査期間には確認できなかった．

（��）コフタバラン　ラン科

　茨城県内では極めて稀で，花園山・高萩市君田・三

鈷室山・筑波山に記録がある．調査地域では筆者らが

��数年前に，三鈷室山のスギ林下で確認した．今回の

調査期間では確認できなかった．茨城県の危急種であ

る．

（��）コケイラン　ラン科

　林内のやや湿った所に生える多年草．日本では北海

道～九州に分布するが，個体数が少なく，稀である．

茨城県内ではごく稀で，花園山・八溝山・御前山の記

録がある．

（��）ヤマトキソウ　ラン科

　山地・丘陵の日当たりのよい湿地に生える多年草．

茨城県内ではごく稀で，高萩市の記録がある．調査地

では，山間の湿地でわずかに生育しているのが確認さ

れた．茨城県の危急種である．

（��）キンセイラン　ラン科

　深山の林縁に生える多年草．北海道～九州（宮崎県）

に分布する．茨城県では，七会村や県北部に数カ所の

記録がある．今回の調査では里美村のスギ林内に生育

しているのを確認した．しかし，周囲はスギ林の伐採

が続いており，今後生育地が失われる可能性がある．

（��）ハクウンラン　ラン科

　本州・九州・朝鮮の林床に分布する．茨城県内では

ごく稀で，花園山・三鈷室山および岩間町の記録があ

る．�～�月頃，落ち葉から数��花茎を出して，白花

を開く．花期以外は，小さくて目立たないので見逃さ

れてきた．注意して探せば，北部山地ではさらに生育

地が増えると思われる．調査地域では，三鈷室山に

点々と生育している．茨城県の危急種である．

（��）ウダイカンバ　カバノキ科

　南千島・北海道・本州（岐阜以北）に分布する落葉

高木．茨城県内ではごく稀で，高萩市君田の記録があ

る．調査地域では小妻に生育している．

（��）ナンブワチガイソウ　ナデシコ科

　山地の林内に生える多年草．本州北部（北上山地～

茨城県北部）・中国（北部・西南部・東北）・ウスリー

に分布する．茨城県内では，花園山・高萩市君田・三

鈷室山に記録がある．調査地域では，三鈷室山の夏緑

樹林下に点々と生育している．茨城県の危急種である．

（��）ヒメイチゲ　キンポウゲ科

　亜高山の針葉樹林や高山帯に生える多年草．茨城県

内では北部山地にごく稀で，花園山・里美に記録があ

る．調査地域では，三鈷室山の夏緑樹林の林床にわず

かに生育している．

（��）リュウキンカ　キンポウゲ科

　浅い水の中や湿地に生える多年草．花期は�～�

月．茨城県では北部山地の湿地にごく稀に生育してい

る．調査地域では，三鈷室山の湿地にごくわずかに生

育し，滑川敏行氏により確認されている．茨城県の危

急種である．

（��）シキンカラマツ　キンポウゲ科

　木陰の湿った草地に生える多年草．本州（長野県・

群馬県・福島県）に分布する．茨城県内では北部山地

のみに分布が確認され，花園山・高萩市君田・三鈷室

山に記録がある．調査地域では，三鈷室山の湿地の縁

にごくわずかに生育していた．

（��）イワネコノメソウ　ユキノシタ科

　調査地域では，三鈷室山の夏緑樹林下の渓側にごく

わずかに生育していた．

（��）コキンバイ　バラ科

　亜高山の木陰に生える多年草．北海道・本州中北部
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に見られ，朝鮮・中国・ロシアに分布する．県内では

ごく稀で，里美村岡見が唯一の記録である．調査地域

では，里美村岡見の夏緑樹林下など，数カ所で生育が

確認されている．茨城県の危急種である．

（��）アサノハカエデ　カエデ科

　調査地域では，三鈷室山の夏緑樹林にわずかに生育

している．

（��）コミネカエデ　カエデ科

　日本固有で，本州・四国・九州に分布する．茨城県

内では北部の山地部のみに生育し，花園山・三鈷室山・

八溝山・花瓶山に記録がある．調査地域では，三鈷室

山の夏緑樹林にわずかに生育している．

（��）ヒナウチワカエデ　カエデ科

　日本固有で，本州（福島県南部以南）・四国・九州

に分布する・茨城県内では北部の山地部のみに生育し，

花園山・高萩市君田・三鈷室山・八溝山・花瓶山に記

録がある．調査地域では，三鈷室山の夏緑樹林に生育

している．

（��）ケヤマウコギ　ウコギ科

　北海道～九州の山地林内に生える落葉低木．朝鮮・

中国中部にも分布する．茨城県内では，北部山地に稀

で，花園山・北茨城市・高萩市君田・土岳・三鈷室

山・里美村に記録がある．調査地域では，三鈷室山に

わずかに生育している．

（��）イワセントウソウ　セリ科

　深山の日陰の湿った場所に生える小さな多年草．県

内ではごく稀で，花園山・三鈷室山・高萩市君田に記

録がある．調査地域では，三鈷室山の夏緑樹林下の小

さな流れに沿う湿った所にわずかに生育している．

（��）クリンソウ　サクラソウ科

　山麓の湿地に生える多年草．北海道・本州・四国に

分布する．花期は�～�月．茨城県では極めて稀で，

確実な生育地は里美のみである．古くは花園山系にも

生育していたというが，確認できていない．茨城県の

絶滅危惧種である．

（��）サクラソウ　サクラソウ科

　山裾と耕地の境の湿った草地に生える多年草．花期

は�～�月．北海道南部・本州・九州，朝鮮・中国�

（東北）シベリア東部に分布する．茨城県では北部に稀

で，花園山・高萩市・里美村・大子町袋田に記録があ

る．調査地域では，大中などにわずかに生育してい

る．茨城県の絶滅危惧種である．

（��）エゾシロネ　シソ科

　山間の湿地に生える多年草．北海道～九州，朝鮮・

中国（東北）・シベリア・北アメリカに分布する．茨

城県内では北部山地の湿地に稀で，花園山・高萩市君

田・三鈷室山の記録がある．調査地域では，三鈷室山

の夏緑樹林の間の湿地に生育している．

（��）ミヤマタムラソウ（ケナツノタムラソウ）　シソ科

　花は淡青紫色．葉の羽片はやや円くなる．本州中部
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以北の深山に生育する．茨城県内では，花園山，高萩

市君田，大北渓谷，三鈷室山の記録がある．調査地域

では，三鈷室山の夏緑樹林下の渓流沿いの湿った所に

生育している．

（��）タチコゴメグサ　ゴマノハグサ科

　高原に生える�年草．本州（東北地方南部～近畿・

中国地方西部）・四国西部・九州中北部に分布する．

茨城県では極めて稀で，三鈷室山の他に，八溝山の古

い記録がある．調査地域では，里川のススキ採草地

に，ごくわずかに生育している．

（��）ムラサキミミカキグサ　タヌキモ科

　湿地の泥上に生える多年草．北海道～屋久島に分布

する．茨城県内では山地部にごく稀で，高萩市上君

田・岩間町の記録がある．調査地域では，山地部の湿

地に極めてわずかに生育している．茨城県の絶滅危惧

種である．

（��）ミヤマムグラ　アカネ科

　深山の林中に生える多年草．北海道～九州，朝鮮・

中国・シベリア東部に分布する．茨城県内では北部山

地部に稀で，花園山・三鈷室山・八溝山・花瓶山の記

録がある．調査地域では，三鈷室山の夏緑樹林下に生

育している．

（��）オオカニコウモリ　キク科

　夏緑樹林の適当な湿り気のある所に生える多年草．

茎は稲妻型に屈曲し，高さ��～������．温帯に生育

し，東北地方・北陸地方・近畿地方北部と主に日本海

側に分布している．茨城県では北部山地にのみ生育

し，花園山・高萩市君田・三鈷室山・八溝山に記録が

ある．調査地域では，三鈷室山に点々と生育してい

る．

（��）イワキハグマ　キク科

　調査地域では，筆者が今から��年ほど前に，大きく

生長したスギ林内で，イワキハグマがなり多数生育し

ているのを確認した．しかしその後，そこのスギ林は

伐採され，環境が大きく変化してしまい，生育を確認

できないでいた．今回の調査では，かつての生育地と

思われる所を，注意深く調査したところ，生育を確認

することができたが，個体数は極めて少なかった．茨

城県の危急種である．

（��）コウリンカ　キク科

　日当たりのよい山地の，適湿の草原に生える多年

草．茎は直立し，高さは��～�����．根出葉は開花時

には枯れる．温帯に生育し，本州と朝鮮に分布する．

茨城県内では極めて稀で，里美村・高萩市・八溝山に

記録がある．調査地域では，里川のススキ採草地で確

認した．個体数は極めて少なかった．

（��）キオン　キク科

　山地に生える多年草．温帯に生育し，日本では本州

から九州に分布し，南千島・朝鮮・中国・樺太・シベ

リア・ヨーロッパに分布する．茨城県内では，極めて

稀で，高萩市君田・三鈷室山・八溝山に記録がある．調

査地域では，三鈷室山の山間部で確認した．

（��）サワギク（ボロギク）　キク科

　温帯に生育し，北海道～九州に分布する．茨城県内

では北部の山地に稀で，三鈷室山，八溝山・花瓶山の

記録がある．調査地域では，三鈷室山や竪破山で生育

していた．個体数はごく少なかった．

（��）サワオグルマ　キク科

　日当たりのよい山間湿地に生える多年草．温帯～亜

熱帯に生育し，本州～琉球に分布する．茨城県内では

ごく稀で，北茨城市・水戸市に記録がある．調査地域

では，山地の湿地にわずかに生育している．
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渡辺義弘（北茨城市中郷町石岡���）

滑川敏行（北茨城市立関本第一小学校校長）

岩浪順子（大洗町立南中学校）

和田尚幸（茨城県立那珂湊第二高等学校教諭）

内山治男（大成女子高等学校教諭）

安　昌美（元茨城県高等学校教育研究会生物部長）

執　筆

和田尚幸
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はじめに

　本地域の主要部を占める下君田・上君田地域は，多

賀山地の主要部を占める地域でもある．標高も�����

前後を持ち，福島県との県境をなしている山域であ

る．県内では北茨城市の花園地区及び里美村岡見地区

とともに植物地理学的にも注目されてきた地域でもあ

る．

　しかし，植物相に関する調査では，北の花園地区よ

りも遅れていたが，大子町と高萩市で行われた「植樹

祭」とそれに関係する「お手まき」では高萩市が会場

となった．それを機会に高萩市の植物が調査され，君

田地域には花園地区と同様に県内では貴重な植物が生

育していることが明らかになってきた．

　一方高萩市の市街地に近い土岳や花貫渓谷は，古く

からハイキング等に利用されてきた．海の見えるダム

として花貫ダムは観光地ともなっている．

　この地域一帯は古くから林業も盛んな地域でもあ

り，スギ・ヒノキの植林地が広がっている．草地はか

つての牧畜との関係があった所である．また，谷津田

のへりの草地などが減少し，草原性の植物が滅んだ

り，減少したりしているようである．湿地等もあり，

保護されており，重要な地域であることに変わりはな

い．今後とも興味をもたれる地域である．

調査方法

�����調査地域

　調査地は高萩市の北西部を占めている．北茨城市と

里美村に接し，北部では福島県塙町とも接している．

河川としては大北川と花貫川の上流部があり，市街地

に近い部分に�字の渓谷をもつ大北渓谷と花貫渓谷が

ある．さらに奥になると全体は緩やかな山容を持つよ

うになり，流れも緩やかな所もある．標高の最高は

�����と思われ，渓谷も標高�����近くある所もある．

　高萩市下君田，上君田，横川，若栗，大能，上手綱，

中戸川に属する地域である．採集地点等についてはさ

らに小さい地名を使用している．

�����調査期間

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は予備調査と文献調査を行った．予備

調査は�月～��月に延べ�回行った．

���月����日�高萩市下君田柳沢

���月���日�高萩市上君田　滝の倉

���月�����日�高萩市下君田柳沢

���月�����日�高萩市横川小山

���月�����日�高萩市上君田

���月���日�高萩市下君田柳沢

���月���日�高萩市上君田　

���月�����日�高萩市中戸川　土岳

����月�����日�高萩市横川大北渓谷

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～��月に延べ��回行った．

���月�����日�高萩市花貫渓谷

���月�����日�高萩市下君田

���月�����日�高萩市横川十里上

���月���日�高萩市若栗

� �����日�高萩市下君田柳沢・大荷田

� �����日�高萩市花貫渓谷

� �����日�高萩市下君田柳沢・横川大金田若栗・仙

道坂

� �����日�高萩市横川小山

���月�����日�高萩市下君田柳沢

� �����日�高萩市上君田　滝の倉

� �����日�高萩市上君田

���月���日�高萩市若栗

� �����日�高萩市上君田滝の倉湿原　

���月�����日�高萩市上君田

� �����日�高萩市下君田柳沢

���月�����日�高萩市若栗　花貫渓谷

� ������日�高萩市上君田滝の倉湿原

� �����日�高萩市土岳・下君田・柳沢・仙道坂

����月���日�高萩市土岳

����月�����日�高萩市上君田

����月�����日�高萩市上君田滝の倉

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～��月までに延べ��回行った．

���月�����日�高萩市下君田

� �����日�高萩市上君田滝の倉

���月���日�高萩市上君田滝の倉

� ����日�高萩市土岳

� �����日�高萩市上君田滝の倉・上君田

���月�����日�高萩市上君田滝の倉・根岸湿原

� �����日�高萩市上君田根岸・根岸湿原

���月���日�高萩市上君田滝の倉
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� �����日�高萩市若乗

���月���日�高萩市花貫渓谷

���月�����日�高萩市土岳

����月���日�高萩市上君田

� ����日�高萩市上君田滝の倉・上君田

�����調査項目

　維管束植物（シダ植物，種子植物）を対象として，

植物相と植生の概要の調査を行った．

（�）調査地に生育する全植物の確認と記録

（�）調査地の植生の概要

（�）生育する植物の採集と標本の作成（原則として

花・実がついている個体を採集，�種の植物につき�～

�点作成）．

　採集・確認目録は付表�に示した．なお，付表�に

示した種数は里美地域も含めて次のとおりである．

　　・確認種　　���種

（�）写真の作成（採集した主な植物とその生育状況が

わかる写真）．

結　果

�����植生の概要

　全体的には北部域はブナクラス域に含まれると思わ

れるが，現在は大部分の地域はスギ・ヒノキ等の植林

地になっており，ブナを含む林は土岳などに残ってい

るにすぎない．コナラやシデ類を含む林も点在してい

るが，その面積は広くない．湿地は上君田に保護され

ているものがあるが，回りからの樹木の侵入が見られ

る．

（�）ブナを含む林

　土岳の小滝沢キャンプ場からの登山道わきに見られ

る．

　高木層にはブナ，ヤマザクラ，コナラ，リョウブ，

ヤシャブシがあり，稀にオノオレカンバやナツツバキ

が見られる．亜高木層ゴヨウツツジやトウゴクミツバ

ツツジ，コシアブラ，ヒトツバカエデなどが混じって

いる．低木層ではコアジサイは目につくがほかにアブ

ラツツジ，オトコヨウゾメ，ヤマツツジ，ヤマウルシ

がある．草本層は貧弱で岩場にはイワウチワ，ヒナス

ゲなどが生育している．

（�）コナラなどの落葉広葉樹林

　土岳登山口付近のコナラ林は高木層にコナラ，イヌ

シデ，アカシデ，オニイタヤなどがあり，亜高木層を

欠き，低木層にシラキ，アワブキ，タマアジサイ，コ

ゴメウツギ，ミツデカエデなどが見られる．草本層は

豊富でキバナアキギリ，モミジイチゴ，アズマネザサ，

ノダケ，クサアジサイ，エイザンスミレ，ヘビノネゴ

ザ，オオイトスゲ（シロイトスゲ），ヤマジノホトト

ギス，モミジガサ，ダイコンソウ，ジュウモンジシダ

などがある．

（�）湿原

　上君田滝の倉湿原には周囲からヤマハンノキ，リョ

ウブ，アカマツ，ミズキなどの樹木の侵入がある．残

された湿原にはサワシロギク，コバギボウシ，コオニ

ユリ，モウセンゴケ，エゾシロネ，チゴザサ，キセル

アザミ，ヒメシロネ，レンゲツツジ，サワヒヨドリな

ど多数の湿生植物が見られる．特筆すべきはトキソウ

やサギスゲ，ミツガシワが健在なことである．

　残念なのはかつてコウリンカなどの見られた谷津田

のへりの草地はなくなっていた．

�����注目すべき植物

　本地域を特徴づける植物と分布上注目すべき植物及

び絶滅危惧植物を取り上げた．

（�）シラネワラビ　オシダ科　

　下君田柳沢のヒノキ林下に生育を確認していたが今

回は確認できなかった．

（�）オオクボシダ　ヒメウラボシ科

　山地の樹幹や岩上に着生する小型の常緑シダ植物．

本州（日本海側は秋田県以南，太平洋岸は福島県南部

以南），四国，九州の暖地に生育するとされる．県内で

は筑波山，北茨城市花園と大北渓谷及び高萩市の花貫

渓谷で確認されているが，個体数は非常に少ない．調

査地域では花貫渓谷に生育している．

（�）サギスゲ　カヤツリグサ科

　調査地域では上君田の滝の倉湿原に生育している．

（�）エゾツリスゲ　カヤツリグサ科

　湿地に生える多年草．草丈は��～�����になり，

小穂�～�個が離れてつく．国内の分布は北海道，本

州中部以北，九州に稀とされている．県内では古く玉

造町で採集された記録があるが，現在生育が確認され

ているのは調査地域の上君田滝の倉湿原のみである．

�

植 物
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（�）ミヤマジュズスゲ　カヤツリグサ科

　山地の林下に生える多年草．全体は柔らかく鮮緑

色．基部の鞘は黒褐色になる．草丈は��～�����と

高い．小穂は�～�個で，離れてつく．国内では北海

道から九州の山地とされている．県内では北部の山地

で確認されているが稀である．調査地域では大金田，

下君田に生育している．

（�）ホソバノアマナ　ユリ科

　調査地域では下君田柳沢の沢沿いで花期のものを確

認した．

（�）マイヅルソウ　ユリ科

　調査地域では下君田柳沢地区で確認できた．

（�）コフタバラン　ラン科

　調査地域では下君田で確認した．

（�）サギソウ　ラン科　

　低地の湿地に生える多年草．花は白色で，その姿は

白鷺が飛んでいるようである．国内の分布は本州から

九州であるが，各地で絶滅が報告され，生育地が減少

している種である．県内でも野生のものの絶滅が心配

されている．調査地域では上君田滝の倉に保護されて

生存している．

（��）トキソウ　ラン科

　湿地に生える多年草．花は紅紫色で�個が頂生す

る．花期は�月頃．国内では北海道から九州に分布
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し，四国，九州では稀とされている．しかし，各地で

激減し絶滅が心配されている．県内でも稀である．調

査地域では上君田の滝の倉湿原に稀に見られる．

（��）ナンブワチガイソウ　ナデシコ科　

　山地の林下に生える多年草．全体に毛があり，茎の

葉は離れてつく．花は白色で花期は�～�月である．

茎の下部に閉鎖花がつく．国内の分布は本州北部とさ

れている．北上山地と阿武隈山地に稀に見られ，長野

県に離れて分布している．国外では，中国とウスリー

地方に知られている．県内では多賀山地の北部に生育

している．調査地域では下君田柳沢に生育している．

（��）シキンカラマツ　キンポウゲ科

　調査地域では下君田柳沢の湿地に稀に見られる．

　　

（��）ミツガシワ　ミツガシワ科

　高地の湿原や沼等に生える多年草．氷期の残存植物

として低地に稀に知られる．花は白色で裂片の内面に

毛がある．小葉は�個．国内では北海道，本州，九州

に分布している．県内では古くは水戸市や鹿島郡旭

村，鹿嶋市などに知られていたが現在は絶滅してし

まっている．現在生育の確認されているのは調査地域

の上君田滝の倉湿原のみである．近くでは福島県いわ

き市に生育地がある．

（��）ミヤマムグラ　アカネ科

　調査地域では下君田柳沢で確認できた．

�

（��）ヒメハッカ　シソ科

　湿地に生える多年草．分布は北海道と本州とされて

いるが，低地の湿地は開発等により減少し，ヒメハッ

カも珍しい植物になっている．県内でも以前記録され

ていた所でも無くなっている所がある．調査地域では

上君田の滝の倉湿原にわずかに見られる．

（��）コウリンカ　キク科

　山地のやや湿った草原に生える多年草．茎は直立

し，��～�����である．花は橙黄色で夏に咲く．国内

では本州に知られている．県内では北部の山地に稀

で，調査地域では下君田大荷田に以前生育していたが

今回は確認できなかった．

（��）オヤリハグマ　キク科

　山地の林下に生える多年草．茎の中部につく葉は長

い柄があり，�浅裂し，へりに歯牙があるのが特徴で

ある．小花は�個．分布は本州の東北地方から関東地

方北部で茨城県の北部山地を南限地にしている．本州

地域では山地部にやや稀に見られる．時に海岸近くの

林で確認されることもある．
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はじめに

　本地域は，茨城県の北東部に位置し，多賀山地とも

呼ばれ，阿武隈高地の南端に当たり，東は太平洋に面

している．

　神峰山は標高�����で，山頂には日立市天気相談所

の観測所等が置かれ，近くのスギ林の中に神峰神社が

祭られている．高鈴山とともに高鈴県立自然公園に属

している．尾根は東西に延び，東は羽黒山（�����）

を経て鞍掛山（�����），神峰公園方面と小木津山自然

公園方面へとつながっている．一方西は，新本山トン

ネルの上を通って南に曲がりながら御岩山，高鈴山へ

と続いている．尾根には，オオバヤシャブシ，オオシ

マザクラ，アセビ，ヒサカキなどが多い．また，谷筋

にはスギ林が目につく．

　高鈴山は標高�������で山頂に電波中継塔等が置か

れている．この山は神峰山とともにハイキングコース

が開かれ，いくつかの登山道が整備されている．尾根

筋は，御岩山（�����）付近に岩場が見られる他はな

だらかな尾根道のハイキングコースが南に延びてい

る．途中ゴルフ場を経て，およそ�時間で真弓山に至

る．御岩山の麓には御岩神社が祭られ，スギを中心と

した林が神社林として保護されている．

　高鈴山の尾根は，神峰山と同じように，オオバヤ

シャブシ，オオシマザクラ，アセビなどが見られる．

特に，アセビ林がトンネル状になっている様子は見事

である．御岩山付近は，春先に，イワウチワの群落や

トウゴクミツバツツジなどの花が見られる．

　また，尾根筋にはアカマツ林が多いが，マツノザイ

センチュウの影響で立ち枯れをしたものが目立ってい

る．斜面の所々にはヒノキが植林されている．谷筋の

湿った所にはスギが植林されている．

　なお，東側の助川町から諏訪町，大久保町そして真

弓山にかけて，石灰岩が分布しており，各地で採掘さ

れている．この地域は，イワツクバネウツギ，クモノ

スシダなど石灰岩地帯に特有の植物が分布しており，

植物相をより豊かなものにしている．

　陣ケ峯（標高�����）の頂上付近には真弓神社が祭

られている．神社の周りは，神社林として保護され，

スギ，モミの大木の他にスダジイ，アカガシ，ウラジ

ロガシなどの照葉樹林が見られる．神社林以外の所

は，石灰岩を採掘しており，立ち入り禁止地域になっ

ている．なお，高鈴山から真弓山を経由して，風神山

に至るハイキングコースが延びている．

　この神峰山，高鈴山，真弓山の植物相は，����年以

来多くの人によって調査されてきた．最近では，茨城

県植物誌刊行会により「茨城県植物誌」（����），日立

市より「日立の植物」（����）が出版され，細かに報告

されている．

調査方法

�����調査地の選定

　調査地は図�に示した範囲とした．行政区割りとし

ては，日立市の大部分と常陸太田市の一部に当たる．

�����調査期間

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は予備調査と文献調査を行った．予備

調査は�月～��月に延べ�回行った．

���月���日�高鈴山

� ����日�日立市石名坂町

���月����日�真弓山

���月����日�神峰山

� �����日�真弓山

���月���日�真弓山

����月����日�高鈴山

����月���日�日立市成沢町

� �����日�真弓山～日立高鈴ゴルフ場

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～��月に延べ��回行った．

���月����日�真弓山，日立市諏訪町山域

���月����日�日立市助川町～高鈴山

���月����日�神峰山～高鈴山西側

���月����日�真弓山～日立高鈴ゴルフ場

���月���日�高鈴山西側

� �����日�真弓山～日立高鈴ゴルフ場

���月����日�神峰山～羽黒山方面

� �����日�高鈴山～高鈴山北山林道

���月����日�真弓山

� �����日�日立高鈴ゴルフ場～高鈴山　

���月���日�神峰山～羽黒山方面

� �����日�真弓山～常陸太田市高貫町

����月���日�高鈴山西側，日立市中深荻町

����月��日�日立市金沢町

� �����日�日立市金沢町

植 物
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（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～��月までに延べ��回行った．

���月����日�高鈴山西側，常陸太田市長谷町

���月����日�常陸太田市長谷町

� �����日�日立市諏訪町

���月���日�常陸太田市高貫町

� �����日�日立市助川町，日立市塙山町～真弓山

� �����日�日立市平沢

���月���日�真弓山～風神山，日立市塙山町

� �����日�神峰山，日立市大久保町

� �����日�日立市森山町，風神山

� �����日�日立市助川町，諏訪町

���月����日�真弓山

� �����日�日立高鈴ゴルフ場～常陸太田市高貫町

���月����日�高鈴山～高鈴山北山林道

� �����日�日立市高鈴町・助川町・諏訪町・塙山町

���月����日�日立市森山町，風神山

� �����日�日立市諏訪町・大久保町

����月���日�日立市高鈴町，日立市塙山町～真弓山

� �����日�日立市諏訪町

� �����日�常陸太田市長谷町

����月���日�日立市助川町・諏訪町

� �����日�真弓山

�����調査項目

　維管束植物（シダ植物，種子植物）を対象として，

植物相と植生の調査を行った．調査項目は次のとおり

である．

（�）調査地に生育する全植物の確認と記録

（�）調査地の植生の概要

（�）生育する植物の採集と標本の作成（原則として

花・実がついている個体を採集，�種の植物につき�～

�点作成）．

　採集・確認目録は付表�に示した．なお，付表�に

示した種数は次のとおりである．

　　・確認種　　���種

（�）写真の撮影（採集した主な植物とその生育状況が

わかる写真を撮影）

結　果

�����植生の概況

（�）アカマツ林

　神峰，高鈴山の主尾根や東側支尾根などに見られ

る．ただ，松枯れの被害がひどく，だいぶ少なくなっ

てきている．

　神峰山の尾根筋のアカマツ林の構成種は高木層にア

カマツ，オオシマザクラ，ヒノキ．亜高木層にはオオ

バヤシャブシ，ホオノキ，ノリウツギなど．低木層は

ヤマウルシ，ミズキ，ニシキウツギ，アオキ，ウワミ

ズザクラ，イボタノキ，アズマネザサ，ツリバナ，ム

ラサキシキブ，ガマズミ，ヒサカキ，コナラ，タラノ

キなどにエビヅル，ミツバアケビがからみついてい

る．草本層にはヤマイヌワラビ，ヘビノネゴザ，シシ

ガシラ，ゼンマイ，ナルコユリ，イタドリ，モミジイ

チゴ，オオバコ，トボシガラ，コチヂミザサ，ミズヒ

キ，ノイバラ，ツタウルシ，キンミズヒキ，ツルリン

ドウ，サルトリイバラ，クマイチゴ，オカトラノオ，

ヤマユリ，ハナニガナ，ヤマノイモ，ウド，タチシオ

デ，オニドコロ，トリアシショウマ，エナシヒゴクサ，

クサイチゴ，ゲンノショウコなどが見られる．

　高鈴山山頂付近の尾根では，高木層にアカマツ，コ

ナラ．亜高木層にホオノキ，コシアブラなど．低木層

にリョウブ，アセビ，ヤマツツジ，ケアオダモ，モミ

ジイチゴ，ニワトコ，ガマズミ，ウワミズザクラ，ヒ

サカキ，ミツバアケビなど．草本層にハリガネワラ

ビ，ヘビノネゴザ，ゼンマイ，コチヂミザサ，ヤマジ

ノホトトギス，オオバギボウシ（トウギボウシ），ヒ

カゲスゲ，キンミズヒキ，ヒメヤブラン，オカトラノ

オ，サルトリイバラ，フモトスミレ，ナルコユリ，コ

ヤブタバコなどが見られる．

（�）スギ林

　スギ林はこの地域で最大の面積を占めている．湿り

のある沢沿いに植林されたものが多い．

　日立市助川町のスギ林は，高木層のスギは胸高直径

約�����ある．亜高木層はなく，低木層はヒサカキ，

タマアジサイ，アオキ，イヌガヤ，ウラジロガシ，ム

ラサキシキブ，アカメガシワ，エゴノキ，ケヤキ，サ

ンショウ，ヤブツバキなど．草本層にクラマゴケ，

リョウメンシダ，ベニシダ，ジュウモンジシダ，ミゾ

シダ，オオバノハチジョウシダ，へビノネゴザ，オオ

バノイノモトソウ，ヤマイヌワラビ，イワガネゼンマ

イ，オオバノイノモトソウなどのシダ植物の他，イノ

コズチ，ホウチャクソウ，ウワバミソウ，ダイコンソ

ウ，カンスゲ，キバナアキギリ，マツカゼソウ，コチ

ヂミザサ，ドクダミ，サルナシ，ミズタマソウ，ナガ

バヤブマオ，コアカソ，オオヤマフスマ，シュウブン

ソウ，ウラシマソウ，ミヤマフユイチゴ，サイハイラ

ンなどが見られる．

　真弓山南側のスギ林は，高木層のスギは胸高直径約
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�����ある．低木層はアオキ，サンショウ，タラノキ，

シラカシ，ヤマウルシ，ニワトコ，マグワ，ヤブムラ

サキ，シロダモ，クリ，エゴノキ，カラスザンショウ，

ハナイカダ，フジなど．草本層はベニシダが多く，他

にミゾシダ，ヤブソテツ，イワガネゼンマイ，オオバ

ノイノモトソウ，ミドリヒメワラビ，リョウメンシダ，

オクマワラビ，ホソバシケシダ，ハリガネワラビなど

のシダ植物，そしてクサイチゴ，ツタウルシ，ツルギ

キョウ，ドクダミ，アマチャヅル，ヤマウルシ，オニ

ドコロ，ヤマノイモ，ホウチャクソウ，タチシオデ，

ミズヒキ，メヤブマオ，ナガバヤブマオ，サルナシ，

クサギ，ハエドクソウ，ミズタマソウ，シュウブンソ

ウなどが見られる．

　常陸太田市長谷町のスギ林は，高木層のスギが胸高

直径約�����ある．低木層にアオキ，ニガキ，サン

ショウ，クサギ，タマアジサイ，ツタウルシ，ムラサ

キシキブ，シロダモ，エゴノキ，ヒサカキなど．草本

層はサカゲイノデ，ジュウモンジシダ，ベニシダ，ミ

ゾシダ，ゼンマイ，ヤワラシダなどのシダ植物の他に

ウワバミソウ，ヤブミョウガ，カラムシ，ミズヒキ，

ドクダミ，ミヤマフユイチゴ，ミヤマカンスゲ，テイ

カカズラ，イノコズチ，モミジイチゴ，マツカゼソウ，

シキミ，ヤブコウジ，シュウブンソウ，タブノキ，ヤ

マノイモ，ヤマカシュウなどが見られる．

　

（�）モミ林

　真弓山付近の乾いた尾根筋にスギなどと混生して見

られる．

　真弓山神社近くには，高木層にモミ，スギ，ヤマザ

クラ，コナラ，イヌシデ，スダジイ．低木層にヒサカ

キ，サカキ，ムラサキシキブ，アカガシ，リョウブ，

コバノガマズミ，ネジキ，ウリカエデ，コゴメウツギ，

カヤ，アセビ，アオキ，ウワバミソウ，ウラジロノキ，

コアジサイ，ツリバナ，ヤブツバキ，ホオノキ，ヤマ

ウルシ，コマユミ，フジなど．草本層にゼンマイ，チ

ゴユリ，ヤブコウジ，テイカカズラ，コチヂミザサ，

サルトリイバラ，ツタウルシ，ヒメヤブラン，オオバ

ノトンボソウ（ノヤマトンボ），サンカクヅル，ミツ

バアケビ，コウヤボウキ，ナガバノコウヤボウキ，ミ

ヤマカンスゲなどが見られる．

　常陸太田市高貫町の斜面に見られるモミ林では，高

木層にモミ，ヤマザクラ，スギ，コナラ，アカマツ．亜

高木層にミズキ，ホオノキ，カラスザンショウ，タブ

ノキ，アカメガシワなど．低木層にイヌガヤ，イワガ

ラミ，アオキ，ヤマウルシ，ムラサキシキブ，コゴメ

ウツギ，ウワミズザクラ，ヒサカキ，キブシ，コシア

ブラ，ヒメコウゾ，シロダモ，コマユミ，コアジサイ，

イロハモミジ，モミジイチゴ，ミヤマシキミ，イヌツ

ゲなど．草本層にハリガネワラビ，ベニシダ，イヌガ

ンソク，ゼンマイ，ヤワラシダ，シュウブンソウ，ミ

ツバツチグリ，コチヂミザサ，ダイコンソウ，キンミ

ズヒキ，キジムシロ，ウラシマソウ，ヤブコウジ，ウ

ド，クサイチゴ，イワガラミ，オカトラノオ，フキ，

オオバギボウシ（トウギボウシ），ヘクソカズラ（ヤ

イトバナ），ケムラサキニガナ，ヤブタバコ，アカネ，

ウマノミツバなどが見られる．

（�）コナラ林

　この地域に広く見られる．

　高鈴山山頂北側斜面では，高木層にコナラ．低木層

に，リョウブ，アセビ，ヤマツツジ，フジ，イヌシデ，

マツブサ，コアジサイ，イロハモミジ，アオキ，クロ

モジ，ウリハダカエデ，ガマズミ．草本層にはミヤコ

ザサが広がり，その中にゼンマイ，ヘビノネゴザ，ハ

リガネワラビ，チゴユリ，ヘクソカズラ（ヤイトバナ），

コチヂミザサなどが見られる．

　日立市諏訪町の尾根筋では，高木層にコナラの他に

ヌルデ，ヤマザクラ，アカメガシワ，オオバヤシャブ

シ．低木層はヒサカキ，ミズキ，ヤマツツジ，ムラサ

キシキブ，アオキ，フジ，キブシ，ニガイチゴ，コア

ジサイ，ヒノキ，リョウブ，ガマズミ，イヌザンショ

ウ，モミジイチゴ，アセビ，ウワミズザクラ，ウリカ

エデ，ヤマウルシ，クロモジ，ニシキウツギ．草本層

にベニシダ，ハリガネワラビ，ヘビノネゴザ，オカト

ラノオ，キンミズヒキ，マムシグサ，クサイチゴ，ツ

ルニンジン，ウマノミツバ，タカトウダイ，サルナシ，

ヘクソカズラ（ヤイトバナ），モミジガサ，オオバギ

ボウシ（トウギボウシ），ヤマユリ，オオナルコユリ，

コチヂミザサ，ミヤマシキミ，サルトリイバラ，ツタ

ウルシ，フジ，ツヅラフジ，ミツバアケビ，オニドコ

ロ，ツボスミレ，ヤマノイモ，イノコズチ，タガネソ

ウなどが見られる．

（�）オオバヤシャブシ林

　神峰山や高鈴山には，日立鉱山の煙害の関係でオオ

バヤシャブシなどが植林された．それが今では大きく

生長している．

　高鈴山の尾根では，高木層にオオバヤシャブシ，オ

オシマザクラ．亜高木層ではヤマウルシ，ニシキウツ

ギ，リョウブ，ノリウツギなど．低木層にニワトコ，

植 物
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ミツバアケビ，ウツギ，サルナシ，ミズキ，アオキ，

モミジイチゴ，ヤブツバキ，ホオノキ，アセビなど．

草本層は，イタドリが繁茂し，その中にホソバナライ

シダ，ヘビノネゴザ，ベニシダ，ホソバシケシダ，コ

チヂミザサ，ハナタデ，ユウガギク，オトギリソウ，

シロツメクサ，クサイチゴ，クサイ，メヒシバ，ヒゴ

クサ，オオバコなどが見られる．

（�）シイ・カシ林

　真弓神社付近に，スギに混じってシイやカシの照葉

樹林が見られる．

　高木層にウラジロガシ，スダジイ，スギ，カゴノキ，

イタヤカエデ，ケヤキ．亜高木層にカラスザンショ

ウ，イロハモミジなど．低木層にウリノキ，シロダモ，

アオキ，ヤマブキ，モミジイチゴ，キジョラン，タブ

ノキ，コクサギ，など．草本層にオオバノイノモトソ

ウ，ヤブソテツ，クマワラビ，リョウメンシダ，クモ

ノスシダ，ヒメカナワラビ，シャガ，ウマノミツバ，

ヤブコウジ，ノブキ，コチヂミザサ，コアカソ，キッ

コウハグマ，ジャノヒゲ，オオバジャノヒゲ，マムシ

グサ，ナキリスゲ，ヘクソカズラ（ヤイトバナ），ミ

ツバアケビ，テイカカズラ，イタビカズラ，ケムラサ

キニガナ，ホウチャクソウ，サンショウ，オオバチド

メ，クサイチゴ，ドクダミ，ヌスビトハギ，ミツバ，

オオバコ，ナガバヤブマオ，ミズヒキ，ゲンノショウ

コ，ツリフネソウ，ミョウガなどが見られる．

（�）草原

　この地域の火防線や送電線下などに，小さな草原が

見られる．

　高鈴山山頂近くの草原には，草本層にヘビノネゴ

ザ，ススキ，ツリガネニンジン，ヤマユリ，タカトウ

ダイ，オオバギボウシ（トウギボウシ），ヘクソカズ

ラ（ヤイトバナ），アオツヅラフジ，ワレモコウ，オ

オキツネヤナギ，ヒメヤブラン，メドハギ，オトギリ

ソウ，ミヤコザサ，アキノキリンソウ，オニドコロ，

コマツナギ，アリノトウグサ，ハナニガナ，クサイ，

ノブドウ，ウド，ダイコンソウ，オカトラノオ，ヨモ

ギ，カタバミ，ネジバナ，リンドウなどが見られる．

�����注目すべき植物

（�）カタヒバ　イワヒバ科

　本州（宮城県以南）～沖縄に分布．山地の岩上や樹

幹に生育する常緑シダ．地上茎は�～�回羽状に分岐

し，長さ��～�����．県内山地にやや稀に生育してい

る．今回の調査では，玉簾の滝から高鈴山に向かう道

路沿いの沢の岩場に生育しているのを確認した．県レ

ベルでは，希少種に指定されている．

（�）キジノオシダ，オオキジノオ　キジノオシダ科

　キジノオシダは本州（福島県以南）～奄美大島に分

布．オオキジノオは福島県以南，北陸地方（新潟県）

～奄美大島に分布．オオキジノオの方がやや寒い所ま

で分布する．栄養葉の下部羽片がキジノオシダでは無

柄であるが，オオキジノでは有柄であるので区別でき

る．両種とも県内産地は稀である．今回の調査では，

キジノオシダは，真弓山のスギ林下の斜面数カ所に生

育しているのを確認した．オオキジノオは，頂上付近

のスギ林下�カ所のみで生育個体数は�株であった．

（�）コシダ　ウラジロ科

　本州（宮城県以南）～沖縄に分布．山地の日当たり

のよい乾燥した斜面に生育する．葉は�～�回分岐

し，裏面白色になる．暖地性のシダで，県内各地の分

布はやや稀である．今回の調査では，常陸太田市高貫

町の道路わきの乾燥した南向きの斜面に生育している

のを確認した．

（�）タチシノブ　ホウライシダ科

　本州（福島県以南）～琉球・小笠原に分布．向陽の

山地林下に生育する．葉身は�～�回羽状深裂し，裂

片は細長く，鋭尖頭．県南にはやや普通に生育する

が，県北にはやや稀に分布する．今回の調査では，真

弓山の表参道沿いの落葉樹林下の斜面に生育している

のを確認した．

（�）オオバノハチジョウシダ　イノモトソウ科

　本州（東北地方南部）～九州に分布．陰湿な山地林

下に生じる．葉柄と葉身は同長で，�～���になる大
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型のシダ植物である．県内には，北茨城市，真弓山，

日立市，愛宕山に稀に分布する．今回の調査では，真

弓山と日立市助川町平沢で生育を確認した．どちらの

産地でも沢沿いのスギ林下，日当たりの悪い所に生育

していた．生育個体数は，どちらの産地でも多い．県

レベルでは，危急種に指定されている．

（�）オニカナワラビ　オシダ科

　本州（新潟県・関東地方以西）～九州に分布．山林

下の崖や林床に生ずる．ハカタシダに似るが，頂羽片

と言うべきまとまりが出来ない，羽片の表面に羽軸に

沿って白い筋が出ることがない等の特徴で区別でき

る．北茨城市小豆畑が北限地で，県内では稀である．

今回の調査では，真弓山，常陸太田市長谷町，日立市

大久保町の風穴，日立市諏訪町の梅林で生育を確認し

た．生育個体数もやや多い．県レベルでは，希少種に

指定されている．

（�）イノデモドキ　オシダ科

　本州（山形県・関東地方以西）～九州に分布．山地

の林床に生じる．葉質が柔らかく表面が淡緑色，胞子

嚢群が小羽片の辺縁よりにつき，葉柄基部の鱗片に黒

みを帯びるものが混じる．県内では，県北山地や筑波

山，千代田町，御前山に生育記録がある．今回の調査

では，真弓山，日立市助川町の平沢，常陸太田市長谷

町，高貫町で生育を確認した．県レベルでは，希少種

に指定されている．

（�）ヒメカナワラビ　オシダ科

　本州（福島県南部と関東地方以西）～九州に分布．林

下の斜面や岩上に生育する．小型常緑のシダで，葉柄

と葉身はほぼ等長，葉質硬く，葉柄の鱗片は黒色．県

内では，県北部の山麓部斜面に稀に見られる．今回の

調査では，真弓山の頂上及び西側斜面，日立市諏訪町

の水穴近くの岩場，日立市大久保町の風穴の岩場に生

育しているのを確認した．県レベルでは，希少種に指

定されている．

（�）オニヒカゲワラビ　メシダ科

　本州～九州に分布．山地のやや陰湿な林下に生じ

る．やや大型のシダ．葉身は広卵状三角形で�回羽状

複生～�回羽状深裂する．県内では，北茨城市，真弓

山に産地が知られている．今回の調査では，真弓山の

参道添いの陰湿なスギ林下に数個体生育しているのを

確認した．最近，生育地近くのスギ林が伐採されてし

まい，生育が危ぶまれる状態になっている．県レベル

では，危急種に指定されている．

（��）ビロードシダ　ウラボシ科

　北海道～沖縄に広く分布．山中木陰の岩上や樹幹に

着生する．葉身は，線形で先端は円形，全面に黄褐色

から灰褐色の星状毛が密につく．県内では，県北山地

に産地が知られているが，各産地とも個体数は多くな

いものと思われる．今回の調査では，日立市大久保町

の風穴上部の岩場に着生している個体を確認した．

（��）コバノイシカグマ　コバノイシカグマ科

　本州（福島県以南）～九州に分布．イヌシダを大型

にし，葉の幅を広くした感じのするシダである．県内

では，鉾田町，鶏足山に生育記録がある．今回の調査

では，入四間から高鈴山に向かう登山道から左に折れ

る林道沿いの�カ所に，数個体生育しているのを確認

した．県レベルでは，希少種に指定されている．

（��）クモノスシダ　チャセンシダ科

　北海道～九州に分布．石灰岩上に生じることが多

い．クモノスシダの名は，葉の出方がクモの巣状にな

ることによる．県内各地にやや稀に生育している．今

回の調査では，真弓山の頂上付近の岩場，日立市大久

保町の風穴上部の岩場，日立市諏訪町の沢沿いの岩場

に生育しているのを確認した．いずれの産地でも，石

灰岩に着生して生育していた．県レベルでは，希少種

に指定されている．

（��）コバノヒノキシダ　チャセンシダ科

　本州（東北地方南部以西）～九州に分布．向陽の山

野や，路傍の岩上や石垣上に生育する．常緑性，根茎

は短く，葉を叢生する．葉身は，�～�回羽状複生，葉

に切れ込みが多く入る．県内では，県北山地を中心に

やや稀に生育している．今回の調査では，日立市諏訪

町の水穴の岩場に着生しているのを確認した．

（��）ナガバヤブマオ　イラクサ科

　本州（山形県・宮城県以南）～琉球に分布．山野に

生える多年草．葉が細長くなるので，カラムシ属の他

種と容易に区別できる．県内では，県北地区にやや稀

に生育している．今回の調査では，真弓山，高鈴山，

日立市諏訪町などで生育を確認した．どの産地でも，

生育個体数は多い．
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（��）ヤマトキホコリ　イラクサ科

　北海道～九州に分布．山地の湿地に生える．ウワバ

ミソウに似るが，葉が黄色みを帯び，鋸歯が低く，葉

の先が尾状にならず，花期が遅いので区別がつく．県

内では，土岳花貫渓谷，竪割山，大子町，吾国山に産

地が知られている．今回の調査では，高鈴山から玉簾

の滝に向かう林道沿いの沢と，常陸太田市長谷町の沢

に生育しているのを確認した．

（��）ミヤマイラクサ　イラクサ科

　今回の調査では，真弓山，日立市諏訪町での生育を

確認した．真弓山には多くの個体が生育していた．

（��）カゴノキ　クスノキ科

　本州（福島県以南，福井県以西）～九州に分布．常

緑高木で，幹の樹皮が鹿の子まだらにはげ落ちること

からこの名がある．県内では分布が稀．北茨城市関南

が北限地である．今回の調査では，真弓山の頂上付近

に�個体，常陸太田市亀作町の明世神社に�個体，日

立市大久保町の風穴に�個体生育しているのを確認し

た．いずれの個体も大木である．実生個体を見ること

は出来なかった．県レベルでは，希少種に指定されて

いる．

（��）ヤブニッケイ　クスノキ科

　本州（福島・関東・北陸地方以西）～九州・琉球に

分布．常緑高木で植物体には芳香がある．葉は，卵状

楕円形で長さ�～�����幅�～����，革質で表面緑色

光沢があり，裏面は黄緑色または灰白色，�行脈があ

る．県内には，稀に分布している．今回の調査では，

常陸太田市長谷町に生育しているのを確認した．

（��）ムベ　アケビ科

　本州（福島県以南）～九州・琉球に分布．常緑樹林

の林縁に生じる木本の常緑性つる植物．葉は，裳状複

葉で小葉は�～�枚，革質で光沢があり，裏面は淡緑

色で細い網状脈が目立つ．県内では，県南地方にはや

や普通に分布するが，県北地方にはやや稀である．北

茨城市は分布の北限地に近い．今回の調査では，真弓

山の頂上付近の参道沿いに生育しているのを確認した．

（��）ツヅラフジ　ツヅラフジ科

　本州（宮城県以南）～九州・琉球に分布．大型のつ

る植物．葉は，卵円形～円形で�または�角があり，

基部は心形か円形になる．県内では，やや稀に分布す

る．今回の調査では，真弓山，日立市諏訪町の梅林で

生育を確認した．真弓山では，スギ林下数カ所でやや

多くの個体を見ることが出来た．

（��）ヒツジグサ　スイレン科

　北海道～九州に分布．低地の古い池や沼に見られ

る．浮葉は，楕円形から卵形で，基部は矢じり型に深

く切れ込み，裏面は赤紫色を帯びる．花期は�～�

月．花は，直径約����で花弁は白色．今回の調査で

は，常陸太田市高貫町の落葉樹林内の池に生育してい

るのを確認した．池全体に生育しており，生育個体数

は多い．県レベルでは，希少種に指定されている．

（��）サカキ　ツバキ科

　本州（福島県以南）～九州に分布．福島県いわき市

が北限地である．照葉樹林内に生育する常緑の小高

木，または低木．葉は，厚く革質で表面深緑色．葉の

外観はややモチノキに似る．県内には，やや稀に分布

する．今回の調査では，真弓山の頂上付近のスギ林・

雑木林下，常陸太田市長谷町の雑木林下に生育してい

るのを確認した．

（��）リンボク　バラ科

　本州（福島県以南）～九州・沖縄に分布．山地の湿

り気の多い所に生える常緑小高木．葉は光沢があり，

シラカシに似る．県内では稀で，県北山地及び筑波山

に分布が知られている．福島県いわき市が分布の北限

地である．今回の調査では，真弓山の頂上付近の�カ

所に生育しているのを確認した．県レベルでは，希少

種に指定されている．

－　���　－

茨城県北東部地域の維管束植物

図� ．�ミヤマイラクサ．



（��）モメンヅル　マメ科

　北海道・本州に分布．山地の草地に生える多年草．

外観はゲンゲに似るが，花が黄色なので区別される．

県内には，日立市に生育記録がある．今回の調査で

は，日立市助川町の日立道路の高架橋下の草地に生育

しているのを確認した．

（��）イヌハギ　マメ科

　本州～九州・琉球に分布．河原や海浜の日当たりの

よい砂地に生える高さ�����の落葉高木．茎葉に軟毛

を密生する．県内では，県中部以南の海岸や県北・県

西の砂地，原野に稀に生育が知られている．今回の調

査では，日立市高鈴町の石灰岩の石切場跡地の草原に

生育しているのを確認した．県レベルでは，危急種に

指定されている．

（��）マツバニンジン　アマ科

　北海道～九州に分布．日当たりのよい草地に生える

高さ��～�����の�年草．葉は，長さ�～������，線

形で全縁．�～�月に淡紫色の�弁花を咲かせる．県

内には分布が稀で，高鈴山と関城町に知られている．

今回の調査では，日立市高鈴町の石灰岩の石切場跡地

に生育しているのを確認した．県レベルでは，危急種

に指定されている．

（��）ナツトウダイ　トウダイグサ科

　北海道～九州に分布．丘陵地または山地に生える多

年草．春先に開花する．花期の杯状花序には著しい三

日月型の腺体が広がる．県内には，やや稀に分布す

る．今回の調査では，日立市助川町の石灰岩石切場跡

地に生育しているのを確認した．

（��）フユザンショウ　ミカン科

　本州（東北地方南部）～九州・琉球に分布．高さ���

～���の常緑低木．刺は普通対生．葉は，��～�枚の

小葉からなり，長さ�～�����．葉軸には翼がある．

県内には，やや稀に分布する．今回の調査では，日立

市諏訪町の�カ所と常陸太田市長谷町で生育を確認し

た．

（��）クロガネモチ　モチノキ科

　本州（関東地方・福井県以西）～九州・琉球に分布．

高さ�～����の常緑高木．葉身は，革質，楕円形で両端

は尖り，長さ�～�����，幅���～����，鋸歯はなく両

面無毛．枝や葉が黒みがかっているのでこの名がある．

県内には稀で，真弓山が北限地であることが知られて

いる．今回の調査では，真弓山に若い個体が数個体生

育しているのを確認した．

（��）ヤマブドウ　ブドウ科

　北海道～四国の山地に生育．落葉性の大きなつる性

木本．葉は，大型になり円心形で角があるか�～�浅

裂し，裏面には赤褐色の綿くず様のクモ毛がある．県

北山地にやや稀に分布する．今回の調査では，入四間

から高鈴山に向かう登山道沿いの落葉樹林下に生育し

ているのを確認した．

（��）コガンピ　ジンチョウゲ科

　本州（茨城県，群馬県，福井県以西）～九州・奄美

大島に分布．日当たりのよい山野の草地に生育する落

葉小低木．茎は，細長く束生し，長楕円形の葉を密生

する．高鈴山を分布の北限にしている．今回の調査で

は，真弓山の表参道沿い，風神山に生育しているのを

確認した．県レベルでは，危急種に指定されている．

（��）コミヤマスミレ　スミレ科

　本州（関東地方以西）～九州に分布．山地の林下に

生える地味なスミレである．県内では，県北山地と加

波山にやや稀に生育している．今回の調査では，高鈴

山北側の登山道沿いに生育しているのを確認した．

（��）オオバチドメ　セリ科

　本州（関東地方以西），九州に分布．山地林下の湿っ

た所に生える多年草．チドメグサ属の他種に比べて，

葉が大型なので容易に区別される．北茨城市西明寺

は，分布の北限になっている．今回の調査では，真弓

山の参道沿いに数カ所に生育しているのを確認した．

個体数は少なくない．県レベルでは，希少種に指定さ
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れている．

（��）イワウチワ　イワウメ科

　本州（東北地方～中国地方東部）に分布．岩場の林

床に生育する常緑の多年草．県内では，県中央部から

北部山地にかけての，湿気のある急斜面に生育してい

る．森林の伐採による光や水分条件の変化や，園芸目

的での採取等により個体数が大幅に減少している．今

回の調査では，高鈴山の御岩神社から御岩山への登山

道沿いの岩場と御岩山の頂上付近の斜面に生育してい

るのを確認した．御岩山頂上付近には，やや多くの個

体が生育している．県レベルでは，危急種に指定され

ている．

（��）トウゴクミツバツツジ　ツツジ科

　本州（山形県東部，宮城県以南～近畿地方）の太平

洋側に分布．山地に生える落葉低木で，葉は枝先に�

枚が輪生する．花期は�～�月で，花は紅紫色．県内

では，北部山地から筑波山までの標高の高い所に点在

して分布する．今回の調査では，高鈴山北側の御岩山

頂付近に生育しているのを確認した．

（��）キジョラン　ガガイモ科

　本州（東北地方南部以南）～九州・琉球に分布．常

緑広葉樹林下に生える大形つる植物．大形で円形の葉

が茎に対生する．常緑の社寺林に生育することが多

い．福島県いわき市が北限地である．今回の調査で

は，真弓山の頂上付近のスギ林下に生育しているのを

確認した．生育個体数は多い．県レベルでは，希少種

に指定されている．

（��）ムラサキ　ムラサキ科

　北海道～九州に分布．丘陵のやや乾燥した草地など

に生える稀な多年草．根に含まれる色素は乾くと濃紫

色になり染料に用いられるのでこの名がある．県内で

は，県北部の草地に�カ所知られている．今回の調査

では，日立市高鈴町の丘陵地に�個体生育しているの

を確認した．県レベルでは，絶滅危惧種に指定されて

いる．全国レベルでも，危急種に指定されている．

（��）キセワタ　シソ科

　北海道～九州に分布．山の丘陵や草地に生育する．

花は�～�月．紅紫色で唇形の花が，葉腋上部に数個

ずつつく．県内では，県北山地を中心にやや稀に分布

する．今回の調査では，日立市高鈴町の草地に生育し

ているのを確認した．県レベルでは，危急種に指定さ

れている．

（��）ヤマウツボ　ハマウツボ科

　本州（関東地方以西）～九州に分布．やや湿気のあ

る落葉樹林下に生育する．落葉樹の根に寄生する葉緑

を欠く寄生植物．県内では，花園山，大北渓谷，真弓

山，西金砂山に分布が知られている．今回の調査で

は，真弓山西側斜面の落葉樹林下に生育しているのを

確認した．

（��）イワツクバネウツギ　スイカズラ科

　本州～九州に分布．石灰岩地や蛇紋岩地に生える落

葉低木で，高さ���以下．がく片の数や形の特徴で，

似た種のツクバネウツギ，オオツクバネウツギと区別

される．県内では，県北の石灰岩地に�カ所分布が知

られており，そこが分布の北限地になっている．今回

の調査では，真弓山神社西側落葉樹林下の急斜面に生

育しているのを確認した．県レベルでは，危急種に指

定されている．

（��）ナベナ　マツムシソウ科

　本州～九州に分布．日当たりのよい草地に生える，
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高さ���以上にもなる大型の�年草．葉は対生，花期

は�～��月．頭状花序は，球形または楕円形．県内

では，八溝山，日立市，真弓山に分布が知られている．

今回の調査では，真弓山，日立市大久保町の風穴，日

立市助川町の数沢川で生育を確認した．いずれの産地

も，沢沿いの日当たりのよい草地であった．県レベル

では，希少種に指定されている．

（��）ツルギキョウ　キキョウ科

　本州（関東地方以西）～九州に分布．山地の適湿な

林床に稀に生えるつる植物．葉は互生または対生し卵

心形，薄くて粉白色を帯びる．花期は，�～��月．花

は小型なので，ツルニンジンと容易に区別できる．県

内では，真弓山，仏頂山，愛宕山に分布が知られてい

る．今回の調査では，真弓山の数カ所で生育を確認し

た．生育個体数はやや多い．県レベルでは，希少種に

指定されている．

（��）キキョウ　キキョウ科

　北海道～九州に分布．山地の草地に生える太い根茎

のある多年草．花期は�～�月．花冠は広鐘形で青紫

色．秋の七草に一つに数えられ，かつては県内各地の

草地に普通に見られたが，現在では産地が激減してい

る．今回の調査では，日立市助川町のアカマツ林下に

�個体生育しているのを確認した．県レベルでは，危

急種に指定されている．

（��）クソニンジン　キク科

　本州，四国に分布．古く中国から帰化したもので，

道ばたや荒れ地に生える�年草．葉は，�回羽状に細

かく全裂．花は�～��月，大型の円錐花序に小さな

頭花を多数つける．県内では，土浦市，友部町，加波

山に産地が知られている．今回の調査では，日立市高

貫町の林道わきに生育しているのを確認した．県レベ

ルでは，希少種に指定されている．

（��）カワラヨモギ　キク科

　本州～琉球に分布．海岸や川岸の砂地に生える．花

をつけない茎は短くて，先に葉を叢生させロゼット状

になる．この葉の両面には密に灰白色の絹毛があるの

で白色に見える．県内各地の海岸や川岸に生育する

が，生育個体数はそれほど多くないものと思われる．

今回の調査では，日立市助川町の金山林道沿いの石灰

岩の崖に生育しているのを確認した．

（��）イワヨモギ　キク科

　北海道に分布．山中や海岸の岩場に生える半低木．

似た種がないので，ヨモギ属の他種と容易に区別でき

る．今回の調査では，日立市助川町の金山林道沿いの

�カ所，諏訪町の水穴近く林道，真弓山の東側林道に

生育しているのを確認した．いずれの産地でも，林道

沿いの切り崩された崖に生育していた．真弓山では，

林道に沿って多くの個体を見ることが出来た．昔から

生育していたものなのか，人工的に持ち込まれたもの

なのかを今後調べていく必要がある．

（��）オオガンクビソウ　キク科

　北海道～本州中部以北に分布．温帯林下の湿った所

に生える多年草．ガンクビソウ属の他種に比べて，葉

や頭花が大きくなるので容易に区別される．県内で

は，県北山地に稀に分布している．今回の調査では，

真弓山の西側沢沿いの草地に生育しているのを確認し

た．

（��）オタカラコウ　キク科

　本州（福島県以南）～九州に分布．深山の谷川のほ

とりに多い大型の多年草．根出葉は大きく腎心形，花

期は�～��月．大型の頭状花が，花茎に穂状につく．

県内では，県北山地にやや普通に見られる．今回の調

査では，日立市諏訪町と高鈴山西側との�カ所で生育

を確認した．いずれの産地でも，沢沿いの湿り気の多

い所に生育していた．

（��）オヤリハグマ　キク科

　今回の調査では，高鈴ゴルフ場から高鈴山に向かう

登山道沿いに生育しているのを確認した．生育場所

は，雑木林及びヒノキ林の林床であった．県レベルで

は，希少種に指定されている．

（��）イワギボウシ　ユリ科

　本州（関東・東海地方）に分布．山中の湿った樹上

または岩上に生える．葉は厚く，卵形で長さ��～�����，

暗緑色で紫黒色の斑点がある．花は，�～�月に開く．

久慈山地には多くの産地が知られているが，県内では

分布がやや稀である．今回の調査では，日立市諏訪町

の�カ所で生育を確認した．どちらの産地でも，石灰

岩の崖に着生して生育していた．

（��）キチジョウソウ　ユリ科

　本州（関東地方以西）～九州に分布．葉の外観はヤ

植 物
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ブランに似るが，横走する根茎があり，花期も�～��

月と遅いので容易に区別できる．県内では，県南西地

区を中心にやや稀に見られる．今回の調査では，日立

市助川町の平沢中学校から平沢水源に向かう途中の斜

面に生育しているのを確認した．

（��）ケスゲ　カヤツリグサ科

　本州（関東地方以西）～九州に分布．林内に分布す

る．シロイトスゲに似るが，植物体全体に開出する軟

毛があるので区別できる．久慈郡大子町が北限地であ

る．県内では，久慈山地，雨巻山，筑波山，玉造町，

日立市諏訪町に生育記録がある．今回の調査では，諏

訪町の水穴上部の落葉樹林林床に生育しているのを確

認した．

（��）クロムヨウラン　ラン科

　本州（東北地方南部）～九州に分布．常緑広葉樹林

下に生育する腐生殖物．林床に目立たなく生育してい

るので見過ごされがちである．県内には，ムヨウラン

とクロムヨウランの�種が知られているが，花期以外

での区別は困難である．今回の調査では，日立市大久

保町のアカマツ林下に生育しているのを確認した．県

レベルでは，危急種に指定されている．

（��）カヤラン　ラン科

　本州（岩手県以南）～九州に分布．樹幹上に着生す

る．和名は，葉がカヤの葉に似るところから来てい

る．県内各地にやや稀に分布しているが，いずれの産

地でも個体数は多くないものと思われる．今回の調査

では，日立市諏訪町のウメに着生しているのを確認し

た．
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はじめに

　この地域は住宅地，商業地，水田や畑地などの耕作

地，工業団地などに利用されており，人間の活動の影

響を強く受けている地域で，森林などの面積は少な

い．また，森林も人間の活動の影響を受けている．わ

ずかに神社や寺院等の林及び急斜面などに照葉樹の混

じる林が残っている．植林されたスギ林も見られ，常

緑広葉樹林と同じように，冬季の寒さから林下の植物

を保護している．このためスギ林下に暖帯林など南の

地域に見られる植物が生育し，これらの植物の中に

は，この地域を北限地や北限地に近い生育地としてい

るものがある．

調査方法

�����調査地域

　海岸域の内，海岸線に近い部分を海岸部とし，平坦

部，丘陵部や山麓を一部含む地域を平地部とした．

又，行政的には，北から北茨城市大津町，磯原町，中

郷町，高萩市下手綱，高萩本町，十王町伊師，日立市

川尻，小木津町付近までを含む地域である．

　文献調査と現地調査により調査し，現地調査では証

拠個体の採集等を行った．

�����調査期間

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は予備調査と文献調査を行った．予備

調査は�月～��月に延べ��回行った．

���月����日�北茨城市華川町小豆畑

� �����日�北茨城市磯原町大塚

� �����日�北茨城市中郷町十里上

���月���日�北茨城市華川町中妻

� ����日�北茨城市磯原町上相田花園愛宕神社

� �����日�北茨城市華川町小豆畑浄蓮寺

���月���日�北茨城市磯原町大塚

� �����日�北茨城市華川町小豆畑

���月���日�北茨城市華川町小豆畑

� �����日�多賀都十王町伊師いぶき台

���月����日�高萩市安良川八幡神社

����月���日�北茨城市磯原町大塚西明寺　環境保全林

����月���日�多賀郡十王町友部

� ����日�北茨城市磯原町大塚西明寺

� ����日�北茨城市華川町小豆畑

����月����日�高萩市安良川

����月����日�北茨城市関南町神岡下

����月����日�高萩市秋山和野

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～��月に延べ��回行った．

���月����日�高萩市石滝野地

� �����日�北茨城市華川町中妻

� �����日�北茨城市華川町浄蓮寺

���月���日�北茨城市中郷町石岡大北

� ����日�北茨城市関本町福田

� ����日�北茨城市華川町中妻

� �����日�北茨城市華川町中妻

� �����日�北茨城市中郷町石岡

� �����日�北茨城市中郷町松井字川添

� �����日�北茨城市中郷町石岡

� �����日�北茨城市中郷町石岡大北

� �����日�北茨城市華川町中妻

���月���日�北茨城市中郷町石岡

� �����日�北茨城市華川町中妻

� �����日�北茨城市中郷町石岡大北

� �����日�北茨城市関本町富士ケ丘

� �����日�高萩市上手綱

� �����日�北茨城市中郷町石岡大北

���月���日�北茨城市関本町関本中

� ����日�北茨城市磯原町大塚西明寺

� �����日�北茨城市中郷町石岡石塚屋

� �����日�北茨城市中郷町石岡十里峠

� �����日�北茨城市磯原町大塚西明寺

���月���日�北茨城市中郷町松井

� ����日�北茨城市磯原町松井

� �����日�北茨城市華川町

� �����日�多賀郡十王町上台

� �����日�北茨城市関本町富士ケ丘

���月����日�高萩市安良川

� �����日�北茨城市関南町湯網

� �����日�多賀都十王町伊師いぶき台

���月���日�北茨城市華川町中妻

� �����日�北茨城市華川町中妻

� �����日�北茨城市磯原町大塚西明寺

����月����日�高萩市上手綱

� �����日�日立市小木津町不動滝

����月���日�多賀郡十王町伊師本郷
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（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～��月までに延べ��回行った．

���月���日�北茨城市中郷町石岡字上川原

� �����日�北茨城市木皿

���月���日�北茨城市中郷町石岡十里上峠

� ����日�北茨城市機原町内野

� �����日�北茨城市中郷町石岡上川原

���月����日�北茨城市磯原町大塚田端

� �����日�北茨城市関本町福田

� �����日�北茨城市磯原町内野

���月���日�多賀郡十王町伊師清水池周辺

� ����日�北茨城市華川町車

� �����日�北茨城市関本町関本中八坂神社

� �����日�北茨城市華川町小豆畑

���月����日�北茨城市中郷町石岡字上川原

� �����日�北茨城市蕨平

���月���日�北茨城市関南町神岡神社

� �����日�北茨城市関南町神岡上

� �����日�北茨城市関南町神岡上

���月����日�北茨城市磯原町西明寺・峰岸

� �����日�北茨城市関本町関本中八坂神社

� �����日�北茨城市磯原町大塚字山口

� �����日�北茨城市華川町臼場

����月���日�多賀郡十王町友部石尊山

� ����日�多賀郡十王町友部石尊山入り口

� �����日�北茨城市関南町神岡上

�����調査項目

　維管束植物（シダ植物，種子植物）を対象として，

植物相と植生の概要の調査を行った．

（�）調査地に生育する全植物の確認と記録．

（�）調査地の植生の概要．

（�）生育する植物の採集と標本の作成（原則として

花・実がついている個体を採集，�種の植物につき�～

�点作成）．

　採集・確認目録は付表�に示した．なお，付表�に

示した種数は次のとおりである．

　　・確認種　　���種

（�）写真の作成（採集した主な植物とその生育状況が

わかる写真）．

結　果

��植生の概要

　本地域は潜在植生としては，ヤブツバキなどで代表

される照葉樹林域にあたると思われる地域である．人

間活動の影響を強く受けており，スダジイなどの林は

ごくわずかな面積が残っている程度で，シラカシなど

の混じる林も少し残っているにすぎない．

（�）シラカシ林

　北茨城市華川町小豆畑の浄蓮寺付近のシラカシ林の

構成は次のようである．

　高木層にシラカシ，スギがあり，所によりスダジイ

や竹などの混じることもある．亜高木層にはシラカ

シ，ヤブツバキ，イロハモミジがあり，下刈りのされ

ている場所では低木層はみられないが，草本層にヤブ

ツバキ，タマアジサイ，コアジサイ，ハナイカダ，ヤ

ブムラサキなどの樹木が刈り込まれている．他には草

本層にベニシダ，ヤブコウジなどやや乾燥した所に見

られるものも生育しているが，カンスゲ，オオバノイ

ノモトソウ，イワガネソウ，ハエドクソウ，フユイチ

ゴ，シンミズヒキなども見られる．岩上にはマメヅ

タ，イタビカズラ，テイカカズラなどもある．

（�）スギ林

　各地に植林されたスギ林が見られる．北茨城市磯原

町西明寺の良く生長したスギ林の構成は次のようであ

る．

　高木層にスギがあり，亜高木層にはシロダモ，ヒサ

カキ，ヤブツバキ，モチノキ，ヤマウルシ，アカガシ

等が混じっている．低木層にアオキ，シロダモ，ヒサ

カキ，リンボク，コアジサイ，ヤブムラサキ，シラカ

シ，タマアジサイ，バイカツツジなども見られ，草本

層の種類は多く，ホウチャクソウ，シオデ，ササクサ，

ウワバミソウ，ミズヒキ，ハエドクソウ，キバナアキ

ギリ，カンスゲ，イワガネソウ，ベニシダ，ヤブコウ

ジ，フユイチゴ，オオバノイノモトソウ等が生育して

いる．

�����注目すべき植物

　この地域で注目すべき植物としては，暖帯性の植物

で本地域を北限地または北限地に近い生育地とするも

のがある．一部本県の絶滅危惧植物も取り上げた．

（�）ヤマドリゼンマイ　ゼンマイ科

　山地の湿原に群生する夏緑性のシダ植物．国内では

北海道から九州屋久島までに知られ，県内でも花園山

地域の湿地など，県北部の山間湿地と県中央部の湿地

に稀に記録されている．本地域では十王町伊師の湿地

に記録があった．今回の調査では高萩市赤浜の湿地で

植 物
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わずかの個体が確認できた．

（�）フモトシダ　コバノイシカグマ科

　暖地に生える常緑のシダ植物．国内では本州（福島

県南部以南），四国，九州，琉球の山地林下に知られ，

県内では北茨城市から多賀山地の山麓そして筑波山塊

の山麓部までを含め，県の南部に見られる．本調査で

は北茨城市関本町，磯原町および高萩市の高戸で確認

できた．

（�）オオバノハチジョウシダ　イノモトソウ科

　本地域では北茨城市華川町浄蓮寺渓谷の記録があ

り，今回の調査でも同地での確認のみであった．県レ

ベルでは危急種に指定されている．

（�）オオカナワラビ　オシダ科

　暖地のやや湿った林下に生える常緑のシダ植物．国

内では本州（関東地方以西），四国，九州に知られ，

県内では北茨城市，日立市，常陸太田市，新治村他に

知られている．本地域では北茨城市磯原町の記録があ

り，今回の調査では同地での確認のみであった．

（�）ホソバカナワラビ　オシダ科

　暖地に生える常緑のシダ植物．国内では本州（石川

県・関東地方以西），四国，九州，琉球のやや乾燥し

た山地林下に知られ，県内では北茨城市，筑波山，鹿

嶋市などの暖地に記録があり，本地域では北茨城市磯

原町に記録されている．本調査でも磯原町で確認でき

た．県レベルでは希少種に指定されている．

（�）オニカナワラビ　オシダ科

　本地域では北茨城市華川町に記録されている．本調

査でも華川町で確認できたのみである．

（�）ヘラシダ　メシダ科

　本州（福島県いわき市以南），四国，九州に分布．林

床や崖や渓流沿いのやや陰湿な場所に生育する常緑性

シダ植物．葉は長さ��～�����で革質，単葉，葉柄は

長さ�～�����，褐色～黒褐色の細い鱗片がつく．胞

子のう群は線形．県内では北茨城市，鹿嶋市他に記録

がある．今回の調査では磯原町大塚（標高約�����）

の西明寺と根岸のスギ林下において数カ所確認した．

（�）ノコギリシダ　メシダ科

　本州（福島県いわき市以南），四国，九州に分布．湿

り気のある林床に生育する常緑性シダ植物．葉は単羽

状で羽片の基部前側に著しい耳垂がある．質はやや厚

くて硬い．県内では北茨城市，八郷町，新治村に記録

がある．今回の調査でも磯原町大塚（標高�����付近）

の西明寺で確認した．

（�）クリハラン　ウラボシ科

　本州（関東以西）～九州に分布．湿気のある岩上や

スギ林下などに生育する常緑性シダ植物．葉は単葉で

広披針形，長さ��～�����で主脈がやや黒くうき出

して見える．葉柄は長さ��～�����．県内では北茨

城市，吾国山，新治町の記録がある．今回の調査では

磯原町大塚（標高約�����）の根岸においてスギ林下

において確認した．生育状態は良好で付近にはヘラシ

ダも生育していた．

（��）ササクサ　イネ科　

　暖地に生える多年生植物．国内では本州（関東地方

以西），四国，九州，琉球の林下に知られている．県内

では暖地の林下に，やや稀に知られている．本地域で

は北茨城市華川町や磯原町などにも記録されている．

本調査でも華川町や磯原で確認できた．県レベルでは

希少種に指定されている．

（��）サクラバハンノキ　カバノキ科　

　湿地に生える落葉高木．国内では本州（新潟県・茨

城県以西），九州（宮崎県）に知られ，湿地にやや稀

に生えるとされる．県内では本地域の十王町に記録さ

れている．本調査でも十王町で確認できたのみであ

る．個体数は以前よりは多いと思われる．

（��）ミズユキノシタ　アカバナ科　　

　湿地に生える多年草．全体に毛はなく，茎の下部は

長くはう．本州，四国，九州，琉球に分布している．
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県内では湿地に稀に見られる．本地域では北茨城市に

記録されている．本調査では高萩市の池の縁で確認で

きたのみである．県レベルでは危急種に指定されてい

る．

（��）リンボク　バラ科　　

　本地域では北茨城市，高萩市，日立市に記録されて

いる．本調査では北茨城市で確認できたのみである．

（��）コモウセンゴケ　モウセンゴケ科　

　日当たりの良い湿地に生える多年草．国内では本州

（宮城県以南），四国，九州，琉球に知られ，県内で

は稀である．本地域では高萩市，十王町と日立市に記

録されている．本調査では十王町で確認できた．

（��）オオバチドメ　セリ科　　

　本地域では北茨城市に記録されている．本調査でも

北茨城市で確認できたのみである．

（��）アリドオシ　アカネ科　

　暖地の林中に生える常緑の低木．国内では本州（関

東地方以西），四国，九州に知られている．県内では暖

地にやや稀に見られ，北茨城市の生育地は本種の北限

地と思われる．本地域では北茨城市磯原町にのみ記録

されている．本調査でも磯原町で確認できたのみであ

る．

（��）キジョラン　ガガイモ科

　本地域では北茨城市磯原町に記録されている．本調

査でも磯原町で確認できた，生育範囲は比較的広いが

個体数は多くなかった．

（��）イヌセンブリ　リンドウ科

　山野の湿地に生える�年草．国内では本州，四国，

九州に知られ，センブリより極めて稀である．県内で

は稀で，生育地の減少が心配されている．本地域では

北茨城市と十王町に記録がある．本調査では高萩市赤

浜の池の縁に生育しているのを確認した．十王町の生

育地は住宅地になっていた．県レベルでは絶滅危惧種

に指定されている．

（��）エビネ　ラン科　　

　丘陵地などの林下に稀に生える多年草．国内では北

海道西南部から琉球に知られ，県内でも各地に分布し

ていた．今回の調査では北茨城市平潟町と磯原町で生

育が確認できた．県レベルでは絶滅危惧種に指定され

ている．

（��）アキザキヤツシロラン　ラン科　　

　暖地に生える腐生植物．国内では本州（茨城県以

西），四国，九州，琉球の林下に知られている．県内で

は本地域の北茨城市と高萩市の暖地の竹林下に記録が

ある．しかし，今回の調査では確認できなかった．

（��）クモラン　ラン科

　本州（東北地方南部），四国，九州に分布．日当た

りのよい所で湿り気のある所の樹木に着生する多年

草．根は扁平，肉質で葉緑素をもち放射状に蜘蛛の足

のように広がる．茎はきわめて短い．花期は�～�

月．県内では北茨城市，常北町，笠間市，鹿嶋市に記

録がある．今回の調査では華川町小豆畑で確認した．

植 物
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はじめに

　今回調査対象となった海岸地域は，南は日立市久慈

浜の久慈川河口より始まり，北は福島県いわき市と接

する北茨城市平潟の海岸までの地域である．茨城県の

北部を占める海岸地域で，海岸線は約�����あり，風

光明媚な海食崖の見られる区域と海水浴場ともなる砂

浜海岸区域とから構成されている．住宅やその他の施

設等が海岸線近くまで見られる所が増加し，海岸植物

などの生育地も以前と比べれば減少している．

　また，海食崖などの見られる区域は，砂浜域よりは

地質的に古い地層から出来ており，稀に山地性の植物

が見られることからもうなずける．

　気候については，特にこの県北部の海岸は，海に近

いことの他に，西に多賀山地があることも関係し，県

内では南部の鹿嶋地域と共に，特に温暖な地域になっ

ている．海岸近くは寒流が流れ，沖を暖流の黒潮が流

れるという状況にある．

　このような環境であるので，海岸域は大きく分ける

とスダジイやカシ類で特徴づけられる照葉樹林域に属

している．しかし，過去の気候変動や海流の関係もあ

り，マルバトウキ，シロヨモギ，ハマギクやコハマギ

クなどの北方系の植物とオオバグミ，シャリンバイ，

ツワブキなどの南方系の植物が共に生育するという状

態が見られる．

調査方法

�����調査地域

　調査範囲は北は北茨城市平潟の海岸から南は日立市

久慈浜の久慈川河口までの海岸と，海岸に近い原則��

常磐線より海側の区域である．海岸を主な生育地とす

る海浜植物を中心にその他の植物も同様に調査した．

　地形的には海岸線から海食崖と丘陵域で，草地，森

林，市街地，一部耕作地が含まれている．標高はおよ

そ�～����の範囲である．

　行政的には北茨城市，高萩市，多賀郡十王町，日立

市に属している．

　北茨城市では関本町関本中，平潟町，長浜海岸，五

浦海岸，大津町，関南町神岡下，関南町神岡上，磯原

町磯原，中郷町下桜井，中郷町足洗，中郷町小野矢指

である．

　高萩市では赤浜，高戸，高浜町である．一部石滝海

岸のものは次の十王町伊師のいぶき山に含めてある．

　多賀郡十王町では伊師である．北部の天然記念物に

指定されている「いぶき山イブキ樹叢」付近はいぶき

山とし，南部の伊師浜海岸と碁石浦などの部分は伊師

浜とした．

　日立市では川尻町小貝ケ浜　灯台付近，折笠町，日

高町，相田町，田尻町，東滑川町，東町，旭町，国分

町，河原子，東金沢町，水木町，大みか町，久慈町で

ある．

　地名については一部短くしたり，町を略して記して

いる．　

�����調査期間

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は予備調査と文献調査を行った．予備

調査は�月～��月に延べ�回行った．

���月����日�高萩市高戸・赤浜，十王町伊師伊師浜・

いぶき山

���月����日�北茨城市平潟町・五浦美術館付近　

���月����日�北茨城市磯原町磯原天妃山

����月����日�北茨城市大津町五浦・長浜，平潟町

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～��月に延べ��回行った．

���月����日�高萩市高戸，十王町伊師浜

���月����日�十王町伊師浜

���月���日�北茨城市平潟町，大津町五浦・長浜，中

郷町足洗

���月����日�日立市河原子・水木

���月����日�北茨城市中郷町下桜井

���月����日�日立市川尻・田尻・国分町

���月����日�北茨城市大津五浦，中郷町，磯原海岸，

高萩市高浜高萩海岸，十王町伊師いぶき

山

���月����日�日立市川尻町灯台付近

���月����日�高萩市赤浜，十王町伊師浜

����月���日�日立市大みか町・久慈町

����月����日�日立市東滑川町

����月����日�高萩市赤浜・高戸　

����月����日�日立市東金沢町海岸・河原子

����月����日�日立市日高町・折笠町　

（�）平成��（����）年度

　平成��年度は�月～����年�月までに延べ��回

行った．

植 物
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���月���日�日立市川尻町灯台付近

���月���日�日立市水木

���月����日�北茨城市中郷町足洗，高萩市高戸，十王

町伊師浜，日立市川尻町灯台付近

���月����日�日立市久慈浜

���月���日�日立市相田浜

���月����日�日立市大みか町

���月����日�日立市東滑川町・河原子海岸

���月����日�北茨城市大津町，磯原町

���月����日�日立市河原子

���月����日�北茨城市関本町，高萩市高戸

����月����日�日立市水木

���月����日�北茨城市，高萩市，十王町，日立市

�����調査項目

　維管束植物（シダ植物，種子植物）を対象として，

植物相と植生の概要の調査を行った．

（�）調査地に生育する全植物の確認と記録．

（�）調査地の植生の概要．

（�）生育する植物の採集と標本の作成（原則として

花・実がついている個体を採集，�種の植物につき�～

�点作成）．

　採集・確認目録は付表�に示した．なお，付表�に

示した種数は次のとおりである．

　　・確認種　　���種

（�）写真の作成（採集した主な植物とその生育状況が

わかる写真）．

結　果

�����植生の概要

　本地域は基本的に照葉樹林域に属しているが，住宅

地や商業地域など，これまでの人間の活動により残さ

れた林は少ない．特に照葉樹林は神社や寺近くそして

崖地にわずかに見られるにすぎない．

（�）スダジイ，タブノキ林

　スダジイ，タブノキの混じる狭い林が各地に点在し

ているが，北茨城市平潟付近の林の構成は次のようで

ある．

　高木層にはタブノキ，スダジイ，ヤブツバキ，モチ

ノキ，アカマツが見られる．亜高木層にはヤブツバ

キ，モチノキがあり，低木層は種類が比較的多くトベ

ラ，ヒサカキ，モチノキ，マルバグミ，ビワ，ムラサ

キシキブ，スダジイ，イヌマキ，アズマネザサである．

栽培種の逸出したものが混じっている．草本層の種類

はヤマユリ，ジャノヒゲ，ヤブコウジ，アオキ，ツタ

ウルシ，ヘクソカズラ（ヤイトバナ），ガマズミ，セ

ンボンヤリ，ミツバアケビ，キッコウハグマ，ケチヂ

ミザサ，ノコンギク，オオバジャノヒゲ，フジ，ミズ

ヒキ，イタビカズラ，シュロなどで暖帯性植物が目に

つくのが特徴である．

（�）クロマツ林

　クロマツ林は各地の海岸の砂地や崖上にあり，砂防

用に植林されたクロマツ林が各所に見られる．林の種

構成は植林されてからの年月により変化がある．

　高萩市高戸のクロマツ林は次のようである．高木層

にはクロマツ，稀にタブノキが混じる．亜高木層には

タブノキが多く，低木層にはヒサカキが目立ち，他に

アセビ，トベラ，ヤブツバキ，スダジイがある．草本

層は貧弱であるが種類としてはイヌツゲ，ミヤマシキ

ミ，アセビ，ベニシダ，シシガシラ，スダジイ，キヅ

タ，ヤマイタチシダなどがある．

　十王町伊師浜のクロマツ林は次のようである．

　高木層にクロマツがあり，亜高木層はなく，低木層

にはオオバグミ，アキグミ，オオバイボタ，トベラ，

ヤツデ，イボタノキ，タブノキなど照葉樹林の構成種

が出現している．草本層にはハマゴウ，コマツナギ，

ヒメヤブラン，テリハノイバラ，カワラナデシコ，ハ

マハタザオやヒメイズイがあり，場所によってはハイ

ネズやハマカキランが見られる．

（�）イブキ林

　イブキ林は十王町伊師の「いぶき山イブキ樹叢」と

して保護されている．

　植生の概要は高木層にはイブキのみがあり，亜高木

層にはタブノキ，モチノキ，シロダモ，オオバグミな

どが出現し，低木層にはアオキ，ヒサカキ，オオバグ

ミ，ヤツデ，タブノキ，シロダモ，マサキなどが見ら

れるが，イブキは見られない．草本層にはオニヤブソ

テツ，キヅタ，エノキ，ヒサカキがあり，林のへりに

はイヨカズラ，スカシユリ，ハマギク，ラセイタソウ

などが生育している．

（�）海浜

　砂浜の植生は人の立ち入りや工事などもあり，全体

的には貧弱になってきている．広い砂浜が残ってい

て，比較的海浜植物が多いのは十王町の伊師浜海岸で

ある．

　ここでは，コウボウムギ，オニシバ，ハマヒルガオ，
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ハマエンドウ，ケカモノハシなどが多い．ハマニガナ

はやや少ないが，シロヨモギが点在している．最近，

帰化植物のコマツヨイグサが増えていることは問題で

ある．

�����注目すべき植物

　本地域を特徴づける海浜植物と分布上注目すべき植

物及び絶滅危惧植物を取り上げた．

　北部海岸地域で確認地点の少ない種類については，

地名の次の（　　）内に確認年月日を示した．最初の

�桁は西暦の下�桁，次は月，�桁は日である．

（�）イヌドクサ　トクサ科

　海岸から河川の河原など広い範囲に生える常緑性の

シダ植物．トクサに似ているが茎は細く，草丈は長

い．国内では本州，四国，九州に知られている．県内

では海岸や河原で確認されている．県北部の海岸では

生育地は少なくなっているようである．

確認地点：高萩市赤浜　高戸　高浜町，十王町伊師

浜，日立市河原子　東金沢町　水木　大みか．

（�）オニヤブソテツ　オシダ科

　海岸に多い常緑性のシダ植物．国内では北海道から

琉球に産し，県内でも海岸部から内陸の林下にも稀に

生える．調査域では崖地に多い．

確認地点：北茨城市平潟　長浜　五浦　大津港付近　

磯原天妃山　小野矢指，高萩市高戸　高浜町，十王町

いぶき山　伊師浜，日立市田尻町　日高町　東滑川町

相田浜　東町　旭町　会瀬町　国分町　河原子　東金

沢町　水木　大みか　久慈浜．

（�）コモチシダ　シシガシラ科

　海岸部に多いとされている常緑性のシダ植物．太平

洋側では宮城県以南に知られ，県内では海岸の崖や道

路の切通しなどの岩上に生える．葉の表面に無性芽が

多数生じることが特徴である．海岸の崖などによく見

られるが，無性芽をつけている個体は多くない．

確認地点：北茨城市平潟町　五浦　神岡上，高萩市高

戸，十王町伊師本郷，日立市川尻町　折笠町　日高町�

東滑川町　東金沢町　大みか　久慈浜．

（�）イブキ　ヒノキ科

　海岸部に生える常緑針葉樹．国内では，本州（岩手

県以南），四国，九州，琉球に知られ，県内では，十

王町伊師浜の「いぶき樹叢」は大正��年に国の天然記

念物に指定されている．大きな個体が残されている

が，実生等の若い木のないことが心配である．植樹な

どの保護策が講じられている．北茨城市五浦の海岸崖

地のものは人が近づくことができない．

確認地点：北茨城市五浦，十王町伊師．

（�）ハイネズ　ヒノキ科

　海岸の砂地に生える常緑の針葉樹で，幹は這ってい

る．国内では北海道から九州（種子島まで）に知られ

ている．県内では砂地の多い南部の海岸に多く，北部

の海岸では限られているようである．時に崖地にも見

られる．

確認地点：高萩市赤浜　高戸　高浜町，十王町伊師浜．

（�）テンキグサ　イネ科　

　海岸の砂地に群生する多年草．全体平滑で，白緑色

を呈する．国内の分布は北海道，本州，九州に知られ

ている．海岸の護岸工事等にも利用されており，本来

の自生との判別が困難になっている．

確認地点：北茨城市平潟　長浜　神岡下　神岡上　下

桜井　小野矢指，高萩市赤浜　高戸　高浜町，十王町

いぶき山　伊師浜，日立市国分町　河原子　水木　大

みか．

（�）ケカモノハシ　イネ科　　

　海岸の砂地に生える多年草．全体に毛があり，特に

茎の節には毛がある．国内の分布は北海道から九州

で，県内では各地の砂浜海岸に見られる．調査地域で

は比較的広い砂浜に生育している．

確認地点：北茨城市神岡下　下桜井　小野矢指，高萩

市赤浜　高浜町，十王町いぶき山　伊師浜，日立市河

原子．

（�）オニシバ　イネ科　　　　　　

　海岸の砂地に生える多年草．シバより少し大型で，

小穂は長さ約�～����，幅約����である．花期は

夏．分布は北海道から琉球で，県内では各地の海岸に

普通に見られる．調査地域では比較的広い砂浜に生育

している．

確認地点：北茨城市下桜井　小野矢指，高萩市赤浜，

十王町いぶき山　伊師浜，日立市河原子．

（�）ハマエノコロ　イネ科　　　　

　海岸の砂地に生える�年草．草丈は低く，亡の長い

のが特徴である．全国の海岸に分布するとされてい

植 物
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る．最近は少なくなっているのか，調査地域でもあま

り確認できなかった．

確認地点：北茨城市神岡下　下桜井，十王町伊師いぶ

き山．

　　　　　　　　

（��）ハタガヤ　カヤツリグサ科

　日当たりのよい荒地や畑地に生える�年草とされて

いるが，主に海岸の砂地に見られる．国内では本州か

ら琉球に分布し，県内では海岸砂地に稀に見られる．

県北部では高萩市に記録があるが，今回は確認できな

かった．

（��）ハマアオスゲ　カヤツリグサ科

　海岸の砂地，草地や林下に生える多年草．匍匐枝を

生ずるのが特徴である．国内では本州から琉球に普通

とされている．県内ではやや南部の海岸に多いようで

ある．今回は確認できた地点は少なかった．

確認地点：北茨城市下桜井，高萩市赤浜，十王町伊師

浜．　　　　　　

（��）コウボウシバ　カヤツリグサ科

　主に海岸の砂地に生える多年草．葉は�～����．

雌雄同株で，果胞は長さ�～����．国内では北海道

～琉球の海岸砂地に知られている．県内でも各地の海

岸に見られる．調査地域でも各地で確認できた．

確認地点：北茨城市平潟　長浜　下桜井，高萩市赤浜

　高戸　高浜町，十王町いぶき山　伊師浜，日立市東

滑川町　国分町　河原子　大みか　久慈浜．

（��）コウボウムギ　カヤツリグサ科

　海岸の砂地に多い多年草．葉は幅�～����．普通

雌雄異株．雌小穂は卵形で長さ������，果胞は長さ��

��．国内の分布は北海道西海岸から琉球で，県内でも

各地の海岸に見られる．調査地域でも各地で確認でき

た．

確認地点：北茨城市平潟町長浜　神岡下　神岡上　下

桜井　小野矢指，高萩市赤浜　高浜町，十王町いぶき

山　伊師浜，日立市河原子．

（��）スカシユリ　ユリ科　　　　　

　海岸の崖や岩場，砂地などに生える多年草．花期は

�月下旬から�月で，花は上を向いて咲く．分布は本

州の太平洋側は紀伊半島以北，日本海側は新潟県以北

とされている．県内では広く各地の海岸に記録されて

いるが，個体数の減少が指摘されている．

確認地点：北茨城市，高萩市赤浜　高戸，十王町いぶ

き山　伊師浜，日立市川尻町　田尻町　東滑川町　国

分町　河原子　大みか．

（��）ヒメイズイ　ユリ科

　海岸や山地に生える多年草．茎は直立し，初夏に淡

黄緑色の筒形の花を葉腋に下垂する．国内の分布は北

海道，本州中北部，九州とされ，県内でも山地と海岸

に知られているが産地は多くない．海岸ではクロマツ

林下や草地に見られる．確認地点は少なかった．

確認地点：高萩市赤浜　高戸，十王町伊師浜．

　

（��）ハマカキラン　ラン科

　海岸のクロマツ林下に生える多年草．全体に短毛が

あり，花はカキランより地味で唇弁は白色から黄緑色

で赤紫色の斑紋がある．分布は青森県から愛知県の太

平洋岸のクロマツ林下とされている．県内では南部の

鹿嶋市から北部の海岸に稀に見られたが，場所によっ

ては個体数は少なくなっているようである．今回の調

査では確認できた地点は少なかった．

確認地点：十王町伊師浜（������），日立市河原子

（������　������）．

（��）ラセイタソウ　イラクサ科　

　海岸の崖地などに多い多年草．葉は厚く，表面はし

わが多く，ラシャに似ている．分布は北海道南部から

紀伊半島までの太平洋岸とされている．県内では地形

の関係もあり，北部の海食崖等に見られる．調査地域

では各地の海岸に生育している．
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確認地点：北茨城市平潟　長浜　五浦　大津港　磯原

天妃山　小野矢指，高萩市赤浜　高戸，十王町いぶき

山　伊師浜，日立市川尻町　田尻町　相田浜　東滑川

町　東町　会瀬　国分町　河原子　東金沢町　水木　

大みか．

（��）オカヒジキ　アカザ科　　　

　海岸のやや有機質の多い所に生える�年草．葉は円

柱形で肉質，先は刺状になっている．若い茎や葉は食

用とされる．国内では北海道から琉球に知られ，県内

では各地の海岸に見られる．

確認地点：北茨城市平潟町　長浜，高萩市赤浜，十王

町いぶき山　伊師浜，日立市東滑川町　国分町　河原

子　久慈浜．

（��）ツルナ　ツルナ科　　　　　　　

　海岸の砂地に生える多年草．葉は卵状三角形からひ

し形，多肉質で厚い．国内では北海道から琉球に知ら

れ，太平洋沿岸に多いとされている．県内では各地に

点在している．調査地域では思ったより確認地点が少

なかった．

確認地点：高萩市高戸，日立市東滑川町　国分町　河

原子　水木　大みか．

（��）ハマナデシコ（フジナデシコ）　ナデシコ科

　海岸に生える多年草．夏から秋にかけて，多数の紅

紫色の花をつける．本州（福島県以南），四国，九州，

琉球に分布．県内では南部の鹿島郡の海岸に見られ，

北部の海岸ではこれまで記録がなかった．今回の調査

で日立市小木津町の崖地に群生しているのを確認し

た．尚，福島県では相馬市松川浦やいわき市の海岸に

生育している．

確認地点：日立市小木津．

（��）ハマツメクサ　ナデシコ科　

　海岸の崖の下部ややや湿った土地に生える�年草ま

たは多年草．ツメクサに似ているが，茎は太く，全体

的に大きい．国内では北海道から琉球に知られ，県内

では北部の方が南部より多いようである．

確認地点：北茨城市長浜　五浦　磯原天妃山，高萩市

高戸，十王町伊師浜，日立市会瀬　河原子．

（��）ハマハタザオ　アブラナ科　

　海岸の砂地やクロマツ林の下などに生える越年草．

茎は直立し毛がある．花は白色で，春から初夏に咲

く．国内では北海道から九州とされ，県内でも各地の

砂地の海岸や林下に見られる．生育地は減少している

ようである．

確認地点：北茨城市小野矢指，高萩市赤浜，十王町い

ぶき山　伊師浜．

（��）トベラ　トベラ科

　海岸の崖地や砂地などの林に生える常緑小高木．花

は白色で，初夏に咲く．果実は秋に熟し，種子は赤橙

色で粘液に包まれている．国内の分布は本州（太平洋

側は岩手県以南，日本海側は新潟県以南）から琉球と

されている．県内では各地の海岸林や崖地に普通に見

られる．県北部でも各地に生育している．

確認地点：北茨城市平潟　長浜　五浦　大津港　神岡

下　神岡上　磯原天妃山　小野矢指，高萩市赤浜　高

戸　高浜町，十王町いぶき山　伊師浜，日立市川尻町

　田尻町　日高町　相田浜　東滑川町　旭町　会瀬　

国分町　河原子　東金沢町　水木　大みか　久慈浜．

（��）ハマナシ　バラ科

　海岸の砂地に生える落葉低木で，茎や枝には太い刺

や細い刺針がある．国内では北海道から太平洋岸は茨

城県南部まで，日本海側は島根県まで分布する．鹿嶋

市の生育地は現在も国指定の天然記念物に指定されて

いる．しかし，高萩市の生育地は一度指定されたがそ

の後絶滅し，指定が解除された．北茨城市や日立市に

記録があるが，確認されていない．

（��）カジイチゴ　バラ科

　海岸に生える落葉低木．葉は大きく卵円形で，�～

�裂する．花は白色で大きく，果実は球形で食べられ

る．分布は本州（関東地方以西の太平洋岸），四国，

九州である．県内では沿岸地に見られるが，本来の自

生かどうかはっきりしない．

確認地点：北茨城市平潟町　五浦　大津港　磯原天妃

山，高萩市高戸　高浜町，日立市田尻町　折笠町　東

滑川町　旭町　会瀬　国分町　東金沢町　水木　大み

か　久慈浜．

（��）センダイハギ　マメ科

　海岸に生える多年草．北国に産する種類で，北海道

と本州（中部地方以北）とされている．県内では，高

萩市に古く記録されているが，ここ��年近くは生育

が確認されていない．福島県植物誌には記録がない．
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（��）ハマエンドウ　マメ科

　主に海岸の砂地や草地に生える多年草．花は青紫色

から赤紫色で，花期は�～�月である．国内では北海

道から琉球で，県内でも各地の海岸に見られる．花期

の浜辺は美しい．調査地域ではハマヒルガオよりは個

体数は少ない．

確認地点：北茨城市神岡下　神岡上　下桜井　小野矢

指，高萩市赤浜　高戸　高浜町，十王町いぶき山　伊

師浜，日立市日高町．

（��）オオバグミ（マルバグミ）　グミ科

　海岸に生える常緑低木．花は秋に咲き，果実は春に

熟する．葉は大きく，革質で，表面は深緑色ではじめ

は白い鱗片で覆われている．裏面は銀白色の鱗片に黄

褐色の鱗片が混じる．国内の分布は本州（東北南部以

南）から琉球で，県内では北部に産地が多い．

確認地点：北茨城市平潟　長浜　五浦　大津港　磯原

天妃山，高萩市高戸，十王町いぶき山　伊師浜，日立

市川尻町　日高町　東滑川町　東町　会瀬　国分町　

河原子　東金沢町　水木．

（��）ハマゼリ　セリ科

　海岸の草地や崖の下部などに生える多年草．葉は羽

状複葉でよく切れ込んでいる．花は小さく，白色で，

夏から初秋に咲く．国内の分布は北海道から九州で，

県内では北部の海岸に見られる．調査地域ではやや少

ない感じがする．

確認地点：北茨城市五浦，高萩市高戸，日立市国分町

　河原子　大みか．

（��）ハマボウフウ　セリ科

　海岸の砂地に生える多年草．茎などに毛がある．花

は白く，夏に咲く．国内の分布は北海道から琉球とさ

れ，県内では各地の海岸に点在する．若芽は食用とさ

れ，各地で個体数が減少している．

確認地点：北茨城市下桜井，高萩市赤浜，十王町いぶ

き山　伊師浜，日立市東滑川町．

（��）マルバトウキ　セリ科

　海岸の草地や崖の下部などに生える多年草．全体無

毛．葉は�回�出複葉．花は白色で夏に咲く．果実は

扁平で長楕円形．国内の分布は北海道，本州北部とさ

れ，太平洋側では茨城県のひたちなか市（那珂湊）を

南限地としている．県内では那珂湊以北であるが，産

地は少ない．調査地域でも稀である．

確認地点：北茨城市平潟町長浜　五浦，高萩市赤浜　

高戸　高浜町，十王町伊師浜．

（��）ハマボッス　サクラソウ科

　海岸の崖地などやや湿った所に生える多年草．全体

無毛．花は白色で初夏に咲く．国内の分布は北海道か

ら琉球と広い．県内では地形の関係もあり北部の海岸

崖地に見られる．

確認地点：北茨城市五浦，高萩市高戸，十王町伊師浜，

日立市川尻町　相田浜　東滑川町　会瀬　国分町　河

原子　水木　大みか．

（��）オオバイボタ　モクセイ科

　海岸近くに生える半常緑の低木．葉はやや厚く，光

沢があり，中肋は表面が凹み，裏面に隆起している．

側脈もはっきりしている．国内では本州から九州に分

布し，県内でも各地の海岸で見られる．

確認地点：北茨城市五浦　神岡下　神岡上　磯原天妃

山　小野矢指，高萩市赤浜　高戸，十王町いぶき山　

伊師浜，日立市川尻町　折笠町　日高町　東滑川町　

旭町　会瀬　国分町　河原子　東金沢町　水木　大み

か　久慈浜．

（��）イヨカズラ　ガガイモ科

　海岸の草地や林のへりなどに生える多年草．葉は楕

円形でやや厚く両面の脈上に短毛がある．花は淡黄白

色で�～�月である．果実は広披針形で長さは�～����

で目立つ．国内の分布は本州から九州とされ，県内で

はひたちなか市（那珂湊）以北の海岸草地などに生育

している．調査地域でも確認地点は少なく個体数も少

ない．

確認地点：北茨城市五浦（������），高萩市高戸

（������），十王町いぶき山（������　������）　伊師浜

（������），日立市大みか（������）．
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（��）ハマヒルガオ　ヒルガオ科　

　主に海岸の砂地に生える多年草．群生することが多

く，�～�月の花期の砂浜は見事である．国内の分布

は北海道から琉球と広く，県内でも各地の砂浜に見ら

れる．調査地域でも普通に産する．

確認地点：北茨城市平潟町　長浜　神岡下　神岡上　

下桜井　小野矢指，高萩市赤浜　高戸　高浜町，十王

町いぶき山　伊師浜，日立市川尻町　日高町　相田浜

　東滑川町　会瀬　国分町　河原子　水木　大みか　

久慈浜．

（��）ハマゴウ　クマツヅラ科

　海岸の砂地に生える落葉小低木．茎は砂中を長く

はっている．葉は微毛が密生し，表面は灰緑色，裏面

は灰白色である．国内では本州から琉球に分布し，県

内では比較的広い砂地に見られる．

確認地点：北茨城市神岡下　小野矢指，高萩市赤浜　

高浜町，十王町いぶき山　伊師浜．

（��）ウンラン　ゴマノハグサ科　

　海岸の砂地に生える多年草．花は黄白色で�～��

月に咲く．国内の分布は北海道，本州（千葉県以北の

太平洋岸，瀬戸内海沿岸，日本海沿岸）とされている．

県内では南部の海岸に砂浜が多いことも関係し，記録

地点は多く，北部では少ない．調査地域でも多くはな

い．

確認地点：北茨城市神岡下　下桜井　小野矢指，高萩

市赤浜　高浜町，十王町いぶき山　伊師浜　日立市．

（��）ハマウツボ　ハマウツボ科　

　海岸や河原のヨモギ属植物に寄生する�年草．茎は

黄褐色で太い．国内の分布は北海道から琉球である．

県内では稀で，調査地域では十王町伊師浜に記録があ

るが今回は確認できなかった．

（��）シロヨモギ　キク科　　　　　

　海岸の砂地に生える多年草で，全体綿毛があって白

色である．花は�～��月である．国内の分布は北海

道，本州（新潟県・茨城県以北）で，太平洋岸では本

県を南限地としている．県内では南部の鹿嶋市まで知

られている．調査地域での確認地点は少ない．

確認地点：高萩市赤浜（������　������）　高浜町

（������）　十王町いぶき山（������　������）　伊師

浜（������　������　������）．

（��）カワラヨモギ　キク科

　調査地域では広い砂地の海岸に見られる．

確認地点：北茨城市小野矢指，高萩市赤浜，十王町い

ぶき山　伊師浜，

（��）ハマギク　キク科

　海岸の崖地などに生える亜低木．葉はへら形で長さ

�～����で，ヘリに鋸歯がある．花は白色の大きな頭

花で��～��月に咲く．分布は青森県八戸市の海岸か

ら茨城県ひたちなか市那珂湊の海岸までである．本県

を南限地にしている．調査地域では海岸崖地によく見

られる．

確認地点：茨城市平潟町　長浜　五浦　大津港　磯原

天妃山，高萩市赤浜　高戸，十王町いぶき山　伊師浜，

日立市川尻町　日高町　相田浜　東滑川町　東町　旭

町　会瀬　国分町　河原子　水木　大みか　久慈浜．

（��）コハマギク　キク科

　海岸の崖地などに生える多年草．葉は長い柄があ

り，広卵形で，長さ幅ともに�～����，羽状に�中裂

または�浅裂する．花は�～��月で，白色の頭花を

つける．分布を見ると，北海道では根室から太平洋側

植 物
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を渡島まで，本州では青森県の竜飛崎から太平洋岸を

茨城県ひたちなか市の磯崎海岸までである．本県を南

限地としている．県北部の海岸崖地に見られるが，ハ

マギクよりは少ない．

確認地点：北茨城市平潟町長浜　五浦，高萩市高戸，

十王町伊師浜，日立市川尻町　折笠町　国分町　河原

子．

（��）ハマニガナ　キク科

　海岸の砂地に生える多年草．葉は長い柄があり，�

～�裂している．花は黄色で，春から秋に咲く．国内

では北海道から琉球に産する．砂地ではハマヒルガオ

に比べると個体数は少ない．

確認地点：北茨城市神岡下　下桜井　小野矢指，高萩

市赤浜　高浜町，十王町いぶき山　伊師浜，日立市河

原子．

（��）ハチジョウナ　キク科

　荒地や海辺に生える多年草で，北の海辺に多いとさ

れている．花は夏から秋で，黄色の頭花をつける．国

内では北海道から九州の海岸に産する．県内の産地は

意外と少ない．もっと注目されてもよい種類と思われ

る．

確認地点：高萩市高戸（������），日立市国分町

（������）　河原子（������　������）．

（��）ネコノシタ（ハマグルマ）　キク科

　海岸の砂地に生える多年草．茎は長く這い，葉は対

生する．葉は剛毛があり，ざらつく．花は夏から秋．

国内の分布は本州（関東・北陸地方以西）から琉球と

されている．県内では東海村の海岸以南には比較的見

られる．調査地域ではかって日立市国分町の海岸にお

いて生育が確認されていたが，今回の調査ではどこの

海岸でも確認できなかった．

（��）ツワブキ　キク科

　海岸の崖地などに生える常緑の多年生草本．秋遅く

黄色の頭花をつける．国内では太平洋側は福島県南

部，日本海側では石川県以西の本州から琉球に分布

し，茨城県北部の生育地は北限地に近い産地である．

日立市の海岸崖にはやや多いようであるが，より北で

は少なくなっている．

確認地点：北茨城市磯原天妃山（������　������），高

萩市赤浜　高戸（������　������），日立市相田浜

（������）　東滑川町（������）　旭町（������）　会瀬

（������）　国分町（������）　河原子（������　������

　������）　水木（������　������）　大みか（������）．
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茨城県北東部地域の維管束植物

凡例��
学名および和名の配列�
・科の配列順序は，「植物目録」（環境庁自然保護局編，����）に従った．�
・属および種の配列は，学名のアルファベット順とした．�
・和名と学名は，主としてシダ植物を「日本の野生植物・シダ」（岩槻邦男，����）に，種子植物を「新日本植物誌顕花編」（大井次三郎著・北川政夫改訂，����），帰化植物
を「原色日本帰化植物図鑑」（長田武正，����）によった．一部の種類についてはその他の文献から適切と思われる学名を使用した．�

地区別リスト�
　・地区別リストは花園地区，里美・君田地区，高鈴地区，平地および海岸の５地区にわけた．
特記した植物�
・◎は本文中で特記した海浜植物，県内稀産種，絶滅危惧種�
・茨－：茨城県版レッドデータブック該当種（����）．
・環－：環境庁版レッドデータブック該当種（����）．

付表���．�茨城県北東部地域の維管束植物目録

確認種調査地���

���花園山周辺地域�

���里美，君田周辺地域�

���神峰山，高鈴山，真弓山周辺地域�

���海岸・平地地域〔平地〕�

���海岸・平地地域〔海岸〕�

PTERIDOPHYTA シダ植物
Psilotaceae マツバラン科

茨城－絶滅危惧種，環－絶滅危惧Ⅱ類○� �������	
���


�（�����）������� マツバラン
Lycopodiaceae ヒカゲノカズラ科

○○○○� ��������	
����
��������
����� ヒカゲノカズラ
茨城－絶滅危惧種◎○○� ��������	
�������
��������
����� アスヒカズラ
茨城－希少種○○� ��������	
����
��������
������ マンネンスギ

○○○○○� ��������	
���
����������������� トウゲシバ
Selaginellaceae イワヒバ科

茨城－希少種◎○○� ��������	
�����	
�����

（���）�������� カタヒバ
○○○� �������	
��������
�	�
�	�����	
��� クラマゴケ

Isoetaceae ミズニラ科
茨城－希少種，環－絶滅危惧Ⅱ類○○○� ����������	
���
�
�������� ミズニラ

Equisetaceae  トクサ科
○○○○○� ��������	
����
�	��	�������� スギナ

○� �������	
����
���	��
������� イヌスギナ
海浜植物◎○○� ��������	
����
������������	���� イヌドクサ

Ophioglossaceae ハナヤスリ科
○� �������	
��
��������

�（������）�������	 オオハナワラビ
○○○○� �������	
��
��������
�（������）����� フユノハナワラビ
○○○○� �������	
��
�����������
�（�����）���� ナツノハナワラビ

○� �������	
�	��
���
�
��
��������� ヒロハハナヤスリ
Osmundaceae ゼンマイ科

県内稀産種◎○○○○　　�������	
���
		��������
		�������������������	�
�� ヤマドリゼンマイ
○○○○○　　�������	
����
�	�������	���� ゼンマイ
茨城－危急種○○　　�������	
����	
������	���� ヤシャゼンマイ

Plagiogyriaceae キジノオシダ科
○○� �������	
���	��
����
�	�（�����）������� オオキジノオ

県内稀産種◎○○○� �������	
���	��
��
�	�������	�� キジノオシダ
Gleicheniaceae ウラジロ科

県内稀産種◎○○� �������	
��
�������
�	���（�������	
�）�������		 コシダ
○○○� ��������	�
�����
�
�����
��� ウラジロ

Schizaceae フサシダ科
○○� �������	
���
����
���（�������	
�����
�）���� カニクサ

Hymenophyllaceae  コケシノブ科
○○○� �������	
��
�����	�����（�����）�������	�� ウチワゴケ
○○○○� �������	
���

�����������（���������	
）������ コウヤコケシノブ

茨城－希少種◎○� �������	
���

���

��
�
��������	
��� キヨスミコケシノブ
○� �������	
���

����

��	��
�（���）������ ホソバコケシノブ
○� �������	
���

�������������������
������ コケシノブ

Lindsaeaceae ホングウシダ科
○○○� �������	
���
����
	�	�
�（�����）������� ホラシノブ

Davalliaceae シノブ科
○○� ���������	��
��	�
		���������������� シノブ

Parkeriaceae ミズワラビ科
○� �������	
����
	
����������

	�� ハコネシダ
○○○� �������	
���
���
�����		�� クジャクシダ
○○� ���������	
������
�	����
����	���� イワガネゼンマイ
○○� ��������	
���
������
�
����

����� イヌイワガネソウ
○○� ��������	
���
���������（������）������� イワガネソウ

県内稀産種◎○　○� �������	
���
����
���（������）������ タチシノブ
Pteridaceae イノモトソウ科

○○○○� �������	
�����	���
	������ オオバノイノモトソウ
茨城－危急種◎○○� �������	
�����

���������� オオバノハチジョウシダ

○○○� �������	
���
�	�	�����	����� イノモトソウ
Blechnaceae  シシガシラ科

○� �������	
���
�
������
��
���� オサシダ
○○○○○� ��������	
���
�
���
���
��（�����）������� シシガシラ
海浜植物◎○○○○� ��������	
��	��
��
�	���������� コモチシダ

Dryopteridaceae オシダ科
県内稀産種◎○� �������	
��
�����������（�����）�������		 オオカナワラビ
茨城－希少種◎○� ��������	
��
����
�����（������）�������			 ホソバカナワラビ

○○○○○� �������	
��
����������������������� ホソバナライシダ
○� �������	
��
�����������
�（������）������� ナンゴクナライシダ

県内稀産種◎○� �������	
��
���������（�������	
�	��
���）������� シノブカグマ
○○○� �������	
��
�������������（������）������ ハカタシダ

備考�����和名学名
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茨城－希少種◎○○� ����������	
��
��������	�（������）�������	
����
	（������）����� オニカナワラビ
○○○○○� �������	
��
������

��	��（�����）����� リョウメンシダ
茨城－希少種　○� �������	�	
���
	���	��	���（����）������� キヨスミヒメワラビ
海浜植物◎○○○� �������	
��
�
������
（����������）������� オニヤブソテツ

○○○○○� �������	
��
�
	�����������
��� ヤブソテツ
◎○○○○� �������	
��
�
	�����������
����������������（������）��������ヤマヤブソテツ

○○○○○� ��������	
����
���
����（�����）�������� ミサキカグマ
○○○○� �������	
���
����

���������������� オシダ
○○○○○� �������	
���
����
���
���（�����）�������	
��� ベニシダ
茨城－希少種◎○○� �������	
���
���	��
�（���）�������	
����
��������� シラネワラビ

○○○○� �������	
���
��������
�
���������� オオベニシダ
○○○○� �������	
���
�������（�������	
�����
�）�������	
��� クマワラビ
茨城－希少種○○○○� �������	
���
����
�����（������）���������� ミヤマベニシダ

○○○○� �������	
���
���		����
�
���������� トウゴクシダ
○○○� �������	
���
�	�������（�����）��������� オオイタチシダ

○○� �������	
���
�	�����	�
（�������	
�	��
���）���������� ミヤマクマワラビ
◎○○○○○� �������	
���
�
�����（�������	
�	��
���）���������� ミヤマイタチシダ

○� ��������	
�����
����
��	
���������� ヒメイタチシダ
○○○○� �������	
���
�
�������������
���� イワイタチシダ
○○� �������	
���
�
����������������������� イヌイワイタチシダ
○○○� �������	
���
�
������
�
（�������	
�	���
��）���������� タニヘゴ
○○○○� �������	
���
���������
（������）��������� オクマワラビ
○○○○○� �����������	
��
�	
（�����）�������	
���
���
����（������）�������ヤマイタチシダ
県内稀産種◎○○○� �������	
��
������	����	����（������）�������� ツルデンダ

○○○○� �������	
��
�����������	�����������（������）��������� アスカイノデ
茨城－危急種○○○� �������	
��
������������	�����
���� アイアスカイノデ

○○○○� �������	
��
������
�����������（������）�������� ツヤナシイノデ
○○○○� ����������	
��
�����������	���（������）����������	�
����
��
（������）�������イワシロイノデ

◎○○○○○� ��������	
��
�������������
�（���������	
���）�������� イノデ
○○○� �������	
��
�����
��	�����������（������）��������� サカゲイノデ

茨城－希少種◎○� �������	
��
���
�������������
���� イノデモドキ
○○○○� �������	
��
���
���
����（�����）�������� ジュウモンジシダ

茨城－希少種○� �������	
��
���
	�	�	����	�（�����）��������� ヒメカナワラビ
Thelypteridaceae    ヒメシダ科

○○○○� �������	
���
��������
���

�����（��������）������� ゲジゲジシダ
○○○○○� �����������	

	���
��（�������）�������	
����
�������
�（�������	�
	��
��）���������ミゾシダ
○○� �������	
���
������
����（������）�������� ホシダ
◎○○○� �������	
���
���������
����（�����）�������� ハシゴシダ

○○○○○� �������	
���
����
��
��（�����）��������� ハリガネワラビ
○○○� �����������	
��
����
��（�����）�������	
���

�
�	（�������）����������イワハリガネワラビ

○○○○○� ��������	
���
�����（�������	
�	��
���）�������� ヤワラシダ
茨城－希少種○○� �������	
���
���


��
��（�������	
�	��
���）�������� ニッコウシダ

○� �����������	
��

���

��（�������	
�	��
���）�������	
���

�	���（����）�����ケヒメシダ
○○○○○� �������	
���
��
������
�（�������）��������� ヒメシダ

○○� �������	
���
��
����
���
�（�����）���������	�
��
���� ミヤマワラビ
○○○� �����������	
���
		��
���（�����）�������	
���

�	
�
（����）�������	�� ヒメワラビ
○○○○� �������	
���
���
�
�
��������������� ミドリヒメワラビ

Athyriaceae メシダ科
茨城－希少種○� �������	
���
�
�

����������� カラクサイヌワラビ

○○○� �������	
���
����

��	�������
��� サトメシダ
○� �������	
���

��������
��
���� ホソバイヌワラビ

○� �������	
����
����	��（������）������� ヌリワラビ
○○○○○� ��������	
���	
��	�
�（�����）������� イヌワラビ
○○○○○� ��������	
���

���

（�������	
�	��
���）������� ヤマイヌワラビ
○○○� ��������	
���
�	�

（�����）�������� ヒロハイヌワラビ
○○○○○� �������	
��
�	���������（�������	
�	��
���）������� ヘビノネゴザ

○� �������	�
���
�����
���	��	
�	�（������）������� ハコネシケチシダ
○○○○� �������	�
���
�����	��������������（������）������ イッポンワラビ
○○○○� �������	�
���
���������	�
������（�����）������� シケチシダ
○○○○○� �������	
�	��
�����（�������	
�	��
���）�������� ホソバシケシダ

○○� �������	
�	��
�����������	�
���	� オオホソバシケシダ
○� �������	
�	���
�
��������	（������）�������� セイタカシケシダ

○○○○� �������	
�	��	�
���	（������）������� シケシダ
　○○○� ��������	
����
�����（������）�������� オオヒメワラビ
○○○○○� ���������	���
��
�
��（������）�������� ミヤマシケシダ

○○� �������������	
��
���（������）��������	�
������
���������������� ハクモウイノデ
○� ��������	
���
	
�

	���（������）�������� ミドリワラビ

茨城－危急種◎○� ��������	
����
����
������	�	�	� オニヒカゲワラビ
県内稀産種◎○○� ������������	
����
���	（�������	
�����	）����������	�
�����
（������）�������ミヤマシダ

○○○○� ��������	
����
��	�������（�����）�������	 キヨタキシダ
茨城－希少種◎○� ��������	
����
��
���	���（���������	

������
����）��������ヘラシダ
茨城－危急種◎○� ��������	
����
�����	�（�����）������ ノコギリシダ

○○○○○� ���������	

����
��������（�����）������ イヌガンソク
○○○○� ��������	
�����
��
������	��
（�����）������� クサソテツ
○○○� ��������	
���
��
�
	
���
���������
���������	
���
�	 コウヤワラビ

○○� ���������	
��
�
���	���	�������� フクロシダ
○� ��������	
����
�	�
���
��	�������� イワデンダ

Polypodiaceae ウラボシ科
○○○○� �������	
��

���
���

（������）�������� ミツデウラボシ

○○○� ��������	
��

��������
��

�������
� マメヅタ

備考�����和名学名
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茨城－希少種◎○○○� �������	
��

����
	����
（������）������ ホテイシダ
○○� �������	
��

�����	（�������	
�	��
���）������ ヒメノキシノブ

○○○○○� �������	
��

���
�����	��

（������）������� ノキシノブ
茨城－危急種◎○� �������	
����
������������（������）�������� クリハラン
県内稀産種◎○○○� ��������	
���
�������	
��（�����）�������� ビロードシダ

Grammitidaceae    ヒメウラボシ科
茨城－危急種◎○○○� ��������	�
���
�	���	�（������）��������� オオクボシダ

Dennstaedtiaceae    コバノイシカグマ科
○○○○○� ��������	
���

���
�	�
�（���）�����������	���� イヌシダ
茨城－希少種◎○� ���������	
��	�
��

��
（���������	

��）�������� コバノイシカグマ

○○○○� ��������	
���

���
�����

（�����）��������� オウレンシダ
○○○� �������	
���
���������（������）����������	
���� イワヒメワラビ
県内稀産種◎○○○� �������	
��
�����	������（������）���������� フモトシダ

○○○○○� �������	
�
�
����
�
��
（�����）�������	
����
�������（�����）�������	�
	�����		ワラビ
Aspleniaceae    チャセンシダ科

○○○○○� �������	
��
�������
����
���� トラノオシダ
茨城－希少種◎○� �������	
��
���
��
�������
������ クモノスシダ
県内稀産種◎○○� �������	
��
�����
	���������� コバノヒノキシダ

○○� ��������	
��
��	
������	��������� イワトラノオ
SPERMATOPHYTA 種子植物
GYMNOSPERMATA   裸子植物
Pinaceae    マツ科

○○○○� �������	
����
����	���	�������� モミ
○○○○○� �������	
����
�
���������������	���� アカマツ
茨城－危急種◎○� ��������	�
��
���������������������� ヒメコマツ（ゴヨウマツ）

○○� �������	
���	�
�������������クロマツ
Taxodiaceae    スギ科

植栽○○○○○� �������	
��
������	�����（����������）�������� スギ
Cupressaceae ヒノキ科

植栽○○○○� �������	�
��
�����������（���������	
���）���������	
������ ヒノキ
植栽○� �������	�
��
�����
����
��（���������	
���）�������� サワラ
茨城－危急種◎○� �������	
���
���	���
	
��	������ イブキ
海浜植物◎○� �������	
���
������������������ ハイネズ
植栽○○○� ��������	
����
	�������（����������）���������	
������ アスナロ

Podacarpaceae マキ科
植栽○� ��������	
��
���
	�������
�（������）�������� イヌマキ

Cephalotaxaceae イヌガヤ科
○○○○○� �������	
��

����	
�����
���
（������）���������� イヌガヤ

Taxaceae イチイ科
○○○○� ��������	
���
���	��（�����）���������	
������ カヤ

ANGIOSPERMAE 被子植物
DICOTYLEDONEAE 双子葉植物
CHORIPETALAE 離弁花類
Juglandaceae クルミ科

○○○○� ��������	
��	��	

������	��	������ オニグルミ
○○� �������	
��	
��	�
��
�������������������� サワグルミ

Salicaceae ヤナギ科
　○� �������	
	����
��
����������� ヤマナラシ
○○○○� �������	
�����
��	������� バッコヤナギ

○� �������	
���	
������������������������ ジャヤナギ
○○○� �������	
���
������������� オオキツネヤナギ
○○○○� ��������	�
������
������������ ネコヤナギ

○� �������	
�	��
����
������������ イヌコリヤナギ×バッコヤナギ
○� �������	
�	��
����
����������	�
��	���� イヌコリヤナギ×オノエヤナギ
○� �������	
�	��
����ｘ�������	���� イヌコリヤナギ×キツネヤナギ
○○○○� �������	
�	��
������������� イヌコリヤナギ
○○○○� ��������	�
������
�

�
������������� オノエヤナギ

○� �������	
���
	�������	���	��
���� コゴメヤナギ
○○� �������	
���
����	�	������������ タチヤナギ
○○○� �������	
����
	������������� キツネヤナギ

Betulaceae   カバノキ科
○○○○○� �������	
���
�������������	���� ヤシャブシ

○○○○� ��������	�
��
�����������������������������	�
�	���
�����	�	�
� ミヤマヤシャブシ
○○○� �������	
���

	����	
���� ケヤマハンノキ
○○○� �������	
���

	����	
������
��
���
���（�������）���������	�� ヤマハンノキ
○○○� �������	
���
�����（������）�������� ハンノキ
○　○○○� �������	
�
��
�����������
	���� オオバヤシャブシ
茨城－危急種，環－準絶滅危惧種◎○� �������	
���
���	��

��
�����
����� サクラバハンノキ
茨城－希少種◎○� ��������	
��
�
���
��

�
�����	��� ウダイカンバ
茨城－希少種○� �������	
���
��
��


���	�����������������	
��（����）������� シラカンバ
茨城－希少種◎○○� �������	
���
������������
��� オノオレカンバ

○○� ��������	
���
��
������������������ ミズメ
○○○○� ��������	
���
��������������� サワシバ
○○○○� �������	
��
���	��
����������� クマシデ
○○○○○� �������	
��
����
�����（���������	
���）�������� アカシデ
○○○○○� �������	
��
��
�����
�

����
����� イヌシデ
○� �������	
���
������
	

������
���������������	�
��
�������������ハシバミ

○○○� �������	
����
���
�
�����
���� ツノハシバミ
○○○� �������	
����
��������	��� アサダ

Fagaceae ブナ科

備考�����和名学名
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○○○○○� ���������	
����
	����
�
���
�������� クリ
○○○� �������������	�
����	
���（������）��������	
��
	���������（������）�������スダジイ

○○� �������	
���
�������	�
� ブナ
○○○○� ��������	�
���
����������� イヌブナ
○○○○� �������	
����
�
��������������		���� アカガシ

○○○○� �������	
����
�
���������		���� クヌギ
○○○○� �������	
���
	��
������������ ミズナラ

○� �������	
�����
��������
����� カシワ
○� �������	
����
��
����������� アラカシ
○○○○� �������	
����
	������������������� シラカシ

○○○� �������	
�����
�
�����
������ ウラジロガシ
○○○○○� ��������	�
�
�������
�������� コナラ

○○○� ��������	�
�
�

���
������������� ツクバネガシ
○� �������	
����
�
��
��������
������� オオツクバネガシ

Ulmaceae    ニレ科
○� ��������	
���

��

	
���	���� エゾエノキ

○○○� �������	
���
����
��
������������������（�������）�������� エノキ
○○� �������	
���
�����（�����）�������� ハルニレ

○� �������	
����
�
���（�������）������� オヒョウ
○○○○○� �������	
���
������（������）��������� ケヤキ

Moraceae    クワ科
○○○○○� �������	

���
�������������������� ヒメコウゾ
○○○� �������	
����

	��（������）�������� クワクサ
○○○○� ������������	
��
������������	�����������（�������	
�	��
���）�������イタビカズラ
○○○○○� ��������	�
���
�����
������������������ カナムグラ

○○○○� ����������	���
���	���

������������������（����）��������� カラハナソウ
○○○○○� ��������	�
��
�
������� マグワ

Urticaceae イラクサ科
海浜植物◎○� �������	
���
������
��������� ラセイタソウ

○○○○� �������	
���
���
����������������	���� クサコアカソ
○� �������	
���
�	���������
����
���� オニヤブマオ
○○○� ������������	
�	��
��	（����������）�������	��
��
������（������）���������ヤブマオ
○○○� �������	
���
�����������
���������� カラムシ

○○� ������������	
��������
�	
������

	��
��������（������）�������アオカラムシ
○○○○� �������	
���
���
�
������
���
��	�������������	�
������
������� メヤブマオ
県内稀産種◎○○� ��������	�
���
��������������	���� ナガバヤブマオ

○○○○○� ��������	�
���
������（������）��������� コアカソ
県内稀産種◎○○○� ���������	�
�����
�
�
�
�	����
����� ヤマトキホコリ

○○○○� ��������	
�����
�������
����
��������������	�
������ ウワバミソウ
○○○○� ��������	
����
�����	�（���������	
���）���������� ムカゴイラクサ

県内稀産種◎○○� ��������	
�����
	��
�
���（������）������� ミヤマイラクサ
○○○○○� ��������	�
���
����
	���������� カテンソウ
○○○○○� ��������	�
	�	���
	������� ミズ

○○○� ��������	�
	��
��	（������）��������		�


 ヤマミズ
○○○○� ��������	�
��
����	����������� アオミズ
○○� �������	
����
�����	�����	��������
������ イラクサ

Santalaceae ビャクダン科
○○� �������	
���
�
���	�����
���� カナビキソウ

Loranthaceae    ヤドリギ科
○� ��������	
���
	
���������������������（�������）������� ヤドリギ

Balanophoraceae    ツチトリモチ科
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○� ���������	
�	����


	�
������
�	��� ミヤマツチトリモチ

Polygonaceae    タデ科
○○○○○� �������	�
�
���
�
�
��	���������� ミズヒキ

○○○○� �������	�
�
���	
�
���

��	（�����）������� シンミズヒキ
○○○� �������	
�	��	
���������（�����������		
�）�������� ハルトラノオ
○○� �������	
���
���
�	�
���（�����）�������� サクラタデ
○○○○� �������	
���
��
��
�
	（������）����������� ミヤマタニソバ
○○○○� �������	
���
��
�����
���（�����）�������� ヤナギタデ
○○� �������	
���
��
����
��（������）����������� シロバナサクラタデ
○○○○○� �������	
���
��
���
	���（�������	）����������� イヌタデ

○� ��������	
��	����
	��	（�����）�������� オオネバリタデ
○○○� �������	
���
��
�����
		
	（������）����������� タニソバ

○○○○� ��������	
��	���	

�����	�（������）����������� ヤノネグサ
○○� �������	
���
��
�����
���（�����）����������� イシミカワ

　○○� �������	
���
��
���	���	（�����）������� ボントクタデ
○○� �������	
���
��	��
��（������）�������� サナエタデ

○○○○� �������	
���
��	�
�
��	�（�������	
�	��
���）����������� ママコノシリヌグイ
○○○○� �������	
���
��	
�
���

（������）������� アキノウナギツカミ
○○○○○� �������	
���
��
���
�����（�����）������� オオイヌタデ
○○○○○� �������	
���
��
�������

（���������	
���）����������� ミゾソバ

○� ��������������	
��
������（���������	
���）���������	
����
��
����
���
��
�
���オオミゾソバ
○○� �������	
���
��

	������（������）����������� ネバリタデ

○○○○○� �������	
���
��
���	�
���（������）�������� ハナタデ
帰化○○� ��������	
���	�
��������
	��（������）��������� ツルドクダミ

○� �������	
���
������������������� ミチヤナギ
○○○○○� �������	
��
������
	�����
������� イタドリ

○� �������	
��
������
	�����
������

����������	
������ ベニイタドリ
○○� �������	
��
����������	�	���（�������	�）�������� オオイタドリ
○○○○○� �������	
���	
������������ スイバ

備考�����和名学名
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帰化○○○○○� �������	
���	
��	������������ ヒメスイバ
帰化○� ��������	�
��
������������������ アレチギシギシ

○○� �������	
���
���������������� ギシギシ
帰化○○○○� �������	
���
������������������ エゾノギシギシ

Phytolaccaceae ヤマゴボウ科
帰化○○○○○� �������	
��

�������
������������ ヨウシュヤマゴボウ

Aizoaceae ハマミズナ科
○� ��������	
��
	������	
���
���（�����）�������	
��� ツルナ

Portulacaceae スベリヒユ科
○� �������	
��
�������
����������� スベリヒユ

Caryophyllaceae ナデシコ科
○� �������	
��
����
��������
���		���� ノミノツヅリ
帰化○○○○○� �������	
��
��������	�
����
������� オランダミミナグサ

○○○○○� �����������	
��
�
���
�������������������������	��
（�������）��������	��ミミナグサ
○○○○� ��������	
����	
��
�����
�����
�����������	
���



 ナンバンハコベ

茨城－危急種◎○� ��������	
���
����������
����� ハマナデシコ
○○○� �����������	
	���
��	
�����
��
�
��������������（������）�����������カワラナデシコ

○○○� �������	
���
�������
����	������ フシグロセンノウ
○� �������	
��
�������
����
�（�����）�������� オオヤマフスマ

茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○○� �������	
����

�������������（������）������ ナンブワチガイソウ
○○� ��������	
�����
��
��
������
�
（������）������� ヒゲネワチガイソウ

○○○� �������	
�����

	��（���）������� ツメクサ
海浜植物◎○� �������	
�����	���
��������� ハマツメクサ
逸出○� �������	
	���
	������

���� ムシトリナデシコ

○○� �������	
	����
����	���	���������� フシグロ
○� �������������	
������
��������
���	

����������（������）����������	
����ケフシグロ

帰化○� �������	
	������
����

����������
����������（�����）��������� マンテマ
○○○○� �������		
��
�
	
�����������
�����������（������）������� ノミノフスマ
○○○○○� �������		
��
�

�
���
（�����）�������� ウシハコベ

○○○○� �������		
��
�
�������	��
��
������� サワハコベ
帰化○○○○○� �������		
��
�
���
（�����）���������� コハコベ

○○○� ���������	
�	��
�
���
�	��	�������	�������	
�����

����� オオヤマハコベ
○○○○� �������		
��
�
�

�	��	��
��
����� ミヤマハコベ

Chenopodiaceae    アカザ科
帰化○� �������	
��
����������	������ ホコガタアカザ

○� �������	
�
�
�������
	������
������� マルバアカザ
○○○○� ��������	
	��
�����
���������� シロザ
帰化○○○� ������������	
��
�����	�	���（�����）��������	
����
��
������������ケアリタソウ

○� �������	
�
�
�����	��
������（������）�������� アカザ
海浜植物◎○� �������	
����
��

������������ オカヒジキ

Amaranthaceae ヒユ科
○○○○○� �������	
��
���������
�
��������
����������	
���			 イノコズチ
○○○○○� �������	
��
�������
�����������
�������� ヒナタイノコズチ

○� �������	
��
��������������（������）��������� ヤナギイノコズチ
茨城－絶滅種○� ��������	
���
��	����������
������������� マルバイノコズチ
帰化○� ���������	
��
�������
���		���� イヌビユ

Magnoliaceae    モクレン科
○○○○� ��������	�
���
�������
����
���
���������� シキミ
○○○○○� �������	
����
��
����������������������� ホオノキ

○○� ��������	
����
���	���������	������� コブシ
○○○� �������	
��
��������
�（���������	
���）��������� マツブサ

Schisandraceae    マツブサ科
○○○� �������	
������
�����（������）�������� サネカズラ

Lauraceae クスノキ科
茨城－希少種◎○○� �������	
��
��
���

�	���	
（���������	
���）��������� カゴノキ

○○○� ��������	
�
�
�
	
����	（�����）�������� クスノキ
県内稀産種◎○○� ��������	
�
�
�
	������
������������������ ヤブニッケイ
逸出○○○� ��������	
�
�
�
������������
����� ニッケイ

○� �������	
���
�����（���������	
���）�������� ヤマコウバシ
○○○� ��������	
���
������
������	��� ダンコウバイ
○○○○� �������	
���
��
���（���������	
���）�������� アブラチャン

○○○○� ��������	
���
�	��������������� クロモジ
○○○○� �������	
���
����
��
（�����）��������� シロダモ
○○○� �������	�
���
�������（���������	
���）�������	


 タブノキ

Eupteleaceae    フサザクラ科
○○○○� �������	
�
���
����������
���
	��������� フサザクラ

Cercidiphyllaceae カツラ科
○○○○� �������	
�
�
�����������
	����
������������� カツラ

Ranunculaceae キンポウゲ科
○○� �������	
��
��������	�������
��� ツクバトリカブト

県内稀産種◎○� �������	
	�	��	���	�
	�	��� ルイヨウショウマ
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類○� �������	
���
���	�
������������������� フクジュソウ
県内稀産種◎○○� �������	
������
�
���
������� ヒメイチゲ

○○○○� ��������	���
��

���������
������ ニリンソウ
○○○○� ��������	���
���
	���������������� キクザキイチゲ

○� �������	
�����

������������� アズマイチゲ
茨城－希少種○○� �������	
�
��
��	���
��������
��������������� レンゲショウマ
茨城－危急種◎○� �������	
������
	��
����������������������	�
���� リュウキンカ

○○� ��������	�
��
�
	����
（���������	
���）������������ オオバショウマ
○○○○� ��������	�
��
����������������� サラシナショウマ

備考�����和名学名



植 物

－　���　－

○○○○� �������	
��
�
�������
����� ボタンヅル
○○○○� ��������	
���	
������	������	�����
���������	
���� コボタンヅル
○○○○� ��������	
���
	�����	���������� ハンショウヅル

○� ��������	
����
	
���������
��������� クサボタン
○○○○� ���������	
��	��

������������ センニンソウ
○○○○� �����������	
�����
（������）�������	�
����
�
（����）������� コセリバオウレン

○○○○� ��������	
���

���	���
������������� トウゴクサバノオ
○○� ���������	�
���	���
�������������� ケキツネノボタン
○○○○○� ���������	�
�����
���	������������ ウマノアシガタ
逸出○� ���������	�
����
�
��������� ハイキンポウゲ

○� ���������	�
����	�
�
����������� タガラシ
○○○○○� �������	�
	�	���
���
���
	���������� キツネノボタン
○○○○○� �����������	
����

����

����	��������
���（���������	
���）����� アキカラマツ
茨城－希少種◎○○� �������	
��
���
�����
��
������
�����������	���� シキンカラマツ

Berberidaceae    メギ科
○○○○� ����������	
���
�����		����� メギ

○� ��������	
�����
��	�����
�����
���� ルイヨウボタン
○� �������������	
��
��������	�����	����	���������	��
（����）������イカリソウ

逸出○○� �������	
�����
	
�������� ヒイラギナンテン
逸出○○○� �������	
���	��
��
������������ ナンテン

Lardizabalaceae    アケビ科
○○○○○� �������	
���

����（������）��������� アケビ
○○○○○� �������	
���

���
���（������）�������� ミツバアケビ

○○� �������	
����
����
���������
����� ゴヨウアケビ
県内稀産種◎○○� �������	
��
���
����
����（������）��������� ムベ

Menispermaceae ツヅラフジ科
○○○○� ��������	
	����
��	
��	�（������）������ アオツヅラフジ
県内稀産種◎○○� ��������	
���	��
���	（������）���������	
������ ツヅラフジ

Nymphaeaceae    スイレン科
○� �������	
���
�
����������� コウホネ

茨城－希少種◎○○� ��������	
�
����

���
����
��� ヒツジグサ
Saururaceae    ドクダミ科

○○○○○� �������		�
��
�����
	
�������� ドクダミ
Chloranthaceae センリョウ科

逸出○� �������	
��
���������
（������）������� センリョウ
○○○○� �������	
��
�������	������������ ヒトリシズカ
○○○○� �������	
��
������

�
��（������）���������	
��
��� フタリシズカ

Aristolochiaceae  ウマノスズクサ科
○○○○� �������	
����

���������������� フタバアオイ
○○○� �������	�	
�����
������（����）��������	���� ウスバサイシン

Paeoniaceae   ボタン科
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○� �������	
�����
	
���（������）��������	�
�������� ヤマシャクヤク
茨城－危急種○� ������������	�
�����（������）��������	�
������
����������	��������ケヤマシャクヤク

Actinidiaceae マタタビ科
○○○○○� �������	
	�	���
����（���������	
���）�������	
�	�
��			 サルナシ
逸出○� �������	
	�	���
	
�
�	�����
�
���� オニマタタビ

○○○○� ��������	�
����
������（���������	
���）�������	
�	��
���			 マタタビ
Theaceae    ツバキ科

○○○○○� �������	

�����
�������������� ヤブツバキ
県内稀産種◎○○○○� �������	�
����
��������������� サカキ

○○○○� �������	
��
�
���
���������� ヒサカキ
○○� �������	
���
�
�������
�����
��
������� ナツツバキ

逸出○� �������	
����
�����
	�	�����（���������	
��）���������� モッコク
逸出○○○� �������	�
����
�
�
������� チャノキ

Guttiferae オトギリソウ科
○○○○� ��������	
��
�����	����
������ トモエソウ
○○○○○� �������	
��
��	
	��
����
������ オトギリソウ

○○○○� �������	
������
��（�����）�������	
��� コケオトギリ
○� �������	
��
���	�����
�（�����）��������� ミズオトギリ

Droseraceae  モウセンゴケ科
○○○� ��������	�
�����
������
���

���� モウセンゴケ
茨城－絶滅危惧種◎○� �������	
���	��
����
������������ コモウセンゴケ

Papaveraceae    ケシ科
茨城－希少種○○� �������	
��

�������

�������
����� ヤマブキソウ

○� �����������	�
��
���	��
����
	������������������（��������	
�）�����セリバヤマブキソウ
○� �����������	�
��
���	��
����
	������������������	
（������）������ホソバヤマブキソウ

○○○○� �������	
��

����������


����������������（����）������� クサノオウ
○○○� ��������	
��
�	�������
（������）�������� ジロボウエンゴサク
○○○○� �������	
��
��
��
��（������）�������� ムラサキケマン
○○○� �������	
��
���
����
������
��������������� ヤマエンゴサク
○○○○� �������	
��
������

�（������）�������	���
���
���	
	����� ミヤマキケマン

環－準絶滅危惧種○○○� �������	
��
����

������������� ナガミノツルケマン
○○○○� ��������	
������
����（������）��������� タケニグサ

○○� �������������	�
���
�（������）������������	
��
�����（����）������ ケナシチャンパギク
Cruciferae    アブラナ科

○○○○� �������	
���
��
��（�����）�������� ヤマハタザオ
海浜植物◎○� �������	
����
��
�
���������������
��（�������）�������	���� ハマハタザオ
帰化○� �������		
����
����（�����）��������� カラシナ

○○○○○� ��������	

����
��������
��（�����）��������� ナズナ
○○○○� �������	�
��
���
�������������� タネツケバナ

備考�����和名学名



－　���　－

茨城県北東部地域の維管束植物

備考�����和名学名
○○○○� �������	�
��
��
����
����������� ジャニンジン

○� �������	�
��
��
�������（������）���������	
���� コンロンソウ
○○○○� �������	�
��
������������������ ヤマタネツケバナ

○○○� �������	�
��
�������
���������
����������� マルバコンロンソウ
○○� ����������	
����
����		���� イヌナズナ

帰化○○� ��������	�
����
�����
���������� マメグンバイナズナ
帰化○○○○� �������	
�	�

��������������������� オランダガラシ

○○� �������	

���
�	�（�����）������� ミチバタガラシ
○○○○○� �������	

��	�
	��（�����）��������� イヌガラシ

○� ��������		
����

���
（�����）�������� スカシタゴボウ
○� ��������	
�����
�
��（����）�������			 ワサビ

○○○○� ��������	
����
�
�（����）�������			 ユリワサビ
Hamamelidaceae マンサク科

○○○○� �������������	
���
���	�����	��	�����	���������	
��
		�（������）�������オオバマンサク
Crassulaceae    ベンケイソウ科

○� �������	
����
��� オカタイトゴメ
○○○� �������	
��	��
���	
����
����� コモチマンネングサ
○� �������	
���

����
��	
���������� キリンソウ
帰化○　○� ��������	�
��	�
��
�	���
����� ツルマンネングサ

○� �������	
����
������
	
�������� ミツバベンケイソウ
Saxifragaceae ユキノシタ科

○○○○� �������	
���
	������

�����

��� チダケサシ
○○○○� ��������	
���
�������		��������� トリアシショウマ
○○○○� �������	
����
������		（���������	
���）������� アカショウマ
○○○○� �������	
��	�����
���
���
���
��������������� クサアジサイ
○○○○� ������������	
��
���	�
�����������������������（�������	
�	��
���）�����ハナネコノメ

県内稀産種◎○○� �������	
�
�
������������
���������� イワネコノメソウ
○○○○� �������	
�
�
�������
���

������������������� ツルネコノメソウ
○○○○� �������	
�
�
���������	�������������� ネコノメソウ
○○○○� �������	
�
�
���������������（������）��������� ヤマネコノメソウ

○○� ������������	
��
�������������
�����������������	��
�����
�
�����（�������）����� ミチノクネコノメソウ
○○○○○� �������	
�
�
�����������
����������������������	
�����������ヨゴレネコノメ
環－準絶滅危惧種○○○○� ��������	
	��
����������
������������������	
�
����� ムカゴネコノメソウ
茨城－危急種◎○� �������	
	����
����
��
������� ギンバイソウ

○○○○○� �������	
���
����	���������	���

���� ウツギ
○○○○� �������	
���
���������������	��������� ヒメウツギ
○○○○○� �������	
��

���	�
（�������	
�����
�）�������� コアジサイ
○○○○○� �������	
��

��������	
�
���
����� タマアジサイ

○○○○� �����������	�
����
������（������）�����������	
��
���（���������	
���）�������ヤマアジサイ
○○○○� �������	
��

��
�����
�
���
����� ノリウツギ
○○○○� �������	
��

��
����
	�����
���
���������� ツルアジサイ
○○○� ��������		
��
�
��	��
����������� コチャルメルソウ

○○� ���������		
�����
	��
	��
�����������������	
����
�


 ウメバチソウ
○○� ������������	�
����
�
���������������������������	�
���
�	����	���（�����）�����ケバイカウツギ

茨城－絶滅危惧種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○� �������	
�����
������������� ヤシャビシャク
逸出○� �������	
�
����	�
	�
����	������� スグリ
茨城－危急種◎○� �������	
��
����������������������� ヤグルマソウ

○○� �������������	�
���
��	�

��	����	����	���������	
	（��������	�
���
��）������ ダイモンジソウ
○○○○� ��������	
�����
�����	�
����

����� ユキノシタ

○○○○� ��������	
���
��
�����
���
����������������		���� イワガラミ
Pittosporaceae トベラ科

◎○○� ���������	
���
�������（������）������� トベラ
Rosaceae バラ科

○○○○○� ��������	
����
��
����（����）�������� キンミズヒキ
○○○○○� ���������	
���
���	
�
���	������� ヒメキンミズヒキ

○� ������������	
�
���（�����）�������	
���	���
�����
�（������）�����ヤマブキショウマ
○○○○○� ��������	
�	����
�
�����（���������	�
�）������� ヘビイチゴ

○○○� ��������	
�	��
��
��（�����）�������� ヤブヘビイチゴ
逸出○○� ��������	�
����
�������（������）��������� ビワ

○○○○○� ���������	
��
��������
����� ダイコンソウ
○○○○○� ��������	
��
�
�	�
（�����）������ ヤマブキ

○○� �������	
���
����（�����）���������	
������� ズミ
○○� �����������	
��
	（�����）���������	
������

������（�������）�����オオズミ

○○○○� �������	
����
��	
����


��
������� ヒメヘビイチゴ
○� ��������	�
����
�
	�	�
��������� カワラサイコ

○○○� ��������	�
����
��������	
������
����������	
����	���
�������� ミツモトソウ
○○○� �������	
����
���
�
�����	����

�������������	�
������ キジムシロ
○○○○○� �������	
����
���	�
�


����
����� ミツバツチグリ

○○� �������	
����
���	�
�


��������	����������� オヘビイチゴ
○○� �������	
����
������
�


��
��
���� ツルキンバイ

○○○○○� �����������	
	���

��	（������）��������	
����

����
�（������）������ケカマツカ
県内稀産種◎○� �������	�
���
����（���������	
���）�������	
�	��
���			 チョウジザクラ

○○○○� �������	�
�����
����	��������� イヌザクラ
○○○○○� �������	�
����
�	����������� ウワミズザクラ
○○○○○� ���������	�
���	�
���������������������� ヤマザクラ
逸出○� ������������	��
��	�	（�����）�������	
�����
���	（������）������� オオシマザクラ
茨城－希少種◎○○� ���������	�	
����
	������������������� リンボク

○○○○○� �������	�
�����
�	��（������）��������� カスミザクラ
逸出○� �������	
	��
	�	����������	��

�������� タチバナモドキ

○○○� ������������	��
��
�	�����（������）�������	�
���	���（�����）�������	�マルバシャリンバイ



植 物

－　���　－

○○○○○� �������	�
��
�����	�������� ノイバラ
○○○○� �������	�
��
��	�	�	�������� テリハノイバラ

○○○� ��������	���
��
�
��
���� フユイチゴ
○○○○� ��������	�
��
���������	������� クマイチゴ
○○� ����������	
��
�
������

�	������
����� ミヤマフユイチゴ
○○○○○� ��������	�
��	�
�	��
����� クサイチゴ
○○○○○� ��������	�
��
�������	������������ ニガイチゴ
○○○○○� ������������	
������
����������������
�	���（�������）�������	
��モミジイチゴ
○○○○○� ��������	�
��
������	��������� ナワシロイチゴ

○○� ��������	�
��
������	��	���������� エビガライチゴ
海浜植物◎○○○� ��������	�
��
���	�������� カジイチゴ

○○○○○� �������	
��
����
����������������������������（������）������ ワレモコウ
○� �������	
��
����
�������������������������	
������
����� ウラゲワレモコウ

○○� �������	
���
����
��（���������	
���）���������� アズキナシ
○○○○� ��������	
���
�����（������）���������� ウラジロノキ

逸出○� �������	
�
��

��
��
�������	���� コデマリ
○� �������	
�
��
�
���
�������������� シモツケ

○○○○○� �������	
����
���������（������）�������� コゴメウツギ
茨城－危急種◎○� ��������	
��
���
��
�
�（������）�������	 コキンバイ

Leguminosae  マメ科
○○� �������	
��
���������	��������� クサネム
○○○○� �������	
	���
�	��	��	���
��

���� ネムノキ
逸出○� �������	
���
	���������������� イタチハギ

○○○○○� �����������	��
���	��


�
�（�����）�������	
��

�	�����������（������）���������	
����
������������	
���
��
�ヤブマメ
○� �����������	��
��
�

��	������
�������	���������	
（����）�����ウスバヤブマメ

帰化○� ��������	�
��
��
�
���������� アメリカホド
○○○○� �������	
��	�
�������������� ホドイモ

県内稀産種◎○� �������	
�
�
��	����������
�
��������� モメンヅル
○○○� �������	
�
�
�������
���������� ゲンゲ
○○� �������	�
��
�������
��������������������� ジャケツイバラ

○� �����������	
����（�����）�������� カワラケツメイ
○� ��������	
����
�����������
����� ケヤブハギ
○○○� �������	
��
	�	�����
���
	（������）�������	


 ヤブハギ
○○○○� �������	
��
	�
����	����������� フジカンゾウ
○○○○○� �������	
��
	�
�������
	������� ヌスビトハギ
○○○○○� �������	
�	��
���	�	������������������ ノササゲ

○� ��������	
�	��
����	����	����� サイカチ
○○○� �����������	
��（�����）��������	�
�����
（���������	
���）������� ツルマメ
○○○○� �������	
��
�����
����	�����	�������������� コマツナギ

○○� ��������	
��
����
�����	�（������）��������� マルバヤハズソウ
○○○○○� ��������	
��
����

���（������）���������	
����� ヤハズソウ
海浜植物◎○○� �������	
��
���������
�������� ハマエンドウ

○○○○� ���������	�
���
����������
�����������������	
����
�			 ヤマハギ
○○� �������	�
����
��������������� キハギ
○○○○○� �������	�
����
������（�������	�
	�����
	）��������� メドハギ
○○� �������	�
����
������������������ マルバハギ
○○○○○� ���������	�
���
�
�
����������� ツクシハギ
○○○○○� �������	�
����	
����（������）���������	
������ ネコハギ
○� �������	�
������
	������������ ハイメドハギ
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○� �������	�
����
����
���（������）���������	
������� イヌハギ

○○○○� �������	
����
��	���	
���

���������������	
��
��
 ミヤコグサ
○○○○� ��������������	
��
�
��	�
������������������������	（������）���������	
����イヌエンジュ
帰化○� �������	
��
������	����	������ コメツブウマゴヤシ

○○○○○� ��������	�
	���
	�	（������）������� クズ
○○○○� �������	
���
���
��
	��
���
�����
	���� オオバタンキリマメ
逸出○○○○� �������	
	���
���������	���	

���� ハリエンジュ

○○� ������������	
���
���
���
����������������������	
��
����（���������	
���）�����������クララ
帰化○� �������	
���
������
���������� コメツブツメクサ
逸出○○○○○� �������	
���
������������������ ムラサキツメクサ
帰化○○○○○� �������	
���
���������������� シロツメクサ

○○� ��������	�	
��
	���������� ツルフジバカマ
○○○� ��������	�	
��
������	���

���� ヤハズエンドウ
帰化○� ��������	�	
��
������	���

���	��������（�������）�������� ホソバヤハズエンドウ

○� ��������	�
���
�	（�����）���������	��� スズメノエンドウ
○� ����������	
	���

���（�����）�������			 カスマグサ
○○� ��������	�
���

	���������� ナンテンハギ
○○○○○� ��������	
����
�
������（������）������ フジ

Oxalidaceae  カタバミ科
茨城－危急種◎○� �������	
����
���
		���
������ コミヤマカタバミ

○○○○○� �������	
���
��
��	�����
������ カタバミ
○� �������	
���
��
��	�����
������������������	�
��
������ ケカタバミ

帰化○� �������	
���
����
��������� ムラサキカタバミ
○○� �������	
���
�������������� エゾタチカタバミ

Geraniaceae  フウロソウ科
帰化○� �������	
���


����
��（�����）���������� オランダフウロ

○○� �������	
��
���	
������	
��������	������� タチフウロ
○○○○○� �������	
��
����
����������������������� ゲンノショウコ

○○○� ��������	
���
�
���


�������	�
���� コフウロ
Linaceae  アマ科

茨城－危急種◎○� ��������	�
��

������
��
������ マツバニンジン

備考�����和名学名



－　���　－

茨城県北東部地域の維管束植物

Euphorbiaceae トウダイグサ科
○○○○� �������	
�����
����	����������� エノキグサ
帰化○○○� �������	
��
������������
������ オオニシキソウ

○○○○○� �������	
��
�����
����
���������� タカトウダイ
県内稀産種◎○○� �������	
��
���
��
��
�����
���������������� ナツトウダイ
帰化○○○� ��������	
��
������
��
������� コニシキソウ

○○○○� ���������	
����
����
�（�������	
�����
�）��������	
����� アカメガシワ
○� ���������	
���
��	�
����	���	�	�	��� ヒメミカンソウ

○○○� ��������	
�����
��	
（���������	
���）��������	

����� シラキ
Daphniphyllaceae    ユズリハ科

○○○� ��������	
�����
����������
���
����� ユズリハ
Rutaceae    ミカン科

○○○� �����������	
��
���������������������� マツカゼソウ
○○○○� ��������	�
	��
��	����
����� コクサギ

○○○� ���������	
��
�	��
���������������� キハダ
○○○○○� ����������	�
	��
��	����
����� ミヤマシキミ

○○○� ����������	�
	��
��	����
���������������（������）������� ウチダシミヤマシキミ
○○○○� �������	
��
���������	
����������������������� カラスザンショウ
県内稀産種◎○� �����������	
��
�������
���
����
����������������（�������）���������フユザンショウ

○○○○○� �������	
��
����������	��（�����）������ サンショウ
○○○○� �������	
��
������
��������������������������� イヌザンショウ

Simaroubaceae  ニガキ科
逸出○� �������	
��
��	�������	����
������ ニワウルシ

○○� ������������	
�������
��（������）��������	��
���	�
���
��������� ニガキ
Meliaceae    センダン科

逸出○� ���������	
���
�
��������������� チャンチン
逸出○� �������	
�
���


����	������ センダン

Polygalaceae    ヒメハギ科
○○○� �������	
������
��������������� ヒメハギ

Coriariaceae    ドクウツギ科
○○� �������	
�	
��
��
	�
������
���� ドクウツギ

Anacardiaceae    ウルシ科
○○○○○� �������	�
��
��
��
�
����������
������� ツタウルシ
○○○○○� �������	�
���
������

����������������（���）����������	
��
���ヌルデ
○○○○○� �������	�
��
��
������������ ヤマウルシ

Aceraceae    カエデ科
県内稀産種◎○○� �������	�
	��
����
������� アサノハカエデ
逸出○� �������	�
��	��	
������
����� トウカエデ

○○○○� ����������	�
���
����������������������� チドリノキ
○○○○� �������	��
��
�
�
��（���������	
���）���������� ミツデカエデ
○○○○○� �����������	
	���
�������������
��������� ウリカエデ

○○� �������	�
��
����������������������� カジカエデ
○○� �������	�
��
������������
��������� ヒトツバカエデ
○○� �������	�
��
��������������� ハウチワカエデ

県内稀産種◎○○� �������	�
��	�
���
������������������ コミネカエデ
○○○○� �������	�
����
���
����	���
�����
（���）�������� オニイタヤ

○○� �������	�
����
���
����	�����������（�������	）������� ウラゲエンコウカエデ
○○○○� �����������	��
��
������������������（�������	）���������	�
���
����（������）������� イタヤカエデ

○� ���������	
���	
�����
����� メグスリノキ
○○○○○� �������	�
��
���
���������� イロハモミジ

○○○○� �������	�
��
���
����������	���
�����（�����）������� オオモミジ
○○○� ����������	
����
������������	������ ウリハダカエデ

県内稀産種◎○� �������	�
��	


�
������������� オオイタヤメイゲツ
○○○○� �������	�
���
��������������� コハウチワカエデ

県内稀産種◎○○� �������	�
���
���
��（������）��������� ヒナウチワカエデ
Sapindaceae    ムクロジ科

○� �������	
��
�������

	����������� ムクロジ
Hippocastanaceae    トチノキ科

○○� �������	
�
���

���������
����� トチノキ
Sabiaceae    アワブキ科

○○○○� �������	
��
����	
���
��	��������������� アワブキ
Balsaminaceae    ツリフネソウ科

○○○○○� ��������	
��
����
�	��������
������ キツリフネ
○○○○○� �������	
��
��
��
����������� ツリフネソウ

Aquifoliaceae    モチノキ科
○○○○○� �������	�
���
�
���������� イヌツゲ
○○○� �������	�
���
���������� モチノキ
○○○○○� ���������	
��
�
�
�������� アオハダ
茨城－希少種◎○� ���������	
��
������
����� クロガネモチ

○○○� �������	�
����
��������� ウメモドキ
Celastraceae    ニシキギ科

○○○○○� �������	
��

������
�	�

���
������ ツルウメモドキ
○○○� �������	
����
�
���（������）�������� ニシキギ
○○○○○� ������������	
�
���（������）�������	
�����
���	�����������������コマユミ
○○○○○� ������������	
�����
�（������）��������		�
����
���
����（���������	�
�）������ツルマサキ
○○� ��������	
����
����������������� マサキ
○○○○○� �������	
�����

��
������������ ツリバナ
○○○○○� �������	
�����
�����
�	����������� マユミ

Staphyleaceae ミツバウツギ科
○� �������	
��
���
���
	
（������）��������� ゴンズイ

備考�����和名学名



植 物

－　���　－

○○○○� �������	
��
���������（������）������ ミツバウツギ
Rhamnaceae    クロウメモドキ科

○○○○○� ��������	�
�������

�������������������� クマヤナギ
○� �������	
���
���������
����� ケンポナシ

県内稀産種◎○� �������	
���
�����������	���� クロカンバ
○○○○� �������	
���
���
��������	�����������������	
���
��� クロウメモドキ

Vitaceae    ブドウ科
○○○○○� ������������	�
���
	�����������（������）�������	����	
�����

����（������）�����ノブドウ

○○○� ������������	�
���
	�����������（������）�������	����	
�����

����（������）�����������	
���

�
���（�����）������キレハノブドウ
○○○○� �������	�
�����
�����（������）�������� ヤブカラシ
○○○○○� �������	
��
�������	���������	�（���������	
���）�������			 ツタ
県内稀産種◎○○○� ��������	�
���
���������������� ヤマブドウ

○○○○� ��������	�
���
�
��������������
�����（�����）�������� エビヅル
○○○○○� ��������	�
��
��	����������� サンカクヅル

Tiliaceae    シナノキ科
○� ��������	���
����
����
���（������）��������� カラスノゴマ

Thymelaeaceae   ジンチョウゲ科
逸出○○� �������	
��
�����������
����������� ミツマタ
茨城－危急種◎○� �������	
��
���������（���������	
���）�������� コガンピ

Elaeagnaceae    グミ科
○○○○� �������	�
��
�
��������������� ツルグミ
海浜植物◎○○� ���������	
���
��������������
����� オオバグミ

○○� �������	�
��
��������������������������（������）�������� ツクバグミ
○○� �������	�
��
��������������������� ナツグミ
逸出○� �������	�
��
����
	�
���������� ナワシログミ

○○○○　��������	�
��
����	��������������� アキグミ
○　��������	�
��
����	������������������������	
��	��
��	����� マルバアキグミ

Flacourtiaceae    イイギリ科
○○○　��������	
���
�����������
����� イイギリ

Violaceae    スミレ科
茨城－危急種○� ������������	
����
�����������	������������������	
��	�（���������）��������	���������	
����ヒメスミレ

○� �������	
����

�
�����������
��
����� カワギシスミレ
○○○○� �������	
����

�
�����
��
���� エイザンスミレ
○○○○○� ��������	�
��
����	�������	���� タチツボスミレ

○� �������	
���
�����
�������

��
�������������	
�
���� ケタチツボスミレ
○� �������	
���
�����
�������

����������������	
�����			 シロバナタチツボスミレ
○○� �������	
����
���������������� サクラスミレ

　○○○� �������	
����
�������������������������������� アオイスミレ
○○○○� �������	
����
���������������������（������）��������	���� ケマルバスミレ
○○○○� �������	
��
��
��������������� マキノスミレ

○○○� �������	
��
�
������
������������� スミレ
県内稀産種◎○� ��������	�
	��
���
��	�	��	������� コミヤマスミレ

○○○� �������	
����
�
（������）������� ニオイタチツボスミレ
○○� ������������	
��（������）�������	�
����
��（����）��������	��ケナシニオイタチツボスミレ

○○○� �������	
���
	

��

��
��
����� アカネスミレ
○� �����������	���
��
�������
��������������������（�������	�）��������	��オカスミレ
○○○� �������	
��������
���	���� アケボノスミレ
○○○○� �������	
����
�	����
������� フモトスミレ

○○� �������	
��
�
�
�
��
������� ヒナスミレ
○○○○� �������	
���
�����
�����

���� ツボスミレ

○� �������	
���
�����
�����

���

������������	
�����



 アギスミレ
○� �����������	
	��
�������
�����
����������������	
�
����
���
��
�
�ムラサキコマノツメ

○○○○� ��������	�
����
�����	������� ヒカゲスミレ
Stachyuraceae キブシ科

○○○○○� ��������	
���
�������������������������� キブシ
Cucurbitaceae ウリ科

○○○○○� �������	
��

�������������
（������）��������� アマチャヅル
○○○� �������	
��
�����	�
��（������）��������� スズメウリ
帰化○○○� �������	
���
����������

���� アレチウリ

○○� ��������	
��
�	����������
����（����）�������� カラスウリ
○○○� ��������	
��
�	��������
�������������������	
���（����）���������キカラスウリ

Lythraceae    ミソハギ科
帰化○� ����������	��
�

	����
�������� ホソバヒメミソハギ

○○○○� ��������	
���
����（������）��������� ミソハギ
○○� ������������	
���（������）��������	
���
������	（����）�������キカシグサ

Onagraceae    アカバナ科
○○○○� ��������	
	�
���

�
�
���	�����
����������� タニタデ
○○○○○� ���������	��
����
���	���	���������� ミズタマソウ

○� ��������	
����
���������
��������� ケゴンアカバナ
○○� ��������	
����
�����	������������������ イワアカバナ

○○○○� ��������	
�����
�����	�	������������������������� アカバナ
○� �������	
�
��
�
���
�
�
�����
����� チョウジタデ

茨城－危急種◎○○� �������	
�
��
���
���
����� ミズユキノシタ
帰化○○○○○� �������	
���
����������������� メマツヨイグサ
帰化○○� �������	
���
����
��	���
�
��	��
����� オオマツヨイグサ
帰化○○� �������	
���
��
����


�������� コマツヨイグサ
帰化○○� �������	
���
������


��������� アレチマツヨイグサ
帰化○� ��������	
����
	���	������������������� マツヨイグサ

○○� ����������	��
��
������
�� ヒシ
Haloragidaceae アリノトウグサ科

備考�����和名学名
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茨城県北東部地域の維管束植物

○○○○� �������	
���
����
�����（������）��������� アリノトウグサ
Alangiaceae    ウリノキ科

○○○○� �����������	
�������
����	（���������	
���）���������	�
���
���（����）�����ウリノキ
○○� �����������	
�������
����	（���������	
���）���������	�
���
���（����）�������	
���
����������	��
�
�ビロードウリノキ

Cornaceae    ミズキ科
○○○○○� ��������	
��
�
���
�����	���� アオキ

○○○○� �������	
��
�
�������
��（���������	
���）������� ヤマボウシ
○○○○� �������	
��

��
���
�
（������）���������	
���� ハナイカダ
○○○○� �������	
���
�������
（���������	�
��
�）��������� ミズキ
○○○� �������	
��
�
������
（�����）��������� クマノミズキ

Araliaceae   ウコギ科
県内稀産種◎○○� ��������	
�����
���������	��（���������	
���）���������� ケヤマウコギ

○○○○○� �������	
��
�	���������
���������（�������	
�	��
���）������ コシアブラ
○○○○� ��������	
�����
���������（�������	
�	��
���）�������� ヤマウコギ
○○○○○� �������	
�����
������������� ウド
○○○○○� �������	
���	���（����）���������� タラノキ
逸出，茨城－危急種○○� �������	
��
�
���
���	��（������）��������� カクレミノ

○○○� �������	
���
���


���
�（���������	
���）�������� タカノツメ
○○○� �������	
�����
�
��（������）����������	
������� ヤツデ
○○○○○� ��������	
�	��
��
（����）������� キヅタ
○○○○○� �������	
�����

����（������）�������� ハリギリ

○○○○� ����������	�
���
���������������� トチバニンジン
Umbelliferae    セリ科

○○○○○� �������	
��
��	������
（����）�������	
�	��
���			 ノダケ
県内稀産種◎○� �������	
��
�	��
������
�	�	���
�	��� アマニュウ

○� ��������	
���
���
��	
�����
����� ハナビゼリ
○○○� ��������	
���
�	����
������
����� シラネセンキュウ

○○� �������	
��
����	��	����
������� シシウド
○○� �������	
��
����������
��（�����）��������� シャク

○○� �������	�

����
�	
��（�����）�������� ツボクサ
○○○○� �������	�
�
��

�	�
��（������）��������� セントウソウ
○○○� �������	
����
������������ ドクゼリ

海浜植物◎○� �������	�
���
�����
��������� ハマゼリ
○○○○○� ��������	
	��
������

������������� ミツバ
茨城－危急種，海浜植物◎○� �������	
�����

�������������	������������� ハマボウフウ

○○○� �������	
���
��������
�
����	�	�	��� ハナウド
茨城－希少種◎○○� �������	
�
��
�������������������� オオバチドメ

○○○○� ��������	
	���
�����������	������ ノチドメ
○○○○� �������	
�
��
��	����

	����������� オオチドメ

○○○� �������	
�
��
�������
	��
������������ チドメグサ
○○� �������	
�
��
�������������
��� ヒメチドメ

茨城－危急種◎○� �������	
���	
��	����������������� マルバトウキ
○○○○○� �������	�
����	
	���	（�����）������ セリ

○○○○� ��������	
��
�
	���
�
（������）�������	


 ヤブニンジン
○○○○○� �������	
��
����	������（����）�������� ヤマゼリ
県内稀産種◎○○� �������	
����
�����


�
�（�������	
�	��
���）��������		�


 イワセントウソウ

○○○○� �������	
����

	����	���������� ウマノミツバ
○○� ��������	
�	
��
��
������������������������	
������� イブキボウフウ

○○� ���������	
���（�������	
�	��
���）����������� タニミツバ
○○� �������	�
�
���	�
������� ムカゴニンジン

環－絶滅危惧ⅠＢ類○� �������	�
���
����������������������（������）������� ヌマゼリ
○○○� �������	
��
��

����������

�（������）����������� カノツメソウ
○○○○� �������	
	���
���	�
（������）������ ヤブジラミ

○� ��������	�
�
��
��（������）������ オヤブジラミ
GAMOPETALAE  合弁花類
Diapensiaceae    イワウメ科

茨城－危急種◎○○○○� �������	
���
�����	�（������）������� イワウチワ
○� �������	
���
�����	�（������）�������	
������
�	�
��������
�シロバナイワウチワ

Clethraceae    リョウブ科
○○○○○� �������	
���
��
�����������
���	��������� リョウブ

Pyrolaceae    イチヤクソウ科
○○� �������	
����
�

�����
�������� ウメガサソウ

茨城－希少種◎○○� ��������	
����
�����	
����������� シャクジョウソウ
○○○○� ���������	�
����
���	���
������ ギンリョウソウモドキ
○○○� ��������	
���
	
��������
���������
������������ ギンリョウソウ
○○○○○� �������	
����
	�������������� イチヤクソウ

○○� �������	
���
��
	������（�������	
）�������	
��� マルバノイチヤクソウ
Ericaceae    ツツジ科

○○○� ��������	�
��
�
��
�

���
（����）��������� アブラツツジ
○○○○○� ������������	�
���
��（�����）�������	�
�����
���	（���������	
���）��������		�
��ネジキ
○○○○○� �������	�
���
�����（������）��������� アセビ

○○� �������	�	
�	����
��������（�������）��������			 レンゲツツジ
茨城－絶滅危惧種○� �������	�	
�	����

��

��������� ヒカゲツツジ
茨城－絶滅危惧種◎○� ����������������	
�������
���	�����	��	�����������	
���

��
�����
����アズマシャクナゲ

○○○○○� ����������������	�
��
��（������）�������	
���	��
���
��（��������）���������ヤマツツジ
○○� ����������	
���
��
�
�
	����
�������������������� ゴヨウツツジ

○○○○○� �������	�	
�	����

�������������������� バイカツツジ
県内稀産種◎○� �������	�	
�	����
�������������������� コメツツジ
県内稀産種◎○○○� ����������	
���
��
�

����
��
���� トウゴクミツバツツジ

○� �������	
��

���	�����
������
���
���������� ホツツジ

備考�����和名学名



植 物

－　���　－

○○○○� ��������	
	���
	������
�
����� ウスノキ
○� ��������	
	���
	������
�
������������������	
（������）������ケウスノキ

○○○○○� ��������	
	���
�����	��	����� ナツハゼ
Myrsinaceae    ヤブコウジ科

○○○� �������	
	����
������	�
��� マンリョウ
○� �������	
	����	

�（������）������ カラタチバナ

○○○○○� �������	
	����
��	��（������）�������� ヤブコウジ
Primulaceae    サクラソウ科

　○� ��������	
���
�
�
�
����
��
��	���� ミヤマタゴボウ
茨城－危急種，環－絶滅危惧ⅠＢ類○� ��������	
��
	����������
����������� ノジトラノオ

○○○○○� ��������	
���
��
����������������� オカトラノオ
○○○○� �������	
��
	���������	����	
���� ヌマトラノオ
○○○○○� �������	
��
	�������	����
���������������������	
����
������ コナスビ
海浜植物◎○� �������	
��
	��
���	�	������
���� ハマボッス

○○○� �������	
��
	��������	���	�����������������（������）�������	���クサレダマ
○� �������	
��
	�����	���
���（�����）�������� イヌヌマトラノオ
茨城－絶滅危惧種◎○� �������	
���
������������������ クリンソウ
茨城－絶滅危惧種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○○� �������	
���
��������������������� サクラソウ

Ebenaceae    カキノキ科
逸出　○○� �������	
���	�
�
����������� カキノキ

Styracaceae エゴノキ科
○○○○� ��������	
����
���
���������������������� オオバアサガラ
○○○○○� ��������	
��	�
���	������������������ エゴノキ

○○○○� �������	
���

���
����
������������� ハクウンボク
Symplocaceae    ハイノキ科

○○○� ������������	
���
�
	�	（�����）�������	�
�������	�
	（�����）�������	
����
���（�����）�����サワフタギ
Oleaceae    モクセイ科

○○○� ��������	
���
�
��	
������	������ ケアオダモ
○○○� ��������	
���
�
��	
������	�����������������（�����）������� アオダモ

○○○○○� ��������	
����	
����	�
������
��� マルバアオダモ
○○○� ��������	
����
������������������ ネズミモチ
○○○○○� ��������	
����
�
�	��
������������
��������� イボタノキ
◎○○� ��������	
����
�����
�������		����� オオバイボタ

○○� ��������	
����
	
����	������
������ ミヤマイボタ
○○� ���������	
���	��
�������������������������	
�	�
�
�������� エゾイボタ

植栽○○○○� ��������	
�����


���������（������）����������	��� ヒイラギ
　������������				 リンドウ科

○○○○○� ��������	
�
���

�
��������
���
�������（����）��������� リンドウ
○○� �������	
�����
����������������� コケリンドウ

○○� �������	
�����
��
����
������		��� フデリンドウ
茨城－絶滅危惧種◎○� �������	
����
��������
�
��������� ミツガシワ

○○○○� �������	
���
�������
�（���������	
���）���������	
������� アケボノソウ
○　○○○� �������	
���
�������（�������）��������� センブリ
茨城－絶滅危惧種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○� �������	
���

�������������
��� イヌセンブリ

○○○○○� �������	
���
	��������	������（���������	
���）��������� ツルリンドウ
Apocynaceae    キョウチクトウ科

○○○○○� ��������	
��
�
������
�������（���������	
���）�������� テイカカズラ
Asclepiadaceae    ガガイモ科

○○○� ���������	
���	��
����（����）��������� イケマ
海浜植物◎○� �������	�
��
��	����
�
�������������������� イヨカズラ

○○� �������	�
��
�
	�����
�
��	�	���� タチガシワ
○○� �������	�
��
�����	�
���	��
（����）�������			 コバノカモメヅル

茨城－希少種◎○○� �������	
��
���������	�������������������� キジョラン
○○○� �������	
���
���	
��
�	（������）��������� ガガイモ

○○○○� �������	
�	�
�
����	�	���	������������ オオカモメヅル
○� �������	
�	�
����	�����（�������	
�	��
���）�������			 コカモメヅル

Rubiaceae    アカネ科
茨城－希少種◎○� �������	�
�	��
���	��

�������	��������� アリドオシ

○○� ��������	
����
�����（�������）��������� ヒメヨツバムグラ
○○○� �������	
����
��	�
�����	����� クルマムグラ
○○○� ��������	
����	
	�	
��������� キクムグラ

県内稀産種◎○○� ��������	
�����
��	
�����
���� ミヤマムグラ
○○○○� �������	
���
�
����
�����
�����	����� オオバノヤエムグラ
○○○○� �������	
���

�	
���	������������	���������（������）��������ヤエムグラ

○○○○� �������	
���
�������
�
������
����� ヨツバムグラ
○� �������	
���
	�	�
���	������
���
����������	
���
����	


 ホソバノヨツバムグラ

○○� �������	
��
������
����������� フタバムグラ
○○○○○� �������	
��
�������	�����

���������������（����������）������� ハシカグサ

○○� �������	
���
������
�
������������	����� ツルアリドオシ
○○○○○� ���������	
�����
��
�（�����）���������	�
��	����（�����）�������ヘクソカズラ（ヤイトバナ）
○○○○○� �������	
�
��
	（���������	
����）������� アカネ

Convolvulaceae ヒルガオ科
○○� �������	
��
��������������������� コヒルガオ
○○○� ��������	
��
�������
������
	���� ヒルガオ
海浜植物◎○○� �������	
��
���
���������（�����）���������	
��
����� ハマヒルガオ

○� �������	�
����
���	����������� ネナシカズラ
帰化○○� �������	�
���
�
���������
����� アメリカネナシカズラ

Boraginaceae ムラサキ科
○○○� �������	
���
�
������������（�������）�������	
�������
	�����ハナイバナ
○○� �������	
��
�
����
		������（���）����������� ホタルカズラ

備考�����和名学名



－　���　－

茨城県北東部地域の維管束植物

茨城－絶滅危惧種，環－絶滅危惧ⅠＢ類◎○� �����������	
���
���������	
�����
����������������	
��（���������	
���）�����������	�ムラサキ
○� �����������	
��
���������	���������� スナビキソウ
帰化○○○� �������	
�����
������������������ ヒレハリソウ

○○○○� �������	
�
��
������������
（�������）��������� キュウリグサ
Verbenaceae クマツヅラ科

○� ��������	
�����
	
������（�����）���������� コムラサキ
○○○○○� ���������	�
������
��	����������� ムラサキシキブ
○○○○○� ��������	
�����
���	���	���������

���� ヤブムラサキ
○○○○○� �������	
����	
���	���
�
�
����
������ クサギ
海浜植物◎○� �������	
����
���������������������� ハマゴウ

Labiatae シソ科
○� �������	
���
�����	�（�������	
��	��）�������	
��� カワミドリ
○○○○� �������	
���
���������������� キランソウ
○○○○� ��������	�
��
�������	������	�����������������	��� ツクバキンモンソウ

○○○� �������	
�
�
�
��

������������� ジャコウソウ
○○○○� �������������	
��
������（������）�������	
�����
��������������（������）��������������	
�����（����）�����クルマバナ

○○� �������	
�
��
���������（������）�������	
��� トウバナ
○� �������������	
��
�����（������）�������	
���
������������（����）�����ヒロハヤマトウバナ

○○○○� ��������	
	���
�
��������
（�����）������� イヌトウバナ
○○○○� �������	
���
���
�
���（������）�������	


 ナギナタコウジュ

○○○○� �������	
���
���
��
�
����	�
��� フトボナギナタコウジュ
○○○○○� �������	
��
�
����
	�
��������
����������（�������）������� カキドオシ
○○○� �������	
������
�	��
�
��	������ ホトケノザ

○○○� ��������	��
���
�	��
��
������	������ オドリコソウ
帰化○○○○○� �������	
���
��
�

���	������ ヒメオドリコソウ

○○� �������	
�
���
���	��
����
������ メハジキ
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○� �������	
�
���
����	��
������
���� キセワタ

○○� �������������	
���
��������（����）�������	��
������
�����������	��	（����）�������	��
������フジテンニンソウ
○○○○○� �������	
���
���������（������）��������� ヒメシロネ
○○○� �����������	
����
��
���（������）�������	�
����
������（���������	
�	���
）������コシロネ
◎○○� �������	
����
���	������������� エゾシロネ

○○○� ��������	
�	��
���������	（����）��������� ラショウモンカズラ
○○○○� �������	
����
������������
����������������	�
����
���� ハッカ
茨城－絶滅危惧種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○� ��������	
��
�
���
（����）��������� ヒメハッカ

○○○○� �������	
���

����
（�������）��������� ヒメジソ
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類○� �������	
��
��
��
（������）��������� ヤマジソ

○○○� �������	
���
���	
�
（���������	�）�������� イヌコウジュ
○○� �������	

���	
�	�����（������）�������� レモンエゴマ
○○○○○� �������	
����
����������		�����������������（�����）����� ウツボグサ
○○○○○� �������	
�����
�����（������）������� ヤマハッカ

○○○� ������������	
������（������）�����������	
���
��（�����）�������カメバヒキオコシ
○　○○○� �������	
�����
�
������������ アキノタムラソウ
県内稀産種◎○○○� �������	
�����
��
�����
����	�����������（������）���������� ミヤマタムラソウ

○○○○○� ��������	��
	���
	
���	����� キバナアキギリ
○○○� �������	
���
������

���	����
�� トウゴクシソバタツナミソウ
○○� �������	
���
����
����������������
��������� オカタツナミソウ

○○� �������	
���
����
�
��
������������ ヒメナミキ
○○○� �������	
���
������������������ タツナミソウ

○○� �������	
���
����
���
����������������������	���（������）�����ヤマタツナミソウ
県内稀産種◎○� ������������	
����

����
�����
�����	�������������（�����）�����������	エゾタツナミソウ

○○○○� �������	
���
�����	����������������������（����）������� イヌゴマ
○○� ��������	
����
���
������������� ニガクサ
○○○○� �������	
����
��	�����������
�
������������	（������）�����ツルニガクサ

Solanaceae    ナス科
○○○� ��������	
�����
��
��������� クコ

○○� �������	
��
	
�����
�������（�������	
�	��
���）�������� イガホオズキ
県内稀産種◎○� �������	�
���
�	��������������� ハシリドコロ
帰化○� �������	
���
	����
�
�����

���� ワルナスビ

○○○○� �������	
���
	��
�
����	�	���� ヤマホロシ
○○○� �������	
����
�	�������
����� ヒヨドリジョウゴ

○� �������	
����
�	�	�������������� マルバノホロシ
帰化○○○○� �������	
���
�����
��	�
����	�	���	��������	
����� テリミノイヌホオズキ

○○� �������	
��
�
�����	�����（�������	
�	��
���）��������� ハダカホオズキ
Loganiaceae フジウツギ科

○○○○� ���������	
��
��
������	����� フジウツギ
Scrophulariaceae ゴマノハグサ科

○○○� ��������	
���
���	�
����（������）����������� サワトウガラシ
茨城－希少種◎○� �������	
��
�����
���
��

����������� タチコゴメグサ

○� ��������	
���
�
�	�
���
（����）���������� シソクサ
○○� ��������	
���
����������	�
��������� キクモ
海浜植物◎○� ��������	���
�����
��������� ウンラン
帰化○○○○� ��������	
������
��（�����）���������� アメリカアゼナ

○○○� ��������	
�����

����	��（������）�������			 アゼナ
○○� ��������	�
���
������������� ムラサキサギゴケ
○○� ��������	�
���
��������������
��������������	
��
�����


 ヤマサギゴケ
○○○○� ��������	�
���
�	（�������	
�）���������	
��� トキワハゼ
○○○� �����������	
��	�
�
�����������	���������������	�
���
�����
��ママコナ

○○○� ��������	�
���
�	��
�
���������� ミゾホオズキ
○○� ��������	
��
�	����������
���（������）�������� コシオガマ
○○○� �������	
��
�������������������������� オオヒナノウスツボ

備考�����和名学名



植 物

－　���　－

○� �������������	���
�����（�������	
�）���������	�
��	�

���������（������）���������スズメノトウガラシ
○� �������	
�������
�����������
������� アゼトウガラシ

帰化○○� �������	
��
����
��
���������� ビロードモウズイカ
帰化○� �������	
��
�


�
�����
��
���
���
����� オオカワヂシャ
帰化○○○○○� �������	
��
�
���
������

���� タチイヌノフグリ

○○○○� �����������	
�	�	
�	��

��
�����

�	�

����������（�����）�����クワガタソウ
帰化○� ��������	
���
���������
���
		���� フラサバソウ
帰化○○○○� ��������	
���
���
�����
����� オオイヌノフグリ
環－準絶滅危惧種○� ��������	
���
	�
������������� カワヂシャ

Bignoniaceae    ノウゼンカズラ科
逸出○� ��������	
��������
�������� キササゲ

Acanthaceae キツネノマゴ科
○○○� ������������	
��
�
���
（������）�������	�
���
�
��
��������
���ハグロソウ
○○○○○� �������	
�
��
�����������
����������������	�
���
�
 キツネノマゴ

Gesneriaceae    イワタバコ科
○○○○� �������	�
�����	���

�

����
��������������� イワタバコ

Orobanchaceae ハマウツボ科
○� �������	
��	��	

	����	

������������������	����� ナンバンギセル

県内稀産種◎○○� �������	
������
������������� ヤマウツボ
Lentibulariaceae タヌキモ科

茨城－危急種○� �������	
��
�	
�����	

��	���	�	��� イヌタヌキモ
茨城－絶滅危惧種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○� �������	
��
�	
��
���	����	���
�
����� ムラサキミミカキグサ

Phrymaceae    ハエドクソウ科
○○○○○� ��������	
���
����
���
�����������
������������� ハエドクソウ
○○○� �������	
���
�������������������� ナガバハエドクソウ

Plantaginaceae    オオバコ科
○○○○○� ��������	�
����
�	
����
������ オオバコ
○○� �������	
����
���	�������	�����
���������� トウオオバコ
帰化○○○� �������	
������	
����
����		���� ヘラオオバコ
帰化○� �������	
����
�������		���� セイヨウオオバコ

Caprifoliaceae    スイカズラ科
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○� �������	
��
�
���
��	
����
������ イワツクバネウツギ

○○○○○� �������	
���
����	�����
��������������� ツクバネウツギ
○○� �������	
���
����	�����
���������������������	
�����
�������� ベニバナツクバネウツギ
○○○○� �������	
�����
�����	�（������）���������	�
������ オオツクバネウツギ
○○○○� ��������	
���
��	����
��������� ヤマウグイスカグラ

○○� �������	
��
���

	�	�����	����
�������������	
���
�			 ミヤマウグイスカグラ
○○○○○� �������	
��
��
���	

���������� スイカズラ
○○� ��������	
	��
�
����
���
������� ソクズ
○○○○○� �������	
�
��
���������������
	������������	
	（����）�������ニワトコ
逸出○� �������	
�	��
�
�	������������� サンゴジュ

○○○○○� �������	
�	��
������	����	������ ガマズミ
○○○○○� �������	
�	��

��	����	������ コバノガマズミ

○○� �������	
�	��
	
���	����	����� オオカメノキ
○○○○� �������	
�	��
������
���	������������������� オトコヨウゾメ
○○○○○� ��������	
����
����������
�����	������������（������）�������ヤブデマリ
○○○○○� �������	
�	��

�������������� ミヤマガマズミ

○○� �������	
�	��

��������������
�������������	
����			 オオミヤマガマズミ
○� �������	�
���
������������������ ハコネウツギ
○○○○○� ���������	
����
�
（�����）�������� ニシキウツギ

○○○○� ������������	�
���（�����）��������	
���
�����	（�����）�����ベニバナニシキウツギ
茨城－希少種○� �������	�
����
���������（��������）�������� キバナウツギ

Adoxaceae  レンプクソウ科
○○○� �������	
����
�
������
�������� レンプクソウ

Valerianaceae    オミナエシ科
○○○○� �������	
�
���
��
�������
���
�
����� オミナエシ

○○○○� �������	
�
���


���（������）�������� オトコエシ
○○○○○� ��������	
�������


�
��
������
����� ツルカノコソウ

Dipsacaceae    マツムシソウ科
茨城－希少種◎○� �������	
��	�

������	�������� ナベナ

Campanulaceae    キキョウ科
○○� �������	
��

��
��
����

�（���������	
���）������� ソバナ

○○○○○� ������������	
��	
�����
（������）���������	��
���
���（�����）�����ツリガネニンジン
○○○○○� �������	�
����	�

������������ ホタルブクロ
茨城－希少種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○� ���������	
�������
������������	����� ツルギキョウ

○○○○� ��������	�
����
�	���
���（���������	
���）�������			 ツルニンジン
○� ��������	�
����
��
���	���（�������	�
��
��）��������� バアソブ
○○○○� �������	
���
���	������������� ミゾカクシ
○○○○� �������	
���
	

�
���
���������� サワギキョウ

○○○○� �����������������	
��（�����）��������	��
���
���������������
���
�（�������	�）�������タニギキョウ
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○○� �������	
��
�������
�������（�����）������� キキョウ

Compositae キク科
○� �������	

���
	�	�	������������ ノコギリソウ

○○○○� �������	
��
�
	���������
����������� ノブキ
○○○○� �������	
������
�����
����
���������������	�
����
�������� オクモミジハグマ
○○○○○� �������	
������
���
�����������
�� キッコウハグマ
帰化○○○○� ��������	
�����
���
���	�������������������	
�（�����）������� ブタクサ

○○○� ������������	
���
��������（�����）����������	

����
��������������

�（����）������ ヤマハハコ
帰化，茨城－希少種◎○� �������	
���
�
���
��������� クソニンジン
海浜植物◎○○○○○� �������	
���
��
����
������������� カワラヨモギ

備考�����和名学名
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逸出○○� ��������	
�
��

���	��
��
��	���� イワヨモギ
○○○○� �������	
���
��
�����
���������� オトコヨモギ
○○○○� �������	
���
��	���	
�
�������� イヌヨモギ
○○○○○� �������	
���
������	����

����� ヨモギ
茨城－危急種◎○� �������	
���
���	��	��
�
��	������ シロヨモギ

○○○○○� �����������	����
�����
����������������（������）�������	
�����
����������
����ヤマシロギク
○� �����������	����
�����
��������������������������	
（������）�����イナカギク
○○○○○� ��������	�
���
����	����������	�������������	�
��
��� ゴマナ
○○○○○� �����������	�
���
����（����）�������	
�	��
���	
���	�
����（�������	
�	��
���）�������	�
	���������ノコンギク
○○○○� �������	
�
���
�������������� サワシロギク
○○○○○� ��������	��
���	�
�������� シラヤマギク
帰化○○� �������	
�����
��������������
���������������	
��
��� ホウキギク

○○○○� �������	
���
�����	�
��
	��
����������������� オケラ
帰化○○○○○� �������	
���
�
�������

���� アメリカセンダングサ
帰化○○○○� �������	
����
������

���� コセンダングサ

○○� �������	
���
���
�������

���� タウコギ
○○○○� ��������	
����	
�
�

��	
���
��������������� モミジガサ
○○○○� ��������������	��	�
��������

��
���������������	�
����（������）�������タマブキ

県内稀産種◎○○� ���������	��
	��
�
��
�������
���� オオカニコウモリ
○○� ��������	
������
�
��������������
������ ヤマタイミンガサ

○○○� ��������	
��
�����������	
��������� ヤブタバコ
○○○� �������	
��
���
��

���������� コヤブタバコ
○○○○○� �������	
��
�����������
����
���
���������� ガンクビソウ
○○○○� �������	
��
��������	����
����������� サジガンクビソウ
県内稀産種◎○� �������	
��
��������
	���
���������������������� オオガンクビソウ

○○○� �������	
��
������

�����
���
����������� ノッポロガンクビソウ
○○� �������	
��
�������
���������� ミヤマヤブタバコ

○○○� �������	
���
��
�
�
（�����）�������	�
����
�
������ トキンソウ
○○○� �������	
��
����������������

��������������� リュウノウギク
○○○○� ���������	
���
����	
������� ノアザミ

○○○○� ���������	
�
�����
����	
��������� アズマヤマアザミ
○� ���������	
�����
���	
（������）��������� ナンブアザミ

○○○○○� ������������	�

�	����（������）�������	�
������
���
（�������	
�	��
���）�������トネアザミ
○○○○○� ���������	
����
������	
（�������	
�	��
���）�������			 ノハラアザミ

○○� ���������	
�����
������������ キセルアザミ
帰化○� ��������	
����
�
���
�（�����）��������� アレチノギク
帰化○○○� ��������	
���

�������（�����）��������� オオアレチノギク
帰化○� ���������	
�
��
�����
�
��������� オオキンケイギク
帰化○○○○� ���������	
��
�����
������	����（������）����������� ベニバナボロギク
茨城－希少種，海浜植物◎○� ������������	�
������
��
（�����）���������	
����
�������	
�����
��コハマギク

　○� ���������	�
���	�
���	��（������）��������� キクタニギク
○○○����������	
��	�
�
��
�（�����）�������� タカサブロウ
帰化○　○○○����������	
�
���	���
������
（�����）��������� ダンドボロギク
帰化○○○○���������	
����
����
������������� ヒメムカシヨモギ
帰化○○○○○���������	
����
�����
�
�������������� ハルジオン

○○○○○�������������	�
��
	�������	�����������������������（��������）����������	
���
����ヒヨドリバナ
○○○○○���������	
��
����
�����	���������� サワヒヨドリ
○���������	
��
����
�����	�������������������	�		��
�����
���� ケブカサワヒヨドリ
海浜植物◎○���������	
��

��������

（�����）��������� ツワブキ
帰化○○○���������	
��
���	�	���（����）�������� ハキダメギク

○○○○���������	
���
������������������ ハハコグサ
環－絶滅危惧ⅠＢ類○○����������	�
��
�	���
����
������� アキノハハコグサ

○○○����������	�
��
���������
��	������� チチコグサ
帰化○○���������	
���
��	����������
����������� チチコグサモドキ
帰化○○���������	
���
��	
�	
��
���������� ウスベニチチコグサ
帰化○○○���������	
���
���	����
��������� ウラジロチチコグサ
帰化○���������	
��
��������������	������ イヌキクイモ
帰化○○○○���������	
��
��������������	������ キクイモ

○○���������	
���
����
�
��������� キツネアザミ
帰化○○○���������	
�	�
���
���
������������ ブタナ

○���������	
��
�
���
���������� オグルマ
○○○���������	
��
	�
��
��������
���
��
����������	��� カセンソウ
○○○○���������	
����

�
�（������）���������� オオジシバリ
○○○○○���������	
����
����（������）�������� ニガナ

○○�������������	�
����（������）���������	��
���

��（������）��������シロバナハナニガナ
○○○�������������	�
����（������）���������	��
���

��（������）��������	
���
�
���
��（������）���������ハナニガナ

海浜植物◎○○��������	
���
	
	��（�����）���������� ハマニガナ
○○○○○��������	
����
������	
������
����� イワニガナ
○○○○○��������	
��

���
����
�
��（������）��������� ユウガギク
○○○○��������	
�	���
��	����

���������	������（�������	
）������� アキノノゲシ
○○○○��������	
�	����

����������������������（������）��������� ヤマニガナ
○○○○○���������	
�����
�
����������
���������（����）��������� ケムラサキニガナ
○○○���������	�
�������
�
��	����
����� コオニタビラコ
○○○��������	
�����
����
（������）��������� ヤブタビラコ
○○○○○���������	
����
�



���
（�����）��������� センボンヤリ
県内稀産種◎○○○��������	
��
���������
�（������）��������� オタカラコウ

○○��������	
��
���������������（������）�������	
�	��
���			 メタカラコウ
○��������	�
�
�����
��������（������）��������� オオモミジガサ

茨城－希少種，海浜植物◎○��������		
���
��������		
�����（�������	
���

��）���������ハマギク
○○○○��������	
���
���	������������������� ナガバノコウヤボウキ

備考�����和名学名
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○��������	
���
�	�����（�����）�������	
��	��
���� センダイハグマ
○○○○○���������	
����
��	�（������）��������� カシワバハグマ
○○○○○���������	
���
������（������）�������	�


 コウヤボウキ
茨城－危急種◎○○��������	
���
���������
������ イワキハグマ
茨城－希少種◎○○○○��������	
���
	
����（������）��������� オヤリハグマ

○○○○○���������	
���
��	
�����
（���������	
���）��������� フキ
県内稀産種◎○○○○○��������	
�����

�	����
����������
��������	
��	（�����）������� コウゾリナ

○○○○��������	
�
�
	����	�������（������）�������			 フクオウソウ
環－絶滅危惧Ⅱ類○��������	
�
�
	����
���	（�������	
�	��
���）��������� オオニガナ
茨城－絶滅危惧種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○○��������	
���
�������������������������������	
������ シュウブンソウ
茨城－希少種○○○��������	

	����
����
���������
	�
��������	
�（�������）���������センダイトウヒレン

○○���������		�
����		�
��
	�	���������� キクアザミ
○○����������	
��	����

���
����������� ハンゴンソウ

茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○��������������	
����
���
�������������
����������	
��	�
（������）�������コウリンカ
茨城－希少種◎○��������	�
���	�
���	������		���� キオン
県内稀産種◎○○○��������	�
���	�
��	����������� サワギク
県内稀産種◎○○����������	
���
�
��

��
����� サワオグルマ
帰化○○○○��������	�
���
����������		���� ノボロギク

○○��������		
��

���	��
�
�������������������	
��（�����）��������			タムラソウ
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○○○��������	
	��	
����
����	�
	��（������）��������� コメナモミ

○○○○���������������	�
��
����
������������������������	�（������）�������メナモミ
帰化○○○○○���������	
������
	��	����	������ セイタカアワダチソウ
帰化○○���������	
�����	��
�����	������������������	
��
�			 オオアワダチソウ

○○○○○��������	
��
���
�
�������
��������������������	����� アキノキリンソウ
帰化○○��������	
��
��
���（�����）������� オニノゲシ
海浜植物◎○��������	
��
����
�����
������� ハチジョウナ
帰化○○○��������	
��
������
��
���		���� ノゲシ
帰化○○○○○���������	
���
�
		��
（�����）�������� ヒメジョオン
帰化○○��������	
���
�����
�����（�����）������ ヘラバヒメジョオン

○○○○��������	
��

�
��������（������）��������� ヤブレガサ
○○��������	
�
��

	��	�（�������	
�	��
���）��������� オヤマボクチ

○○○○����������	�
���
����������������	������������� エゾタンポポ
帰化○○○○○����������	�
���
���
�������������� セイヨウタンポポ

○○○○��������	�
���
��������	��
����������� カントウタンポポ
帰化○○○��������	
��
��������	
�������
���	���� オオオナモミ

○○○○○��������	
��
���
���	�
�
（������）��������� ヤクシソウ
○○○○○��������	
��
��
��
��
（�����）������ オニタビラコ

MONOCOTYLEDONEAE   単子葉植物
Alismataceae    オモダカ科

○��������	
���
����	
�����������������������	��� ヘラオモダカ
環－準絶滅危惧種○���������	

��	����	��
�	（������）��������� アギナシ

○○��������	
����
��
�	������
����� ウリカワ
○○○○��������	
����
����

��
���
������ オモダカ

Hydrocharitaceae    トチカガミ科
○���������	
��
�
���
（����）��������� ヤナギスブタ
○����������	
���	
�
�
���（�����）�������� ミズオオバコ

Potamogetonaceae    ヒルムシロ科
○○○��������	
���
	������	���	�������
������ ヒルムシロ

○��������	
���
	����
	
����������� オヒルムシロ
Najadaceae    イバラモ科

○��������	�
����
������������ ホッスモ
Liliaceae    ユリ科

茨城－希少種○○○��������	
��
���
	�������	���������� ノギラン
○○���������	
���
��	��������� ノビル

○���������	
����
�
��
�����	����� ヒメニラ
○����������	
���	
������������
��� ヤマラッキョウ
茨城－希少種○○��������	
	���
���（����）�������� アマナ

○○○○○���������	
��
�������������
���� ホウチャクソウ
○○○○○���������	
��
��
�������
����������� チゴユリ

○○��������	
���
��������
��������
����� カタクリ
○��������	
���
��������
��������
�����������	
��
�	����	�������シロバナカタクリ
○��������	
����

�（�����）�������	
��� キバナノアマナ

○○○○��������	
��

����
������	��（������）������������ ショウジョウバカマ
○��������	�
��
�������������
���������� ゼンテイカ
○○○��������	�
��
���������
��������

���������	
�
���� ヤブカンゾウ
○○��������	�
��
�������������
�������� ノカンゾウ
県内稀産種◎○���������	
����
����（�������	
�	��
���）�������			 イワギボウシ

○○○○��������������	
�����
�（�����）�������	
������
�
�
（������）������� オオバギボウシ（トウギボウシ）
○○○○○��������������	
�����（������）�������	
����
��
	�����
�	（����）�����コバギボウシ
○○○○○����������	
��	��
	
���������� ヤマユリ

○○○○����������	
���
���	
（������）��������� ウバユリ
○○○○○����������	
�����
�������������������������	��
��（�����）�������	


コオニユリ
海浜植物◎○����������	
�
��	��
	
���	������ スカシユリ

○○○○○����������	
����
	�（������）��������� ヒメヤブラン
○○○����������	
��
�
��
����
��
�������
����� ヤブラン
茨城－希少種◎○○○���������	
���
�������（������）�������� ホソバノアマナ
茨城－危急種◎○○����������	
��
�
��������
（�����）���������	���� ヒメマイヅルソウ
茨城－危急種◎○○�����������	
��
������	�	
�（����）���������	
��
���� マイヅルソウ

○○○�������������	�
�����
�
��（����������）�������	
��� ジャノヒゲ
○����������	�	
	��	������
�������� ナガバジャノヒゲ

備考�����和名学名
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茨城県北東部地域の維管束植物

○○○○����������	�	
	����
����
�����
�
���� オオバジャノヒゲ
○○○����������	�
�
���
��������������� ツクバネソウ
○○○○����������	�
��
��������
������������ ナルコユリ

海浜植物◎○����������	�
��
���
�������������� ヒメイズイ
○○○○����������	�
��
�������
��
����������� ミヤマナルコユリ
○○○����������	�
��
�������
��
�（������）��������� オオナルコユリ
○○○��������������	
���
���	
�（�����）�������	�
�����
������（����）�����アマドコロ

県内稀産種◎○���������	�
����
�
	��（�����）�������� キチジョウソウ
逸出○○����������	
��
��
��
（������）������� オモト

○○○�����������	�
�������

（������）�������� ツルボ
○○���������	
���
�

�����
������
���� ユキザサ

○○○○○���������	
���
��
��������� サルトリイバラ
○○○○���������	
����

����
�������� タチシオデ

○○○○�������������	�
�	������
�����	������	������（�����）���������	�
���
����シオデ
○○○○���������	
����
��	����������� ヤマカシュウ
○○○○���������	
�����
������（������）�������� ヤマジノホトトギス
○○○○���������		�
����
		����
������ エンレイソウ

○○���������		�
���
�����
������������� シロバナエンレイソウ
県内稀産種◎○○������������	
���
��
��
�	
��� ヒダカエンレイソウ
県内稀産種◎○○���������	
����
�	���������（������）�������	
���� バイケイソウ

Amaryllidaceae  ヒガンバナ科
○○����������	
��	�

���（�������	
）�������� ヒガンバナ
○○○○○���������	
����
������
��
������� キツネノカミソリ
帰化○���������	
����
������
����������� ナツズイセン

Dioscoreaceae    ヤマノイモ科
○○○○○���������	
���
���

�����
�������� タチドコロ
○○○○○���������	
���
��
����

���������� ヤマノイモ

○���������	
���
��������

��
������� ウチワドコロ
○○���������	
���
�	��������
���������� キクバドコロ

○○○○○���������	
���
���������
������� オニドコロ
Pontederiaceae    ミズアオイ科

○○○���������������	
�	���	
��（�������	
�）�������	�
���	�
	����	（�����）�������	
���コナギ
Iridaceae    アヤメ科

○○○○○���������	�
�	�
��������������	���
����（������）������ ノハナショウブ
○○���������	�
��
�������������� シャガ

逸出○○○�����������	�
��
��
������������ キショウブ
○○○○���������	�	
��
���
����������� アヤメ
帰化○○○���������	
���
������������������������ ニワゼキショウ

○○���������	
���
������
����������� ルリイロニワゼキショウ
逸出○○○���������	
����
�


������
������
������ ヒメヒオウギズイセン

Juncaceae    イグサ科
○���������	�
���

�����
����
���	������� ヒロハノコウガイゼキショウ

○○○○○���������	�
�����
�
�
������������	��������	
������� イグサ
○○○○�����������	�
�	����
�
�����
���� コウガイゼキショウ

○���������	�
�
��
���
�
���	
����������������	���
����
���� ホソイ
○○○○○���������	�
�����

��
������� クサイ

○○���������	�
���

�	�����
����������� ハリコウガイゼキショウ
○�����������	�
���	�
�	�	（�������	
�	��
���）��������� イヌイ
○○○○○����������	
��
�
�
�
（����）�������� スズメノヤリ

○○����������	
���	�
�	��
����������� ヤマスズメノヒエ
○○○○����������	
��	��
�
�����������
�������������（�������）�������ヌカボシソウ

Commelinaceae    ツユクサ科
○○○○○����������	
��
������������������ ツユクサ
○○○���������	
���
�
���

��
��
���� イボクサ

○○�����������	�
	����
	���������� ヤブミョウガ
Eriocaulaceae    ホシクサ科

○○���������	
��
	���	��	�������������� ニッポンイヌノヒゲ
○○○○○���������	
��
	���	�������（������）��������� ヒロハノイヌノヒゲ

○○���������	
��
	������	
������������������������	�
�������� ホシクサ
Poaceae    イネ科

○○○���������	
��	��
�
	�������	������ タチカモジグサ
○○����������	
������
��������（������）��������� アオカモジグサ
○○○���������������	
��
��������（�����）�������	
��	��
���
（�����）�����カモジグサ

○○���������	
��
�
��������������� ヤマヌカボ
○○○○○��������������	
��
���	�����	������	����������（�������	��
���）����������ヌカボ
帰化○○○���������	
��
����
���
��	����� コヌカグサ
茨城－絶滅危惧種，環－準絶滅危惧種○����������	
�	���

����	�	��������� ヒメコヌカグサ

○���������	
��
����
���������������� ノハラスズメノテッポウ
○�������������	�
���
����
����������	�����	�����（�������）�����スズメノテッポウ

帰化○���������	
��
���	
��
������������� オオスズメノテッポウ
帰化○○○���������	
�
�
��
�	���������������� メリケンカルカヤ
帰化○○○○���������	
����	
��
�
���
���������� ハルガヤ

○○○○○�����������	
����
��
���（������）��������� コブナグサ
○○○○○���������	
�	�

�������（������）������������ トダシバ

○○○○���������	
	�����
��	��
�������������� アズマガヤ
帰化○���������	
��
�

���		���� カラスムギ

○����������	
��

����������������������������	�
���� コウヤザサ
○○○○○�������������	
��
����������
（�����）�������	��	�
����
�
�����������ヤマカモジグサ
帰化○���������	
��
���
�
������� コバンソウ
帰化○○���������	
���
��
����
���
����� イヌムギ

備考�����和名学名



植 物
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○���������	
���
�����
����
������ スズメノチャヒキ
○○○○���������	
���

������
�（������）�������� キツネガヤ

帰化○���������	
����
��
��������� ヒゲナガスズメノチャヒキ
帰化○����������	
���
���	���������� ウマノチャヒキ
県内稀産種◎○○���������	
���
��
��
�
（�����）�������	���� ホガエリガヤ

○○○○○���������������	
�	���
��������（�����）�������	
��	���
�	����（������）������ノガリヤス
○○○○○������������	
��
������	����（�����）������� ヤマアワ
○○○○����������	�
��
��
��������
�
��������������	������ ヒメノガリヤス
○○���������������	
����
�
�（�����）�������	�
�����
�������（������）��������		��オガルカヤ
○○���������	
	��
��
��	�（�����）�������� ギョウギシバ
帰化○○○○○���������	
��
��������	���������� カモガヤ

○○○���������		
����
���������	���
�������������� タツノヒゲ
○○○○����������	
��
���
�
���（�����）�������� メヒシバ

○����������	
��
�	��
������（�����）���������� コメヒシバ
○○○�����������	
�	����
	������������� アキメヒシバ

○���������	
����

����������
�
����
��������（�����）�������� カリマタガヤ
○��������������	�
���	
	������
���������
���（�����）�������	
������
	�
�����������ヒメカリマタガヤ

○○○○����������	
���
�����
	���（������）�������	��� アブラススキ
○○○○��������	
���	
����������


（�����）��������� イヌビエ
○○○��������	
��
	��
����（�����）�������			 オヒシバ
海浜植物◎○��������	
���

������������ テンキグサ
逸出○○○��������	
���
���������	（�������）������� シナダレスズメガヤ

○○○○○��������	
���
��������
���	（������）��������� カゼクサ
帰化○��������	
���
�����	���������	������ コスズメガヤ
逸出○○○○��������	
��
�
������
��
����������� オニウシノケグサ
帰化○���������	
����
�	������������ ヒロハノウシノケグサ
帰化○○○����������	
���
	������������ ナギナタガヤ

○����������	
���
������������ ウシノケグサ
○○○○○���������	
���
������
����	�
����� トボシガラ

○���������	
��
��
�
��
�
�
�������� ヒメウキガヤ
○○○���������	
��
���	�����
��
���
������ ドジョウツナギ
○○○○���������	
��

	��
�


�	（�������）������� ウシノシッペイ

○�������������	��
�	�
��
�����
��
���
�������������（������）���������コウボウ
逸出○○○���������	
����
��
����

���� シラゲガヤ
逸出○���������	
������
�����
������ ムギクサ

○○○○��������������	
��
���

�（�����）���������	��
���
�

（�����）�������	
���
����チガヤ
○○○○����������	
���
�����（������）�������	
��� チゴザサ
海浜植物◎○����������	
����	
��
�������
�（������）������� ケカモノハシ

○�������������	�
����
�
	�
�����
����
���	���（�����）�������	��カモノハシ
○○○○����������	
��	���
�������
��� サヤヌカグサ
逸出○���������	
���
��	
���
��������� ネズミムギ
逸出○○���������	
���
�
��
��	����� ホソムギ
茨城－希少種◎○���������	
�	�
����

������
�������� ササクサ

○���������	
���
������	������ コメガヤ
○○○○���������	
��
��������
�����（����）�������� �ササガヤ
○○○○��������	
��
��������������（�����）�������	��� ヒメアシボソ
○○○○○�������������	
���
�����	��（�����）�������	�
�����
��	�������（�������	
�	��
���）�����アシボソ

○○����������	
����	
	
��������� イブキヌカボ
○○○○���������	
��
����
		

��������（������）��������� オギ
○○○○○��������	
��
��	�	����	�	������	���� ススキ
○○○○��������	
�
��
����
����������� ヌマガヤ

○��������	
��
������	���������（�����）��������� タチネズミガヤ
○○○○��������	
��
������������������������ ネズミガヤ

○○��������	
��
������
�������
����	����� オオネズミガヤ
○○○○○��������	
��
���������
������������ コチヂミザサ
○○○○○��������	
��
��������	��
��	
��（����）����������	
��
������ ケチヂミザサ
○○○○○���������	
���
	���
���������
���� ヌカキビ
帰化○○○���������	
���
	
�����	��������	
������ オオクサキビ
帰化○��������	
���
�������
������������ アメリカスズメノヒエ

○○○○���������	�
���
�������������
�������������� スズメノヒエ
○○○○○��������		
���
��������
��
���（�����）�������			 チカラシバ
○○○��������	
	��
�	������	��	��������� クサヨシ
逸出○○��������	
���
���
��
��������� オオアワガエリ

○○○○○��������	
��
����
���	
�
�（����）�������	�
���
���� ヨシ
○○○○��������	
��
�����
���
�
���������� ツルヨシ
逸出○��������	

��
���	������������������������������� マダケ

○○○○○���������	
���
��
���	�
（�������	
�	��
���）��������� アズマネザサ
○○○�����������	
���
	�����
����� ミゾイチゴツナギ

○��������	�	
���
�
	���
�����	�����������������	
��
���


 タマミゾイチゴツナギ
○○○��������	�	

�	��


���� スズメノカタビラ

○○○����������	
���
	

��������� ヤマミゾイチゴツナギ
帰化○��������	�
�	�
������������� ナガハグサ

○○○��������	�
���
������
����
���� イチゴツナギ
○○○��������	�
��
���
�	��	���
�
���	������ ムカゴツヅリ
○��������	
����
���������������� ヒエガエリ
○○○○��������	
���
�
��
�����
（���������	
����������

�）��������� ヤダケ

○○��������������	�
���
���（�����）��������	
��	�
���	��（������）�����ヌメリグサ
○○����������	
��
	���
	����（�����）�������� ハイヌメリ
○○○○○��������	��
���

���（������）�������	
����
�
���� ミヤコザサ
逸出○��������	��
��
����（�����）�������� クマザサ

備考�����和名学名
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○○○○��������	�
������
�	�（������）��������� アズマザサ
○○○○����������	
��
���
������（�����）�������� スズダケ

○��������	�
��
���
����	��������� ケスズ
○��������	
��
�
�����

���（������）�������� イヌアワ
○○○��������	
��
�

�������������� アキノエノコログサ
○○○○○��������	
��
�
�
��
（�����）��������� キンエノコロ

○���������	
�	��	

��������	（���������）���������	
��
��
��
��� コツブキンエノコロ
○○○○���������	
�	���
�
��（�����）��������� エノコログサ
海浜植物◎○��������������	���
��（�����）���������	��
���
�����
�（�������	
�	��
���）�������	
��	��
��ハマエノコロ
逸出○○��������	
���
����������（�����）�������� オカメザサ

○○○○��������	
�	�	�	
��������������
���� オオアブラススキ
○○○○��������	
	�	�
����
�����（������）�������	
���� ネズミノオ
茨城－希少種○���������	�
���
���������
（������）��������� ヒゲシバ

○○��������	
���
�������
�������������	��������� ヒロハノハネガヤ
○○��������	
	���
�������（������）���������� メガルカヤ

○○○○○��������	
��
���	�	�
�（������）������� カニツリグサ
○���������	
�	��	��
���	���������� マコモ
○○○○���������	
����
��
������������ シバ
海浜植物◎○��������	
���
����
����	���������������������� オニシバ

Palmae    ヤシ科
逸出○○○��������	
��
	�
�����������（�����）�������	���� シュロ

Araceae    サトイモ科
○○○○○��������	
����
�
�����������

��
��������������	��� ショウブ

○○○��������	
���

���������	�������� セキショウ
○○○○��������	
��
���	
����
�����	����������������� ミミガタテンナンショウ

県内稀産種◎○���������	
��
��
�
���������
�
���� ヒトツバテンナンショウ
○○��������	
��
�����	�
���������	��� コウライテンナンショウ

○○○○○��������	
��
��
������
（������）��������� マムシグサ
○○���������	
��
�

�
�
���
������� オオマムシグサ

○○○○���������	
��
�
�
	���
��
�
��� ウラシマソウ
植栽○��������	
��

������
	���
���	�（�����）������� ミズバショウ

○��������	
�����

�	�
�（������）��������	


 カラスビシャク
○���������������	�
��	�（������）��������	
���
	
������������（������）�����ムラサキハンゲ

茨城－希少種○��������	
��
��
���������������������������		�
�	（������）�������ザゼンソウ
茨城－希少種◎○��������	
��
��
�����

���
������������ ヒメザゼンソウ

Lemnaceae    ウキクサ科
○○○��������	
����
���
�������
�����
������� アオウキクサ
○○���������	
��
���

�	����（�����）�������	


 ウキクサ

Sparganiaceae    ミクリ科
茨城－危急種，環－準絶滅危惧種◎○○���������	
���
���������
�������	���� ナガエミクリ

Typhaceae   ガマ科
○○���������	
���
����������������� ヒメガマ
○○��������	
����
��������������� ガマ
○○○���������	
���
��
�
�
���������� コガマ

Cyperaceae    カヤツリグサ科
○○○○○��������	
����
������������ ミノボロスゲ

○○○��������	
����

	�����	���	�������� オオイトスゲ（シロイトスゲ）
○○○○��������	
����
����
�����	���
��
����������� エナシヒゴクサ

○○��������	
���
�
��
���	�������� マツバスゲ
○○○��������	
���

���	���	����	�������� ショウジョウスゲ

○○○○��������	
���
��
	����
	���

����� ミヤマシラスゲ
○○○○○���������	
���
������������ ヒメカンスゲ

○○○����������	�
���

���
������
��������������� ナルコスゲ
○○���������	
���
�����������
���	����������� オニスゲ
○����������	�
��
���
����������
���� アゼナルコ
○○○○○���������	
���
��������������� カサスゲ
県内稀産種◎○○○���������	
���

������������������� ミヤマジュズスゲ

○○○���������	
���
��
�����	
����� シラスゲ
県内稀産種◎○���������	
���
���������������	����
������ ケスゲ

○���������	
��	���
�������	����	��������� イトスゲ
海浜植物◎○���������	
���
����������������	����������� ハマアオスゲ

○○��������	
���
�
�
���	������
��������� タマツリスゲ
○���������	
�����
�������������	����������� タニガワスゲ
○���������	
���
������������� ニッコウハリスゲ
○���������	
���

������	�
���� マスクサ
○○○○��������	
���	�

���	������������ ヒナスゲ

○○���������������		�
�����
�������������
��������（�������）��������	
��サナギスゲ
○��������	
���


	��
��������
��� ヤマアゼスゲ

○○○○��������	
���
������������� カワラスゲ
○○○○○��������	
���
����
���������
������ ジュズスゲ

○○○○��������	
����
��������������� ヒゴクサ
○○���������	
���
�	�������������	����������� テキリスゲ

海浜植物◎○����������	�
���
����������� コウボウムギ
○○○○���������	
����
	�������������� ヒカゲスゲ
○○����������	�
���

��������������� アズマスゲ
○○○���������	
��	�
����������� ナキリスゲ

○○○○���������	
��	�
�
����������	��� アオスゲ
○○○○���������	
�����
��
������������	����������� コジュズスゲ
○○○���������	
���
��
�������������� ゴウソ

○���������	
���
��
������������ ヌカスゲ

備考�����和名学名



植 物

－　���　－

○○���������	
���
��	������������ ビロードスゲ
○○○○��������	
���
���������

����� ヒメシラスゲ
○○○○○���������	
������
����������� カンスゲ
○○○○○��������	
���
���������������� ミヤマカンスゲ
○○○○○���������	
����	����
������ ホソバヒカゲスゲ

○○○���������	
��	���
����������	
�����
���� シバスゲ
○○��������	
���
������	������
����������� ヤチカワズスゲ

○��������	
���
�	�
������	�������� オタルスゲ
茨城－絶滅危惧種○��������	
����
���	�（�������	
�	��
���）������� ヒメスゲ
茨城－希少種◎○��������	
�����
������������� エゾツリスゲ

○○��������	
���
��������	
������	���	�����������	
���
������ ヒメゴウソ
○��������	
���
�������	������
����������� タカネマスクサ

○���������	
���
��������������	����������� タヌキラン
海浜植物◎○��������	
���
�������
������ コウボウシバ

○○○○���������	
��	�����
�������	����������� コカンスゲ
○○○○��������	
��	�
����������
����� シラコスゲ

○���������	
����
	������������
��	���������� ヤブスゲ
○○○○��������	
��	�
���������� クサスゲ

○��������	
����
�����
������	���
������ ゴンゲンスゲ
○○○○○��������	
���
�
	���
��������
��� タガネソウ

○○○��������	
���
���
	������
������ アゼスゲ
○○○��������	
���	
����������������� モエギスゲ

○���������	
��	�
���
���
������ オニナルコスゲ
○��������	
��
��������
���������������������	
���



 チャガヤツリ

○○○���������	
���
����
������������ タマガヤツリ
○○��������	
��
���������
���������� ヒナガヤツリ
○○○��������	
��
��������
��
������ アゼガヤツリ

○���������	
���
�������������� コアゼガヤツリ
○○○○��������	
��
�������������� コゴメガヤツリ
○　○○��������	
��
�������������
������ カヤツリグサ

○��������	
��
���		�����
���������
����������� アオガヤツリ
○○○��������	
��
������
������
��������������������� ウシクグ
○���������	
����
��������
���
������� イガガヤツリ
○��������	
��
��������
��������� ハマスゲ
○○○���������	
����
�������	������
����� カワラスガナ

○��������	
��
�

������
���������� ミズガヤツリ
○○○�������������	
����
�
��	
�（�����）���������	
��
��������
���������	�������マツバイ
○○○��������	
��
�����
�
���
�������� ハリイ

○○���������	
��
�����
	������������� クログワイ
○��������	
��
�����
���
�����������	������ エゾハリイ

○��������	
��
�����	�
�
�
�����	������ ミツカドシカクイ
○○○��������	
��
����������
	��
	�������� シカクイ
茨城－危急種◎○���������	
�	��
����������	����� サギスゲ

○○��������	
���
�������
�	�����（�����）���������	
��
����� ヒメヒラテンツキ
○���������	
���
������������（�����）������� ヒデリコ
○○��������	
���
�������

������
������������������ ヤマイ
○○○○○��������		
��
���
�
		
�
��
����� ヒメクグ

○��������	
���
�����������
������
���� コイヌノハナヒゲ
○��������	
��
����
�
���
���������	
������ ノグサ

○○���������	
���
��
��������������� エゾアブラガヤ
○○○○��������	
��
��������
����	����� アブラガヤ

○○��������	
��
������	��
	��
（������）�� シデアブラガヤ
○○○���������	
���
��	����������������� コマツカサススキ

○○��������	
��
�����
�	����	��� ホタルイ
○○���������	
���
����������������� イヌホタルイ
○○��������	
��
��	�
���
	���
����	����� マツカサススキ

茨城－危急種◎○��������	
��
��	����	��
����	���� シズイ
○��������	
��
�����
���������	��������� フトイ

○��������	
��
��
	��������
��������� カンガレイ
○��������	
��
��
	�����
��	������ サンカクイ
○���������	
���
����	���������	���� アイバソウ
○���������	
���
���	��������� ウキヤガラ

Zingiberaceae    ショウガ科
○○○○���������	�
���
��	�（������）��������� ミョウガ

Orchidaceae    ラン科
茨城－絶滅危惧種，環－準絶滅危惧種○��������	
�����

���
�（������）�������	
���			 シラン
茨城－絶滅危惧種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○��������	�
��
������	�����
�	���� エビネ
茨城－危急種，環－絶滅危惧ⅠＢ類◎○����������	
���	
���	
������
	���� キンセイラン

○○��������	
���
�
����������（������）������ ギンラン
環－絶滅危惧Ⅱ類○○○��������	
���
�
�����������（������）������� キンラン

○○○○��������	
���
�
������
�������������������� ササバギンラン
○○○��������	
��
������	�������
�（������）��������� サイハイラン
○○○○��������	
���
	����������（�������	
���）�������	
���			 シュンラン
茨城－絶滅危惧種，環－絶滅危惧Ⅱ類○���������	
���

�����
�����
������
����� コアツモリソウ
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類，海浜植物◎○���������������	����

���	�
�����	��	���������������	
�����
���������	���������ハマカキラン

○○○○����������	
�����
��������������	���� カキラン
○○���������	
����	�
	�
��
�������	������������� ツチアケビ

○○����������	
����
���������
��� オニノヤガラ
○○○○○����������	
���
���
���
����������
��������	���� ミヤマウズラ
環－絶滅危惧ⅠＢ類○���������	
�����
�
	�����
������������ オオミズトンボ

備考�����和名学名



－　���　－

茨城県北東部地域の維管束植物

茨城－絶滅危惧種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○���������	
�������
����（������）�������			 サギソウ
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類○○���������	
�����
�������	����	������������� ミズトンボ
茨城－危急種○���������������	
������（������）�������	
���
����
�
�（������）�������ムカゴソウ
茨城－危急種◎　○��������	
��
	�������
�	
�������
��� クロムヨウラン
茨城－危急種◎○○���������	
���	�
�
��	�	��������� ギボウシラン

○○○○���������	
����
	
�
���
	���������	������� ジガバチソウ
○○○○○��������	
����
���
��������
�

�
��� クモキリソウ
茨城－危急種　○���������	
����

���	（������）��������� コクラン
茨城－危急種◎○○��������	
��
�����


（�����）��������� コフタバラン
茨城－希少種○○��������	
��
��
����
�
�������� アオフタバラン
茨城－危急種◎○○��������	
���
�����	��（������）��������� コケイラン
茨城－希少種○��������	
	�
�
�	�����
�
�����	����������������� ジンバイソウ
茨城－希少種○○��������	
	�
�
�	��������

����	������� ミズチドリ

○○○○��������	
	�
�
�	������（����）�������	
��	 オオバノトンボソウ（ノヤマトンボ）
茨城－危急種○○���������	�
	��
��
����
��������
���� コバノトンボソウ
茨城－希少種○○○��������	
	�
�
�	��	��	���
����������������� オオヤマサギソウ
茨城－危急種，環－絶滅危惧Ⅱ類◎○○����������	
����
�	
�����
������
����� トキソウ
茨城－危急種◎○����������	
���
	�
（������）��������� ヤマトキソウ
県内稀産種◎○○○��������	
�
�
���������

��（�������	
���）������� カヤラン

○○○○○�������������	
�����
����（�����）�������	
�������（��������	
��）�������ネジバナ
茨城－絶滅危惧種◎○��������	
��
��������
������（������）��������� クモラン
茨城－危急種○○��������	
��
�����	����������
����� ヒトツボクロ

○○��������	
��
��

�����
�
（�����）������� トンボソウ
茨城－危急種◎○○���������	

��	
������	��
��������������� ハクウンラン

備考�����和名学名




